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序章　加熱する侵しん攻こう









「はあ、疲つかれたわね」

　俺の隣となりで、ミヤ教官がため息をついていた。

　疲ひ労ろうが滲にじんでいる。

　無理もない。

　フリーランスの葬そう撃げき士しである教官のもとへ、最近は悪あく魔まの討とう伐ばつ依い頼らいが飛ぶように舞まい込こんできている。先ほど成し遂とげてきた依頼が今日の五件目で、これから昼下がりの空の下を帝てい都と東部まで移動し、六件目に取りかかろうとしているところだった。

「どうして急に悪魔の討伐依頼が増えたのかしらね……」

「悪魔が活発になったからじゃないですか？」

　狙そ撃げき銃じゆうを担かついで教官のお供をしている俺がそう言い返すと、教官は顎あごに手を当てて首を傾かしげてみせた。

「んー……でもどうして急に悪魔の動きが活発になったのかしら？」

　確かに不思議なところではあった。悪魔の動きが活発になったのは本当に急激なまでの変化であって、これまでに比べて明らかに脅きよう威い度が増していた。俺や教官のみならず、帝都全域の葬撃士協会も慌あわただしくなっているという話だった。

「活発化の要因として考えられるのは……俺、あるいはサタナキアでしょうか」

「……と言うと？」

「俺が血の活性状態へと自由に至れるようになったこと、そしてサタナキアの裏切り──このふたつの事象は悪魔側にしてみれば脅威と言えるでしょうから、俺とサタナキアが連れん携けいを密とする前に帝国を叩たたこうとしているのではないかと」

「テアの言うことには一理ある。──が」

　ふと割り込んできたその声は──

「あやつらはわしのことなんぞ脅威に思っとらんじゃろうな」

　角と羽を消して人に擬ぎ態たいしているサタナキアのモノだった。

　元極星一三将軍ノツクスジエネラルの一角である最上級悪魔。

　悪魔を裏切って俺との共生を選んでくれた、俺のかつての乳母うば。

　そんな彼女も朝から俺たちに同行していた。

「この間のグラシャ＝ラボラスを見る限り、あやつらはわしへの対策を練っておるでな。わしのことはもはや眼中にもなかろうよ」

「じゃあ……悪魔はテアくんだけを脅威と感じて、テアくんが対処しきれない多方面からさっさと帝国を攻せめ落とそうとしているってこと？」

「かもしれんな」

　サタナキアが教官に同調した。

「このエステルド帝国という国は悪魔の領域に最も近い人間領の国じゃからな、テア云うん々ぬんとは関係なしにぼちぼち攻め落としたいという思おも惑わくもあるはずじゃろうて」

「それは人類を滅ほろぼす足がかりとして、帝国を自分たちの前線基地にしたいってこと？」

「その通りじゃな」

　頷うなずきつつ、しかしサタナキアはこうも言う。

「じゃが正直なところ、ルシファーが何を考えておるのかは分からぬがゆえに、その予測が正しいと断言することは出来ぬじゃろうな」

　何を考えているのか分からない──ルシファー。

　悪魔を統すべる者にして俺の、父親。

　悪魔ではない誰だれかとまじわり、俺という存在を作り出したそいつは、俺を手元に置くことはせずになぜか人間領へと放ほう逐ちくした。

　放逐の理由はサタナキアさえ知らない極ごく秘ひ事じ項こうらしい。

　俺の出生に関する情報を得るためにはもはや、ルシファーに直接聞かなければならないのかもしれない。

「まあいずれにせよ、気は引き締しめておくべきじゃろうな」

　サタナキアはもっともなことを言いつつ、教官に睨にらむような視線を向け始める。

「デカパイ、お主は特にな」

「そ、そのデカパイって呼び名やめてもらえる……？」

「ふんっ、黙だまっとれ。テアの隣に並び立ちたいというなら、たかだか両手で数えられる程度の依頼数を半日でこなしたくらいで音ねを上げるでないわ。情けない」

「わ、分かってるわよ」

「ならシャキッとせんか。背筋を伸のばせ」

「こ、これでいいかしら？」

「姿勢はよいが、なんじゃその無む駄だにデカい乳ちちは！　わしへの当てつけか!?」

「違ちがうわよ！　自然と目立っちゃうだけだから！」

　教官とサタナキアは何やら言い合っていた。

　仲が悪いというわけではないんだろうが、サタナキアが事あるごとに教官への小言を呟つぶやくから衝しよう突とつしやすいというか……。

「その乳でテアを籠ろう絡らくしようとしても無駄じゃからな！　わしの目が赤いうちは肉欲へのいざないはこの手で防いでくれるわ！」

「ろ、籠絡なんてしないわよ！　というか、あなたもしかして……今こうして同行しているのって、私の監かん視しのつもりなの？」

「当然じゃな」

　決して威い張ばれることではないと思うが、サタナキアは偉えらそうに貧ひん相そうな胸を張ってむふんと鼻息を吹ふき出していた。

「お主がわしのテアに良からぬことをせんように、こうしてお主を監視しておるんじゃ」

「わしのテアってなんだよ」

　思わず尋たずねると、サタナキアはさも当然であるかのように応じる。

「む、だってそうじゃろ？　わしがお主を育てたんじゃし。じゃからわしのテアじゃ」

「理由が横暴過ぎやしないか？」

「そんなことはないっ。わしのテアったらわしのテアなんじゃ！」

「親バカみたいで恥はずかしいから外でそれを連呼するのはやめてくれ」

「むぅ、恥ずかしがらなくても良かろうに」

「問題はそれ以外にもあるんだよ」

　サタナキアの存在は極秘事項だ。誰にもバレるわけにはいかない。そうである以上、外でむやみに俺との関かかわりを口に出して欲しくはないのだった。

「それもそうじゃな。済まんかった」

　素す直なおなところは評価出来る。

　そんなこんなで、サタナキアの謝罪があったのち、俺たちは本日六例目の依頼現場へと向かうべく帝都中央駅までやってきたのだが、その時──

「──あ、テアくんっ。ちょうどよかったです」

　不意に声をかけられ、振ふり返る。

　するとそこに佇たたずんでいたのは、教官の同期であるセイディさんだった。駅の近くに鎮ちん座ざする葬撃士協会帝都中央支部がセイディさんの職場なので、こうして声をかけられること自体は別におかしいことではない。しかしわざわざ職場から出てきて何事だろうか？

「どうしたのセイディ、テアくんに何か用？」

　いの一番に応じたのは教官だった。

「ええ、用事があるんです。ところでそちらの子は？」

　セイディさんがサタナキアに目を向けていた。

　角と羽を隠かくしているからサタナキアがあのサタナキアであるとバレることはないだろうが、こうして注目されると心臓が少しドキッと跳はねてしまう……。

「あぁ、えっと、この子はね──」

「はいはいっ、ご機き嫌げんようお姉さん！　わたしはサナって言うの！　ミヤお姉ちゃんの少し遠い親しん戚せきで、葬撃士見習いとしてミヤお姉ちゃんたちに同行させてもらってるの！」

　きゃるーん、と明るい雰ふん囲い気きでサタナキアがいきなりそんなことを言い出したので俺は驚おどろいてしまった。まさかサタナキア自らそういう誤ご魔ま化かし方をしてくれるとはな……。

「あら、そうなんですか？」

「え、ええそうなのよ。遠とお縁えんの子でね、少し預かることになって……」

「なるほど」

　どうやらセイディさんは納なつ得とくしてくれたらしい。良かった……。

「そ、それで？　セイディはテアくんになんの用があるの？」

「あぁそれはですね」

　と前置きしつつ、セイディさんが俺に視線を寄よ越こした。

「これからとある集会があるんですが、参加してもらえませんか？」

「……集会ですか？」

「そうです。今から中央支部で行なわれます。本当はミヤにも来て欲しいのですが、恐おそらく依頼に向かう途と中ちゆうなんですよね？　なのでミヤにはあとで書面で通達しますね」

「待ってよセイディ。一体何があるっていうの？」

「重要なお知らせがあるんです」

　セイディさんの口調は重々しい。よほど重要なお知らせがあるんだろう。

「それでテアくん、来ていただけますよね？」

「それはまあ……」

　と言いつつ、教官を見やる。……依頼の手伝いはどうするべきなんだろう。

「大だい丈じよう夫ぶよ。テアくんはそっちに行っちゃっていいわ」

「……いいんですか？」

「いいわよ。テアくんに頼たよらなくても私一人でやれるしね。それにテアくんに頼ってばかりじゃ、私は強くなれないから……」

　どこか遠い目で呟いて、教官は駅舎の方に体を向けた。

「それじゃ、帰宅後にまた会いましょうね」

　教官が駅舎に入り込んでいく。

　それを見送ったセイディさんが「じゃあ私たちも行きましょうか」と歩き出す一方で、

（わしはデカパイについていく）

　サタナキアが魔力を駆く使しして俺にアイコンタクトで言葉を送ってきた。

（葬撃士の拠きよ点てんに飛び込むよりはマシじゃからな）

「分かった。またあとでな」

　こうして俺はサタナキアとも別れ、葬撃士協会帝てい都と中央支部に足を運んだ。




　支部に入り込むと、俺は講堂に案内された。

　講堂の中には多数の葬撃士が集まっていた。エルザやシャローネも居るのが遠目に分かったし、《七なな翼よく》クラスの猛者もさたちにも招集がかけられているようだった。

　広い講堂が数百名の葬撃士で埋うめ尽つくされている。

　いずれの葬撃士も、これからどんな内容が話されるのか分かっていないかのように、どこかそわそわしているように見えた。もしかするとほとんどの者が、俺と同じように今日いきなり招集されたのかもしれない。

　となると、これは緊きん急きゆう性の高い集会なのか……？

　そんな中で一体何が通達されようとしているのだろうか。

　ひょっとして悪魔の活発化に関する事案だろうか。

　俺は講堂の壁かべに背を預け、何が伝えられるのかを今か今かと待ち始める。

　するとやがて──

「諸君、本日は招集に応こたえてくれたことをまずは感謝させてもらおう」

　そう言いながら講堂の正面に現れたのは、何なにを隠そう皇こう帝てい陛下だった。

　よもや白しろ髭ひげの偉い丈じよう夫ふが現れるとは誰も思っていなかったのか、この場が少しざわつく。

　皆みなが一いつ斉せいに皇族家への礼節を重んじ、一礼し始めた。俺もそれに倣ならう。

「皆、面おもてを上げてくれて構わぬ。これより通達する事こと柄がらは帝国、ひいては人類の未来を決定づける重要な案件であるからして、是ぜ非ひとも聞き逃のがしのないように集中してもらいたい」

　陛下はそう前置きすると、続けて大おお仰ぎように言った。

「帝国は──現状を維い持じすれば滅びの道をたどるであろう」

　いきなりの不ふ吉きつな言葉に講堂が再びざわつく中で、陛下の言葉は続けられた。

「近ちか頃ごろ、悪魔の動きが活発化していることに諸君は気付いておるはずだな？　我が国の諜ちよう報ほう部隊が仕入れてきた情報によれば、その活発化は《大号令》の影えい響きようであると判明した」

　……大号令？

「ルシファーが人間領への侵しん攻こうを決意し、全支配下悪魔に向けて帝国への集中放火を指示したとされている。それが大号令だ。ルシファーによるそうした宣戦布告に沸わき立った結果として悪魔たちは動きが活発化している、というのが帝立研究所の見解だ」

　ルシファーが侵攻の口火を切った……？

「人間領の入り口とも言える我が国は、その大号令によって全悪魔の標的と化したと言えよう。それゆえに現状を維持する形ではもはや侵攻に耐たえきれぬと判断した。そこで我が国は先日、定例会合が行なわれた人類連盟議会の場において、人間領の総力を結集させた人類連合軍の設立を提案し、これを可決に至らせた……──これがどういうことか、諸君には分かるかね？」

　講堂がみたびざわつく中で、俺はごくりと唾つばを吞のみ込む。

　大号令による悪魔の侵攻。

　それに対たい抗こうするためであろう人類連合軍の設立。

　それが意味するところは当然……。

「あぁそうとも、これよりそう遠くない将来──人間と悪魔の全面戦争がその幕を開けるということに他ほかならぬ！」

　講堂がまたも震ふるえた。

　全面戦争。

　人間と悪魔のぶつかり合い。

　これまでの小規模な争いなんて目じゃないほどの、それは恐らく歴史上において最も大規模な戦争になるであろうことが今の段階からひしひしと感じ取れてしまう。

「人類連盟議会は戦うことを決意した！」

　陛下がまくし立てるように言葉を紡つむぎ始める。

「我が国のみならず、すべての国々が、もはや悪魔という悪あしき存在にうんざりとしておるのだ！　ゆえに我が国への侵攻をきっかけに人類は最大の反はん撃げきを行なうことを決意し、その反撃を長きに亘わたる戦いの終しゆう止し符ふとするべく全力を尽くすことを誓ちかい合った！　この反抗作戦には葬撃士協会の元老院も乗り気であるがゆえに、《七翼》の独立精せい鋭えい部隊《ラウンズ》の投入もすでに決まっておる！　徹てつ底てい抗戦の準備は水面下で着々と進んでおり、開戦の時は近い！」

　さて、ならば諸君はどうする？　と陛下は俺たちに問いかけてくる。

「今の話を聞いて怖おじ気け付いた者はおるか？　いいや、おらぬはずだな？　我が国の葬撃士にそのような軟なん弱じやく者ものはおらぬであろう。ここに集つどいし者どもは悪魔を討うち払はらさんとする勇ゆう猛もうな戦士たちであることを余は知っている。そうであろう？」

　イエスユアマジェスティ！　の応答が轟とどろく。

「であれば、諸君らへの指示はひとつ──その身をもってして悪魔との最終戦争に臨のぞみ、必ずや人類に勝利をもたらしてくれたまえッ！」

　──うおおおおおおおおおおおおおおおお！　と、もはや雄お叫たけびに近い返答とも言えぬ返答が、講堂を埋め尽くさんばかりに鳴り響ひびいていた。

　俺の中にも猛たける気持ちが湧わき立ってくる。

　悪魔を討ち滅ほろぼすための最終決戦。

　一体どれほどその時を待ち望んできただろうか。

　悪魔の存在が忌いみ子ごを忌み子たらしめ、俺たち忌み子を苦しめてきた。今はもう差別なんてほぼ存在しないが、一昔前は酷ひどかった。その恨うらみを人に返せば忌み子の評判をより落とすだけだから、恨みは悪魔にぶつけるべきであって、だから俺はそうしてきた。

　悪魔を殲せん滅めつし、これまで苦しんできたすべての忌み子のための復ふく讐しゆうとすること。

　それが悲願。

　そしてもうひとつ、悪魔の王にして俺の父親であるルシファーから俺の出生に関わる秘密をすべて聞き出して──この手で葬ほうむること。

　最終決戦で、俺はこのふたつの悲願を成し遂とげてみせる。

　今なお鳴り響く怒ど号ごうのような熱気の中で──

　俺はひそやかに拳こぶしを握にぎり締しめ、この手で引き寄せるべき理想郷に思い焦こがれていた。








第一章　開戦前の休息









『テア』

　誰だれかが俺を呼んでいた。

『テア』

　それは優やさしい声だった。ケーキのように甘ったるく、ともすれば綿わた飴あめのようにふんわりと俺を包み込むようなその声は、暗くら闇やみの向こうから聞こえてくるモノだった。

　暗闇。

　暗闇。

　俺は今、暗闇の只ただ中なかに佇たたずんでいた。

　だからこれは現実ではないのだと分かった。

　恐らくは夢の光景だ。

　しかし不思議と接地感のある、現実味を帯びた夢だった。

『テア』

　優しい声は依い然ぜんとして聞こえてくる。

　俺は足を踏ふみ出し、暗闇の向こうを目指した。

　やがて見えてきたのは──

『テア』

　声の主と思おぼしき一人の女性だった。絹糸のような長い金きん髪ぱつが美しい、見ているだけで心が洗われるような綺き麗れいな女性だった。

　そして彼女はただの人間ではなかった。白いワンピースじみた装しよう束ぞくを身に着けている彼女の頭上には、輝かがやかしい光を放つ輪が浮うかんでいた。背中には悪魔の黒翼と対ついを成すような白い羽が確かく認にん出来る。

（天使……？）

　そう、言うなれば天使だった。

　古き時代に悪魔の手で滅ぼされたとされている、悲しき存在。

　今はもうこの世のどこにも居ないはずの有翼人種。

　当然ながら俺は天使との面識なんてない。

　それどころか現代人らしく天使なんて伝承でしか知らない。

　なのに……。

『テア』

　彼女はどこまでも優しく、慈じ悲ひ深いまでの温かみをもって俺の名前を呼んでいる。

　その明るい表情を見ているだけで。

　その甘い声を聞いているだけで。

　俺の目からは不思議と涙なみだがあふれていた。

　涙の意味は分からない。

　別に悲しくもないのに、俺はなぜか泣いていて──

「……あなたは一体、誰なんだ？」

　手を伸のばし、美しい天使に問いかける。

　すると彼女はにこりと微笑ほほえみ、

『私はね──』

　そこで。

　夢がぷつんと途と切ぎれて──次の瞬しゆん間かんには自室の天てん井じようが俺の視界を埋め尽くしていた。

　カーテンの隙すき間まから差し込む光が、朝の訪おとずれを俺に伝えている中で──

「今の夢は一体……」

　俺は上体を起こし、それから──ぽた、と頬ほおを伝って流れ落ちる涙の存在に気付いた。

　どうやら現実でも泣いていたらしい。

　悲しさはなくて、やはり言い知れぬ感情を刺し激げきされてのモノだった。

　そしてどれだけ考えてもあの天使のことは分からない。

　それとなく予測はしつつも、そうであるという保証はなくて、なんとも言えない。

「む……どうしたんじゃ？」

　その時、床ゆかの布ふ団とんで眠ねむるサタナキアがのそっと起き床しようしたのが分かった。悪過ぎる寝ね相ぞうの影響で全ぜん裸らなのはもはやいつものことだった。

「泣いておるんかえ？」

「……別になんでもないし、まずは服を着てくれ」

「服などどうでもよいし、その涙をなんでもないとは思えんな。怖こわい夢でも見てしもうたんか？　どれどれ、わしが頭を撫なでて怖さを吹ふき飛ばしてくれよう」

　そう言うと、サタナキアは幼女じみた裸ら体たいを隠かくしもせずに立ち上がり、俺の頭を撫で始めた。気持ちはありがたいが、なんとも的外れな行動なので困ってしまう。

「……サタナキア、俺は本当になんでもないからまずは服を着てくれないか」

「じゃが泣いておるではないか」

「目にゴミが入っただけだ」

「それはそれで大変じゃな。どれ、わしが取ってくれよう」

「いいって言ってるだろ」

　サタナキアは本当に世話焼きというか、ともすればお節せつ介かいの域に達するほどだ。元来こういった性格だからこそ、俺の乳母うばを任されていたのかもしれない。

「むぅ、反抗期じゃな」

「別に反抗してないだろ……」

　反抗期のハードルが低過ぎて地面に埋うまっていた。

「ほら、いいから服を着てくれ。反抗作戦前の貴重な休日なんだから、あまり精神を摩ま耗もうさせないでくれよ」

　本日は反抗作戦決行の二日前だった。

　今日が英気を養う休息日で、明日は作戦を展開する現地への移動日となっている。

　それはあくまで俺のスケジュールであって、明後日あさつての開戦に備えて今も忙いそがしくしている葬そう撃げき士しは幾いくらでも居るはずだった。

　いずれにせよ、どこかまだ現実味がないものの、人類と悪あく魔まの全面戦争はもはや避さけようのない確定事じ項こうであって、その幕開けは刻一刻と着実に近付いていた。

　陛下からの通達がなされたあの日がもう一週間も前のことであり、今日までの間に作戦の詳しよう細さいや動き方などを頭にインプットしてきている。

　悪魔の軍勢が帝てい国こく領に最も近付くと予測されている明後日、その反抗作戦は全人類の希望として決行に移される予定だった。

「今日はゆっくりと休むんかえ？」

　言いつつ、ようやくいつものゴスロリ装束を着始めるサタナキアだった。

「いいや、ゆっくりとは休まないさ」

　俺も私服に着き替がえながら応じる。

　今日は教官と買い物に出かけるつもりだった。それは楽しいショッピングではなくて、作戦に必要となるであろう傷薬や砥と石いしなどの補ほ充じゆうが目的だ。

　教官も当然ながら作戦への参加を表明しているのだ。

「む、デカパイと出かけるならわしもついていかんとな」

「……好きにしてくれ」

　着替えを終わらせ、俺は自室を出た。この時はもう、夢のことはすっかり忘れていた。

　見慣れた廊ろう下かを進んで居間に向かうと、そこには教官とサラさんの姿があった。

「おはようござ──……って、何してるんですか？」

　挨あい拶さつを中断したのには理由がある。

　教官とサラさんが朝っぱらから至近距きよ離りで睨にらみ合っていたのだ。

「あ、テアくんちょっと聞いてくれる？　姉さんがね」

「あ、ミヤったらそうやってテアくんを味方につけようとするのは卑ひ怯きようでしょ」

　何事なんだよ……。

「でもま、テアくんにジャッジを求めるのは公平な判断かもしれないね。というわけで、ねえテアくん、私とミヤだったらさ、どっちがより良い奥さんになれると思う？」

「へ？」

「テアくんはもちろん、ミヤより私の方が、って思うよね？」

「いやいや、姉さんより私に決まってるわよねっ？」

「えっと、その……」

　なぜそんな言い争いを……。

「姉さんがね、ミヤには奥さんの素質がないよね、とか言うからっ」

「にひひっ、でも実際ミヤには奥さんの素質ってないよね？　いや、家事炊すい事じがある程度出来るようになったわけだから最低限あるのかもしれないけどさ、でもだったら私の方があるって思うわけよ。なんせ私も家事炊事は出来ちゃうし、何より未来の旦だん那な様をよしよしって癒いやしてあげることも出来ちゃうんだよね！　お酒の力なんか借りずにっ！」

　サラさんが俺に迫せまってきた。むぎゅっと腕うでを搦からめ捕とられ、頭をよしよしと撫でられる。

「ちょ、ちょっとサラさん……っ」

「よちよち、テアくんは良い子だね～」

「む、胸が当たってますが……！」

「ん～？　わざとに決まってるじゃん。柔やわらかくて気持ちいいでしょ？」

　搦め捕った俺の腕に胸を押し当て続けるサラさん。

　その胸のサイズは教官のモノに比べれば控ひかえめではあるものの、それは教官に比べればの話であって一いつ般ぱん的には豊かなモノをお持ちと言えるような大きさではある。

　だから確かに衣服越ごしでも多少は柔らかく、心地ここち良いのだが、そんなことをバカ正直に言えるはずもなかった。

「ちょっと姉さん！　離はなれなさいよ！」

　そして案の定、その様子を見て教官がお怒いかりになっていた。

　サラさんはそんな教官を煽あおり始める。

「何かな～？　私が離れたところでテアくんはミヤのモノにはならないぞ～？」

「ろ、論点をずらさないでちょうだい！　私はただ離れて欲しいだけだから！　大体よちよちって何よ！　未来の旦那様にやるようなことじゃないんじゃないの！」

「ミヤってば分かってないなぁ。男の子はね、幾つになっても可愛かわいがられたいものなんだってば。ね、テアくん？」

「ええと……」

　どう答えたものかと迷いつつ、サラさんからの離り脱だつ方法をこっそり考えていると──

「そ、それなら私だってねっ」

　教官がふんすと鼻息を荒あららげたかと思えば、サラさんに対たい抗こうするかの如ごとく俺のもう片方の腕を搦め捕ってしまった。当然のようにむにゅりと胸まで押し付けてくる。サラさんの胸と比べたらやはりひと回りほど大きいそれは、格別な弾だん力りよくを伴ともなって俺の腕を包み込んだ。

「きょ、教官何をやって……」

「よ、よちよち。そんなことは気にせず、姉さんのことも気にせず、私を堪たん能のうなさいね？」

　教官は完全に負けず嫌ぎらいを発揮させていた。照れた表情で俺の頭を撫でながら、しかしその目はサラさんを捉とらえてどこか勝ち誇ほこるかのようだった。

「わ、私だってねっ、お酒がなくても可愛がってあげることは出来るのよ姉さん！」

「ふぅん、やるじゃん。でも胸の押し売りは芸がないんじゃないの？」

「姉さんだって押し売りしてるでしょうが！」

「だって結局それが一番効くんだもん。ね、テアくん？」
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「な、なんでもいいので二人とも俺から離れてください！」

　この状じよう況きようは嫌きらいではないものの……しかし、しかしだ。こんなところをサタナキアに見られでもしたら、これまた面めん倒どうなことになるのは目に見えているわけで──

「おいお主ら、何をやっとるんじゃ？」

　──あぁ来てしまった……！

「ほぅ……」

　そして状況を察したかのように、その雰ふん囲い気きをトゲトゲしいモノへと変えていく。

「何をやっとるのかと思えば、年とし増ま姉し妹まいが揃そろってわしのテアを誘ゆう惑わくしとるんかえ……？」

　目元をぴくぴくと引きつらせて、サタナキアは明らかにご立腹状態だった。

「な、何が年増よ！　あなたが一番年増でしょうが！」

　ごもっともな反論をするミヤ教官。

　サラさんがその反論に乗っかる。

「そうだそうだ！　私たちは年増じゃないよ！　まだぴちっぴちの二〇代なんだから！　大体ねっ、サナちゃんはそろそろテアくんを自分のモノ扱あつかいするのはやめたらどうなのかな？　乳母だっただけなんだし」

「だ、だけじゃと？　わしとテアを結ぶ一番の繋つながりをだけ呼ばわりじゃと？　……く、くふふ……そいつは結構なことじゃが、相応の覚かく悟ごは出来とるんじゃろうな……？」

　怒りのあまりに笑いつつ、サタナキアは膨ぼう大だいな殺気を放出し始め──

　片や教官たちはそれに負けじと俺の体を確保し続ける。

　サタナキアが来てからの朝はいつも大体こんな感じで始まるのだが、開戦が間近に迫ったこんな日であろうともそれが変わらないことに──

「まあいいか……」

　俺はどこかホッとしているのだった。




　その後、場が収まったところで朝食をいただいた俺たちは、予定していた買い物へと出かけることになった。本来は教官と二人きりでのつもりだったが、二人きりにはさせまいとサラさんがついてきたので、フタを開けてみれば三人での買い物になっていた。

　サラさんと同じように息巻いていたサタナキアは、しかしどこかに用事があるとのことで買い物には同行しなかった。

「市街地は意外とどんよりしてないのよね」

　街中にやってきたところで、教官がそう言った。

　悪魔の軍勢が近日中に攻せめてくる、という情報はすでに大衆にも知れ渡わたっていることであって、だからこそ帝てい都とはもはや平時の雰囲気ではない。しかし人類が最大の反はん撃げきを行なうという情報も把は握あくしているからこそ、鬱うつ屈くつとした雰囲気でもなかった。自分たちもやれることをやろう、というような熱気が漂ただよっているように感じられる。

　俺たちはやがて帝都最大級の百貨店を訪おとずれた。ここで買えないモノはないと言えるほどに品しな揃ぞろえは非常に豊富だ。

　遊びに来たわけではないので、早さつ速そくおのおの調達に向かう。

　教官は携けい帯たい砥石や手入れ布を求めて武具屋へ。

　後方支し援えんの鍛冶かじ工として決戦に呼ばれているサラさんは新しい工具を求めて工具屋へ。

　そして俺は戦場食や傷薬を求めて薬屋を訪おとずれていた。

　棚たなを吟ぎん味みし、今欲ほつしているモノを手に取っていく。

　──と。

　同じ薬を取ろうとして、隣となりに居た人物と手がぶつかってしまった。

「あぁ、すみません」

「いえこちらこそ──って、あれ？」

　すると、ぶつかった相手から妙みような反応が返ってきた。

「テアじゃん」

　気安く名前まで呼ばれてしまったので、俺は隣の人物をきちんと確かく認にんする。

　長い金きん髪ぱつをひとつの三つ編みにまとめている、小こ柄がらで赤い目をした──

「なんだ……シャローネか」

「な、なんだとは何よっ」

　少しぷんすかしつつも、シャローネは落ち着いた瞳ひとみを俺に向けてくる。

「それはそうと、テアも買い物に来ていたのね」

「まあな。今日がまともに準備出来る最後の日だ」

「明後日には始まっちゃうのよね」

「ああ」

　人類の威い信しんをかけた最後の戦いが、どう足あ掻がいてもまもなく始まろうとしている。

「怖こわいか？」

「別に怖くなんてないわ。むしろ望むところよ」

　シャローネはグッと拳こぶしを握にぎり締しめ、力強い眼まな差ざしで俺を見上げた。

「だってその戦いは聖戦にも等しいことだって思うし」

　俺と同様に忌いみ子ごであるからこそ、きっとシャローネが抱いだく感情は俺と似ている。

　──悪あく魔まをすべて討うち払はらい、これまで苦しんできた忌み子のための復ふく讐しゆうを成す。

　シャローネの表情からはそんな思いを読み取ることが出来る。

「悪魔が悪いことばっかりするから、それにつられて私たちの評価は地に落ちていたわ。その恨うらみを晴らさないとね」

「そうだな」

「そういえばミヤさんは一いつ緒しよじゃないの？」

「一緒に来たが、散らばって動いてる」

「そうなんだ。……ねえ」

「なんだ？」

「テアはどうするつもりなの？」

「どうするって何をだ」

「反抗作戦が上手うまくいって、人類が勝利してさ、悪魔が居なくなって平和な世界がやってきたら、テアはその後をどう過ごしていくつもりなの？」

「それは……」

　考えたこともないとは言わない。

　考えたことはある。

　俺は平和な世界で、普ふ通つうに過ごしたいと思っている。

　普通の定義は難しいが、月並みなことを言うなら──幸せな家庭を築くこと。それが、ある種の普通なのではないかと思っている。

　幸せな家庭を築くというのは、それもまた俺の悲願だ。

　なんせ俺は家族というモノを知らない。

　父親はルシファーで、母親はどこの誰だれかも分からない。

　育ての親はサタナキアや孤こ児じ院いんであって、俺の人生に家族の文字はひとつもなかった。

　俺は家族を知らない。

　温かな食しよく卓たくを知らない。

　だからこそ、平和な世界ではそのような環かん境きようを作ってみたい。

「……テアはさ、誰と家族になりたいの？」

　そう問われ、思い浮うかぶ人物は一人しか居なかった。

「やっぱり……ミヤさん？」

「ああ」

「そっか」

　シャローネは小さく笑った。少し悲しげでもあった。

「あたしに勝ち目ってないの？」

「ないな」

「断言早っ」

「悪いな」

「でもま、テアがミヤさんしか見てないのは元から知ってたことだしね、別にダメージはないかな」

「けどなシャローネ」

「ん？」

「勝ち目も何も、俺とお前はとっくに家族みたいなものじゃないか？」

　同じ孤児院に拾われ、共に育ち、今は亡なき養父の跡あとを受け継ついで俺たち自身が幼い忌み子たちの面倒を見ている。──これはきっと、一種の家族だと思う。

「だからなんというか……お前の想おもいには応こたえられないかもしれないが、それはお前を見捨てるってことでは絶対にない。これまでのことが、これからも変わらず続いていくんだ。それは保証する」

「じゃあ平和になったあとも、あたしと一緒にあの子たちの面倒見てくれるの？」

「当たり前だろ」

「えへ、やったね」

　シャローネはまた小さく笑って、目当ての傷薬を手に取っていく。

「うん、それだけで充じゆう分ぶん嬉うれしい。それにそういうことなら、悪魔との決戦には絶対に勝たないと駄だ目めよね。平和な世界で安全にあの子たちを見守っていきたいし」

「そうだな」

　シャローネの言葉に頷うなずきつつ、俺も目当ての傷薬や戦場食をかごに入れていく。

　やがて共に会計を済ませると、シャローネは俺を見た。

「テアはこのあとどうするの？」

「もう少し百貨店内を回るつもりだ。お前は帰るのか？」

「うん。孤児院で子供たちとご馳ち走そうを作る予定だからね。決戦前にパーッとやるのよ」

「そいつはいいな」

「テアも来る？」

「行きたいところだが、恐おそらくは難しい」

「まあしょうがないわよね」

「子供たちによろしく伝えといてもらえるか？」

「了りよう解かい。それじゃあ次は戦場でね」

「ああ」

　頷く俺をよそに、シャローネは立ち去っていく。

　小さくも頼たのもしいその背中を見送りつつ──

「行くか」

　俺は次なる目的地への移動を始めることにするのだった。




　同じ百貨店内のガンショップにやってきた。

　激戦になるであろう反抗作戦を見み越こして、弾だん薬やくを補ほ充じゆうしておこうと考えたからだ。

　弾薬のコーナーに向かい、多種多様な銀弾を眺ながめる。

　すると──

「あ、テアだ」

　そう言って近付いてくる人ひと影かげがあった。

　それがエルザであることに俺はすぐさま気が付いた。銀ぎん髪ぱつで無表情な同期の彼女も、どうやら決戦に備えてガンショップを訪れていたらしい。狙そ撃げき手しゆだしな。

「何してるの？」

「何って、弾たまの補充だが」

「タマの補充……なんだかいやらしい」

「不思議な思考回路だな」

「それほど不思議ではない。タマと聞けば、普通の人は当たり前のように男性の股こ間かんを思い浮かべるはず」

「お前だけだよ」

　相変わらず変態性の高い奴やつだった。

「今度の戦場でそんな邪じや念ねんを思い浮かべていたら真っ先に死ぬことになるぞ？」

「それは怖い」

「怖く感じるなら、しっかりと準備して明後日あさつてに臨のぞむことだな」

　言いつつ、俺はエルザに対して思うことがあった。

「お前はどうして作戦に参加するんだ？」

「え？」

「もし葬撃士だからって理由だけで参加するなら、それはやめといた方がいいと思う」

「どうして？」

「いつもと違ちがうからだ。帝国を攻せめ落とそうとして、悪魔が大軍勢で押し寄せる戦場になるんだぞ。いつもより死が近くなるのはお前にだって分かるだろう？」

　今度の戦いは恐らく、いや確実に、前線で死傷者が大量に出るだろう。

　大量ではないにしても、ゼロはありえない。

　そんな戦場に参加することは決して義務ではない。

　大規模な戦争なのだ。

　数体の悪魔を狩かってハイおしまい、ではない。

　狩っても狩っても終わらない長丁場になるのは絶対だろう。

「そんなの、分かってる」

「危険性が分かっていてなお、作戦に参加する理由がお前にはあるのか？」

　俺やシャローネのように譲ゆずれない矜きよう持じがあるわけでもないのに、悪魔へと立ち向かうエルザのモチベーションとは一体なんだというのか。

「わたしはただ、テアに追い付きたいだけ」

　エルザは淡たん々たんとそう言った。

「自分と同い年の男の子がすでに葬撃士として活かつ躍やくしてることを知った五年前から、テアはわたしの憧あこがれ。そんな憧れの存在に、わたしは少しでも近付きたいだけ」

「……結局はそれなのか」

　一いつ般ぱん家庭で育ったなんの変へん哲てつもない少女が、その想いだけで這はい上がってきたことを俺は理解している。

　だからこそ、それをモチベーションにしないで欲しいとも思う。

「俺は……お前に何かあっても責任が取れない。この間、陛下は逃にげを選ぶことを軟なん弱じやくとおっしゃっていたが、俺は違うと思うんだ。逃げを選ぶこと自体にも、多大な勇気が必要だと思うから」

「でも、わたしは逃げない」

　エルザは俺の目をまっすぐに見み据すえていた。

「それに、わたしは死なない」

「口ではなんとでも言えるんだ。そう言って死んだ奴なんてごまんと居る」

「大だい丈じよう夫ぶ。わたしは今度の決戦を乗り越こえて、テアと結けつ婚こんするって決めてるから」

「おい」

「何？」

「言いたいことは色々あるが、俺はお前と結婚しないぞ」

「ミヤとするの？」

「そんな予定もない。白紙だよ」

「白紙なら、わたしが立候補してもいいはず」

「立候補だけならな」

「もし本命になれないなら、わたしは愛人でも構わない」

「構えよ」

「むしろ愛人の方が燃える」

「お前は何言ってんだ？」

　ちょっと真面目まじめな雰ふん囲い気きを出していたかと思えばやはりこうなってしまうのか。

「それより、わたしの意志をねじ曲げようとしないで欲しい。わたしは戦う。絶対に逃げない。もし何かあっても、それはテアのせいなんかじゃない。勝手に憧れて勝手に追いすがろうとしたわたしの自じ爆ばくに過ぎない」

「だとしても、寝ね覚ざめが悪くなるだろ？」

　だから、守らなきゃいけないなと思った。

　これはシャローネにも言えることだが、無茶だけはしてもらいたくなかった。

「作戦への参加するしないは結局俺がどうこう出来ることじゃないから、お前がそう言うならそれを尊重するさ。でもな、無む謀ぼうな行動には出るなよ？」

「分かってる。生き残れる範はん囲いで戦うようにする」

「ああ、それで頼む」

　これでひとまずは安心かもしれない。……本当にひとまずでしかないが。

「ねえテア、わたし、作戦前にテアとえっちしたい」

「は？」

　とんでもない要求がいきなり飛んできたので、俺は目が点になった。

「……再びお前は何言ってんだ？」

「戦いの前後は生存本能が高まるから、このタイミングでヤったら気持ちいいと思う」

「お前な……」

「わたしの蜜みつ壺つぼはいつでもお出で迎むかえの準備万ばん端たん」

「……少し黙だまろうか」

「黙らせたいならテアの超ちよう絶ぜつテクでわたしを失神させればいい」

「…………」

　俺はもはやコミュニケーションを諦あきらめた。

　黙って弾薬を選び始めた俺をよそに、エルザはこともなげに続けた。

「とにかく、勝とうね」

「ああ」

　それに関しては同意するに決まっていた。

　決戦に勝利し、この世界を平和にする。

「そして平和になった世界で、わたしはテアの愛人になる」

「却きやつ下かだ」

　そんなやり取りがあったのち、俺は弾薬の補充を済ませた。

　それからエルザとは別れ、教官たちとの合流を図はかることになった。




　ガンショップから近いのが工具屋だったので、俺はそこに立ち寄ってまずはサラさんと合流することにした。

　工具屋の中をうろついていると、サラさんの姿はすぐに見つかった。

「お、テアくんだ。買いたいモノは買えたのかな？」

「はい、なんとか」

「そっかそっか。実は私はまだなんだよねえ」

　悩なやましいと言わんばかりに呟つぶやきつつ、サラさんの目は眼前の小こ槌づちを捉とらえていた。小槌は幾いくつか種類があって、サラさんはためつすがめつそれらを眺めている。

「後方支し援えんで呼ばれたから、武器の調整を求められることは多々あると思うんだよね。そうなると叩たたいて延のばしたりって作業も必要なわけでさ、小槌の補充は急務なの。消しよう耗もうが早いと思うし、予備は用意しておかないとね」

「なるほど」

「でもどの小槌を買おうか迷っててさ」

「サラさんほどの人物なら、どの小槌を使ってもハイクオリティなパフォーマンスが繰くり出せるんじゃないですか？」

　一いつ緒しよに生活して普ふ段だんの言動を見ていると忘れそうになるが、この人は現代の《名工》エルト・クライエンスという顔を持つ凄すご腕うでの鍛冶かじ師しなのだから。

「そりゃ当然だね。どの小槌を使っても私が最高の技わざを発揮出来るってのはその通り」

「じゃあ何を悩んでるんですか？　どれでもいいなら悩む必要はないんじゃ……？」

「何をって、そりゃ値段だよ値段」

　とても重大な要素だと言わんばかりに、サラさんはそう言うのだった。

「安さを取るべきか、高価だけど耐たい久きゆう性の高いモノを取るべきか……んー、悩ましい」

「だったら高い方でいいんじゃないですか？　サラさんの稼かせぎならそこをケチる必要はないと思いますし」

「──甘いっ！」

　サラさんがくわっと目を見開いた。

「テアくんのその思考は破は滅めつを呼ぶよね」

「……え？」

「稼ぎがあるからといって高価なモノばかり買ってたら駄だ目めなの。節約大事」

　割と庶しよ民みん派なサラさんだった。

「……じゃあ安い方を買うんですか？」

「いつもの私ならそうするだろうね」

「ってことは……」

「うん、テアくんに甘いとか言っといてなんだけど、今回は高価な方にしとくよ。なんせ最終決戦になるかもしれない戦いだしね。それに呼ばれた以上はさ、私も最大限やれることはやらなきゃいけないって思うし。それこそ、道具をケチってる場合じゃないよね」

「ですね」

　なんだかんだ言いつつ真しん剣けんに取り組むのがサラさんのいいところだと思う。

　サラさんは高価な小槌をひとつと言わず幾つか手に持って会計に向かった。

　会計を済ませると、俺のもとに戻もどってきてこう言った。

「さてと、それじゃあすぐそこのカフェでミヤが来るの待とっか」

「俺たちの方から行かないんですか？」

「ミヤもほら、私たちの気配を感じずにじっくりと見たいかもしれないでしょ？」

「でも教官が欲ほしいモノの中にじっくりと選ぶべきモノはなかったような……」

「もぅ、いいからいいから。ね？　テアくんと二人きりで過ごしたいの～」

「はあ……」

　多分それが本音なんだろうなと思いつつ、無下に扱あつかうのもイヤだったので、俺は大人しくサラさんに手を引かれてカフェに入店した。互たがいにアイスコーヒーを頼たのんで、奥まった席でそれをすすりながら休きゆう憩けいすることになった。

「じゃあテアくん、乾かん杯ぱいしよっか？」

「コーヒーで乾杯するのっておかしくないですか……？」

「いいからいいからっ。それ、かんぱ～いっ」

「か、かんぱーい……」

　俺は生まれて初めてコーヒーで乾杯した。

「ぷはぁっ、生き返るわー！」

「なぜお酒っぽく飲むんですか……？」

「だって少しでも明るく過ごしたいじゃない？　もうじき暗いことが始まるわけだし」

　……暗いこと。

　それは当然ながら、明後日あさつてに迫せまった反はん抗こう作戦のことを指しているんだろう。

「あーあ、全面戦争だよテアくん。人間と悪あく魔まが決着をつける時がついにやってきちゃったわけだよね。勝てる見込みはあると思う？」

「見込み云うん々ぬんじゃなくて、勝つしかないんです」

「ま、そりゃそうだよね」

　からんころんとストローで氷をかき混ぜつつ、サラさんはぽつりと呟く。

「ねえテアくん」

「はい？」

「テアくんはまだ自分を縛しばるつもりなの？」

「なんのことですか？」

「──それ」

　サラさんは俺の荷物を指差す。

　購こう入にゆうした弾だん薬やくが入った紙かみ袋ぶくろ。

　気に入らないと言わんばかりにそれを睨にらんで、サラさんは言葉を続けた。

「テアくんはいつまで後衛に甘んじてるつもりなの？　いや、狙そ撃げき銃じゆうをメインにしてるだけであって、実際は前線にバリバリ突つっ込こんでいくんだろうけどさ、でも、それは本当のテアくんじゃないよね？」

「それは……」

「本当の君は私が作った二刀で戦場を駆かけ巡めぐって、悪魔をばっさばっさと斬きり伏ふせていくんだよ。撃うって攻せめるんじゃなくて、その身ですべてを切り拓ひらいていくの」

　サラさんは怒おこっていた。

　静かに、ともすれば俺を気き遣づかうような優やさしさと共に。

「テアくんはもう普ふ通つうに動けるんでしょ？　ミヤを庇かばって弱体化した煽あおりはもうないんだよね？　だったらきちんとかつての自分に戻ったらどうなのかな。狙撃銃は手放して、私の二刀を使ったらいいんじゃないの？　もうすぐ始まるのは、悪魔との最終決戦になるかもしれない戦いなんだよ？　そこに全力で挑いどまなくてどうするのって話じゃない？」

「戻って……いいんでしょうか」

　思わず弱気な言葉が出てしまう。

　俺が二刀を縛っているのは、それを再び手に取る資格がまだないと思っているからだ。

　今の俺は血の活性に至れるおかげで、確かに全盛期と同等程度に動くことが出来る。

　王おう翼よくの力を借りれば、全盛期など遥はるかに超こえられる。

　だが、それは偽いつわりの力だ。

　悪魔の力に頼たより切っていて、そこに本来の俺はない。

　そうした状態でサラさんの二刀を使うのが忍しのびなくて──

「あのさ」

　しかし。

「そんなの、気にしなくていいんだよ」

　あっけらかんと、サラさんはそう言うのだった。

「ですが……」

「だってさ、よくよく考えてみれば分かると思うけど、テアくんって元から悪魔の力をめっちゃ活用してるよね？」

「そ、れは……」

「テアくんって忌いみ子ごなわけでしょ？　それゆえの尋じん常じようならざる身体能力を努力で伸ばしに伸ばして《七なな翼よく》の位階にまで上り詰つめたわけだよね？　じゃあその時点で忌み子の力を──悪魔の力を、ものすごく活用してるってことじゃないの？」

　……確かにそうだ。

「だからさ、変に重く考える必要って全然ないと思うんだよね。悪魔の力に頼ってるって言うけどさ、その力って要するにテアくんの才能なんだよ。自分が持ってる才能を使ってるだけ。そしてそれはおかしなことじゃないよね？　だって自分の才能を使うだなんて、誰だれでもやってることなんだからさ」

「────」

　サラさんの言葉はまるで、俺の枷かせを外す鍵かぎのようだった。

　言われてみるとそうでしかない。

　確かにそうだ。

　その通りだ。

　俺は王の力に目覚める前から悪魔の力を借りているようなモノだった。

　忌み子ゆえの身体能力を活用し、サラさんの二刀と共に戦場を駆け回っていた。

　だからそう──サラさんの言う通り、俺が現在自分を縛っているのは非常に今いま更さら過ぎることなのだ。

　それなのに──どうして俺は無む駄だに重く考えていたんだろう……。

「優しいからだよ、テアくんが」

　サラさんは見み透すかしたようにそう呟く。

「テアくんは常に誰かのために生きている人でしょ？　忌み子の立場をどうにかしたくて葬撃士になってみたり、ミヤの負い目を取り除くために再起を目指してみたり、二刀を使わずにいるのだって私に申し訳がないからでしょ？」

「はい……」

「優しさは美徳だと思うけどさ、テアくんはちょっと考え過ぎかな。もう少しだけ自分に正直な生き方をしても、きっとバチは当たらないと思うんだよね」

「なら、俺は──」

　自分に正直に。

　本当はどうしたいのか。

　改めて考えるまでもなかった。

　決戦を前にして強さの上限を縛っても意味はない。

　俺は悪魔を討うち滅ほろぼすと決めているのだ。

　そのためなら使えるモノはなんだって使うべきだと前に自分で言ったじゃないか。

　俺の強さが最大限に引き出されるのは間ま違ちがいなくサラさんの二刀を手にした時だろう。

　で、あればこそ──

「──サラさん、二刀の手入れを至急お願い出来ますか？」

　そう告げた瞬しゆん間かん、サラさんは口の端はしをにぃっとつり上げてみせた。

「にひっ、そう言ってくれるのを待ってたよ」

「ずっと仕し舞まっていたので、手入れの箇か所しよは多いかもしれませんが」

「気にしなくていいよそんなの。私を誰だと思っているのかな？　武器のことはすべて、このサラお姉さんに任せなさいってね♪」

　サラさんは明るくそう言うと、アイスコーヒーを一気に飲み干した。

「よしっ、それじゃあ私は先に帰って二刀の手入れをしておくからね。テアくんはミヤと合流してデートでもしちゃえば？」

「え？」

「だって決戦前だよ？　もし決戦が失敗に終われば日常を二度と堪たん能のう出来なくなっちゃうわけだし、だったら悔くいが残らないようにデートくらいやってもいいんじゃないかな？」

「まあ……」

「本当は私だってテアくんといちゃこらしたいんだけどね、それはミヤに任せちゃう！　あとは若い二人で、ってことだよ。ま、ミヤは大して若くないんだけどね」

　にひひっ、と笑って椅い子すから立ち上がったサラさんは──

「そんじゃ、頑がん張ばんなさいね？」

　と、俺の背中をばしんと叩たたいて、カフェをあとにするのだった。

　俺はその背中を見送りつつ、心の中でお礼を言った。

　二刀の手入れを引き受けてくれた挙げ句、いつだったかのように再び俺と教官のためにデートのお膳ぜん立だてをしてくれたサラさん。

　そんな気遣いを決して無駄にしないためにも、俺は急いでコーヒーを飲み干し、それから教官のもとへと向かうのだった。




　教官はまだ武具屋に居た。

　手元を見る限り携けい帯たい砥と石いしはすでに買っているようだが、何やら陳ちん列れつされた銃じゆう剣けんに興味が刺し激げきされているらしい。おもちゃ屋のショーウィンドウを眺ながめる少年か何かのように、教官は銃剣を見み据すえていた。

「教官、新しい銃剣が欲しいんですか？」

「あぁテアくん、買い物は済んだのね。……銃剣はね、ただ見ていただけよ。私が今使っている銃剣に成り代わるモノなんてこの世には存在しないから」

　教官の銃剣もサラさん手製である。

「姉さんの銃剣は上質だから、買い換かえなんて絶対にしないし、する必要がないのよね」

　じゃあどうして銃剣を眺めていたのだろうか、と疑問に思ってしまう。

　ただ見ていただけとは言うが、本当に何も考えずに見ていたというのは違う気がする。

　買い物が済んだ様子なのに眺めていたのだから、何か思うところがあって店の銃剣を眺めていたのは確実だろう。

　だが、今はそれを追つい及きゆうする必要もないかと思って、俺は話題を変えた。

「あぁそうだ、サラさんは先に帰りましたので、ご報告させていただきます」

「え？　なんで帰ったの？」

「二刀の手入れをするため、です」

「二刀って、もしかしてテアくんの？」

「はい」

「じゃあひょっとして……──剣士への復帰を決めたということ？」

「はい」

　俺は頷うなずいてみせる。

　すると教官は──

「……良かった」

　そう言ってじんわりと、瞳ひとみを潤うるませ始めてくれた。

「まったく……この時をどれだけ待ったことかしらね」

「すみません、お待たせしました」

「いいのよ別に……それはそうと、今度の戦場が楽しみだわ。本来のテア・フォードアウトが帰ってくるという意味でね」

　涙なみだを浮うかべつつも、教官は明るい表情だった。

「さてと、じゃあテアくんの復帰祝いをしなきゃね」

「であれば、これから少しデートをしませんか？」

「それが復帰祝いでいいの？」

「それが何よりも嬉うれしいですから」

「あら、それは私にとっても嬉しい言葉ね」

　教官は涙をぬぐいながら微笑ほほえんで、それから晴れやかに言った。

「それじゃあ、少し二人で楽しんじゃいましょうか」

「はい」

　こうして俺と教官の突とつ発ぱつ的なデートが始まった。

「でもデートって言っても何をしましょうか。これはテアくんの復帰祝いなんだし、テアくんの行きたい場所とかやりたいことがあれば、私はそれに合わせるけど」

「俺は教官と一いつ緒しよに居られればそれでいいです。無理にどこかに行かなくても、たとえばその辺のベンチに座っているだけでも、教官と一緒に過ごせるだけで俺は幸せですから」

「そ、そう言ってくれるのは嬉しいけど、で、でもそれだとお祝いではないし……」

　教官は照れ臭くさそうに言いながら、直後に「そうだわ」と手を打った。

「今日は私が癒いやしを提供してあげる」

「……癒やしですか？」

「決戦の日が控ひかえている今、テアくんは充じゆう分ぶんに英気を養うべきだもの。人類側の最高戦力と言っても差し支つかえがないんだから、出来るだけ疲ひ労ろうは抜ぬいておかないとね」

「でも具体的には何をするんですか？」

「宿屋に行きましょう」

　……宿屋？

「百貨店みたいな騒さわがしい場所だと癒やしも何もあったもんじゃないでしょ？　だからまずは静かで落ち着いた場所を確保しないといけないわ」

「……だから宿屋ですか」

　どうやら教官の頭の中では何をやるか決まったみたいだが、俺はまだそれを察することが出来ていない。

　宿屋で、癒やし。

　となると、なんだかこう……いかがわしい匂においがするんだが、それはさすがに邪じや推すいのし過ぎなんだろうか。

「じゃあテアくん、宿屋に行くわよ」

「あ、あの……宿屋っていうのは健全な宿屋のことなんですよね？」

「あ、当たり前でしょ！　な、何を想像しているのかしらまったく……」

　うろたえたように言いつつ、教官は先んじて百貨店の外に移動を開始する。

「言っておくけどね、健全も健全よ。ほんとにもうびっくりするくらい健全だから」

「……健全を繰くり返されると、かえって不安になってくるんですが」

「だ、大だい丈じよう夫ぶだから！　あくまでテーマは癒やしだから！」

　そう言う教官に連れられ、俺は近場の宿屋にやってきた。

　本当に普ふ通つうの宿屋だったので、まずはそこにホッとする。

　教官は受付で日帰り用の休きゆう憩けいプランを選せん択たくし、料金を支し払はらうと鍵を渡わたされていた。

　それから借りた部屋に移動すると、俺たちはまず床ゆかに荷物を下ろした。

「ふぅ……」

　人目がなくなったので少し落ち着く。外に出ると大体誰かに見られているから、個室にやってこられたのはありがたかった。

「でも教官、ここで何するんですか？　ただ休むために入ったわけじゃないんですよね？」

「もちろんよ。テアくんはそこのベッドに横たわってもらえる？　うつ伏ぶせでね」

「分かりました……」

　言われるがまま、俺はベッドでうつ伏せとなった。

　一体何をされるんだろう、と思っていたのもつかの間──

「じゃあ行くわよ？」

「ぉぐ……っ」

　俺は変な声を出してしまった。突とつ如じよとして奇き声せいを発したくなる発作に襲おそわれたわけではなくて、ぐぐっ、と背中への圧力を感じ取った影えい響きようだった。なかなかどうして力強い刺激が、背中に痛気持ちいい感覚を訪おとずれさせている。

　これはもしかして……。

「……指圧マッサージ、ですか？」

「正解」

　応じつつ、ぐぐっ、と俺の背中を指で押し続ける教官だった。

　なるほど……俺を宿屋に連れ込んだのはこのためだったのか。

「どうかしら？　デートかどうかで言えば微び妙みようなところかもしれないけどね」

「いや、全然アリだと思います」

　俺と教官は二人きりで堂々と歩くのが難しいから、こういう個室空間で何かをやるのが性しように合っているとは思う。

　何より教官のマッサージはすごく上手で、文句の付けようがないというか。

「資格でも持ってたりするんですか？」

「ううん、そんなの持ってないわ。ただね、小さい頃ころに父さんの背中をマッサージさせられていたから、当時のなごりで今もまだマッサージが出来ちゃうってだけよ」

「そうなんですね」

　父親をマッサージか……普通の家庭というのはそういうことをするものなんだろうな。

　少し羨うらやましいと思ってしまう。

「押すのが痛かったりはしない？　平気？」

「痛いですけど、それがいいです」

「あら、テアくんは意外とマゾな気質なの？」

「ち、違いますよ……」

「でも強いのが平気なら、こういうのはどうかしら？」

　教官はそう言って指で押すのをやめると、今度は肘ひじで背中をぐりぐりとし始めた。

「うごご……っ！」

「あら、テアくんらしからぬ声が出たわね。さすがに痛いだけだった？」

「いや……案外イケます」

「そう？　じゃあもう少し続けちゃうわね」

　ぐりぐり、と教官が引き続き肘で俺の背中を押してくる。

　痛くもあり、気持ち良くもあるそんな中で、

「ねえ、そういえばどうして急に剣士への復帰を決めたの？」

　と、教官が尋たずねてきた。

「サラさんに、後押しされたんです」

「姉さんに？」

「以前教官にも言ったと思うんですけど、俺は悪あく魔まの力が嫌きらいです。だからそれに頼たよっているうちは二刀を穢けがしたくないから使わない、と決めていたんですが……」

「姉さんが何か言ってくれたのね？」

「はい……テアくんは元々忌いみ子ごの力を活用していたんだから今いま更さらでしょ、みたいに言われて、確かにな、と思ったんです」

「なるほどね。悔くやしいわ」

「……悔しいって何がですか？」

「私がそのアドバイスをしてあげられなかったことが、よ」

　教官の声には無念さが多分に込こめられていた。

「元教官として情けないわ……そうやってテアくんを楽にしてあげられなかったこともそうだけど、最近はテアくんの戦いにもついていけてないしね」

「……気にしていたんですか？」

「ええ。アガリアレプトと戦った時も、黒ローブと戦った時も、グラシャ＝ラボラスと戦った時も、私はほとんど何も出来なかった」

「そんなことは……」

「あるでしょ？　色々と試行錯さく誤ごはしているんだけど、全然ダメなのは私が一番よく分かっているつもりよ……銃じゆう剣けんを新調しようとか、武器種自体を変えようかとも思ったのだけど、そういう問題じゃないのよね。単純に私の成長が打ち止め状態なのよ」

　じゃあさっき銃剣を眺ながめていたのは、そういうことだったのか。

　教官はもっと強くなろうと足あ掻がいている途と中ちゆうなんだ。

　でも答えが見つからなくて、悩なやんでいるのかもしれない。

　俺はなんと声をかけるべきか迷いつつ、結局は何も言えずじまいだった。

　俺が守るから大丈夫ですよ、と告げるのは違ちがうはずだ。それは暗に、成長の見込みがないから足掻くのはやめろ、と言っているようなものだから。

　かといって頑がん張ばれと励はげますのも違うはずだった。苦しんでいる人はすでに頑張っているのだから、頑張れなんて告げてもそれは神経を逆さか撫なでするだけだろう。

　だから下手に何も言えずに黙だまっていると、教官はふと謝ってきた。

「ごめんね。変な空気にしちゃって」

「いえ……俺は教官を信じてますよ。教官ならきっと、己おのれの限界を超こえられます。無責任な言葉で申し訳ないですが」

「ううん、そう言ってもらえると救われるわ。ありがとね、テアくん」

　そう言いながら、教官は俺のマッサージを続けてくれる。

　そうして一〇分ほどが過ぎた頃、そんなマッサージは一いつ旦たん中断された。

「ふぅ、ちょっと休憩にしましょうか。喉のどが渇かわいたわ。そういえば、そこのちっちゃい冷蔵庫って何が入っているのかしらね」

　教官はそう言うと、室内の隅すみにある小さな冷蔵庫を開けた。北方の万年氷によって冷たさを維い持じしているらしいその中には、幾いくつかの瓶びんが入っていた。

「他国からの輸入品かしら。ラベルが読めないわね」

　言いつつ、教官は冷蔵庫の近くにあったオープナーを手にする。

「……開けるんですか？」

「開けなきゃ飲めないからね。追加料金が取られるようなら払えばいいだけだし」

「……お酒だったらどうするんですか？」

「でも喉渇いちゃったし……それにここなら仮に酔よったとしても誰だれにも見られないから別にいいかなって」

「俺が見てしまうんですが……」

「……テアくんになら、いいの」

「──っ」

　そんな返答に胸が高鳴った一方で、教官はオープナーで瓶のフタを開けてしまった。

「匂いは……すんすん……よく分からないわね。ひょっとしたらノンアルコールのシャンパンなのかもしれないわ」

　教官は備え付けのグラスに瓶の中身を注いでいく。しゅわしゅわと音を立てているそれの色は薄うすい黄色だった。どうにもお酒っぽいが、教官自身が酔っても構わないという覚かく悟ごを決めている以上、俺に止めるつもりはなかった。

　もし酔ったら泥でい酔すい教官の相手をしないといけないんだろうが、正直酔った教官の扱あつかいには慣れてきた気もするし、来るなら来いという感じだった。

「じゃ、飲むわね」

　教官がグラスに口を付けた。そのままひと口、喉の奥へと流し込んでいく。

「あら美味しいわ」

「お酒じゃないってことですか？」

「うーん、それはちょっと曖あい昧まいね。でも美味しいのは確かよ」

　教官はグラスの中身を一気に飲み干し、おかわりをグラスに注ぎ始める。

　……大丈夫なんだろうか。

　ちょっと心配しながら様子を見守っていると──

「ひっく……」

　しゃっくりじみた吐と息いきと共に、教官の目が徐じよ々じよに据すわり始めたのが分かった。

　──あぁ、やっぱりダメだったのか……っ！

　瓶の中身は普通にお酒だったらしい。

　言わんこっちゃないが……今回に関してはなるべくしてなったようなものだし、俺だって酔った教官の相手をする腹積もりは出来ているわけで。

　さて、今回の泥酔教官は何をやらかそうとしてくるのか……。

　多少身構えていると、教官はその据わった瞳ひとみを俺に向けて、にんまりと微笑ほほえんだ。

「あらテアくんったら、こんな宿の個室に私を連れ込んでナニをしていたのかしら？」

「連れ込んだのは教官ですよ……しかもマッサージをしていただけですからね？」

「あは、そうだったわね。じゃあ喉を潤うるおせたことだし、早さつ速そくだけどマッサージを再開させちゃいましょうか。さあほら、またうつ伏ぶせになってちょうだいね」

　現在の教官に背中を向けるのは怖こわくもあるが、俺はひとまず指示に従った。

「うんうん、いい子ね。じゃあきちんと言うことを聞いてくれたご褒ほう美びとして、とっておきのマッサージをシてあげるわ」

　……とっておき？

「さあ──行くわよ？」

「ぅぐっ……！」

　直後のことだった。俺の背中へと、これまでにない圧力が加えられたのが分かった。痛くはないが、圧あつ迫ぱく感がヤバい。ぐっ、ぐっ、とまるで全体重をかけられているかのような力強さで、俺は思わず呻うめくような息を吐はき出してしまう。

　だからそう、これはアレだ。

　指圧でもなければ肘でもない、教官がとっておきと表したコレはすなわち──

「ねえテアくん──踏ふまれるのは気持ちがいいかしら？」

　そう、そういうことだった。

　教官はもはや俺の背中で足あし踏ぶみしていた。

　どこかサディズムを感じさせる挙動でグイグイと、教官は俺の背中を踏み続けている。

　決戦二日前というこの状じよう況きようで俺は一体何をやっているんだろう、とふと冷静になってしまう部分がありつつも、しかし教官に踏まれるのは言うほどイヤでもなくて……。

「……わ、悪くないです」

「あらそうなの？　ふぅん、テアくんってやっぱりいじめられるのが好きだったりするんじゃないかしら？」

「ち、違います。教官のやることならなんでも許容出来るってだけです……」

「へぇ、じゃあこういうのはどうかしらね？」

　教官は背中での足踏みをやめると、俺の体をごろんと手でひっくり返した。

　つまりは仰あお向むけにさせられたのだ。

　そんな俺めがけて、教官は自らのおみ足を伸のばしてきて──

「……っ!?」

　直後に、俺は踏まれていた。

　その酷ひどく魅み力りよく的な足裏で顔面を踏まれてしまったのだ。

　いや、踏まれたというよりは覆おおわれた、という感じであって、さすがに顔面への刺し激げきには配はい慮りよしてくれているようだが──

「こ、これはもうマッサージではないですよね……？」

「でも、テアくんはこういうのが好きなんじゃないの？　うりうり」

　意地悪な表情を浮うかべて、教官は足裏で俺の顔を撫なで回してくる。

　汗あせっぽくもいい匂においがする教官の足裏は、俺の気分をクラクラさせてしまう。

「抵てい抗こうしないってことはやっぱり好きなのね？　ふふ、テアくんのえっち」

「え、えっちなのは教官なのでは……？」

「ま、否定はしないわ。でもテアくんもそうなのは間違いないんだからね？」

　教官は蠱こ惑わく的に微笑みながら、引き続きその足裏で俺の顔を踏ん付けてくる。

　それにまったく抵抗しないあたり、俺も確かにそうなのは否定出来なかった。

「んー……でもちょっとつまらないわね」

「え？」

「こうして踏まれることで羞しゆう恥ちに悶もだえるテアくんが見たかったのに、テアくんったら全然悶えてくれないんだもの」

「なんかすいません……」

「いいわ。羞恥を与あたえられないのがちょっと悔しいから踏むのはこれでおしまいね」
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　教官は俺の顔面から足を除のけてくれた。良かったような名残なごり惜おしいような……。

「さてと、じゃあここからは普ふ通つうのマッサージよ？」

　しかし酔った教官が普通のマッサージなんて行なうはずもなく──妙みようなことを囁ささやきながら腕うでをもみほぐしてくれたり、あるいは俺のお腹なかに跨またがって胸部を指で押してくれたり、とにかくイレギュラーなマッサージが続けられた。

「はあ、疲つかれちゃった……」

　やがて、教官はマッサージを終わらせると俺の隣となりに横たわってきた。

「ふぅ、マッサージって意外と重労働なの。知ってた？」

　そんな問いかけを発しつつ、教官は穏おだやかに微笑んですぐに話題を変えた。

「それにしても、こうして二人きりなのって割と久しぶりじゃないかしら？」

「……かもしれませんね」

　サラさんの居い候そうろうが続いているところにサタナキアもやってきたわけなので、教官の自宅はもはやシェアハウス的な様相を呈ていしている。

　だから確かに、こうして教官と二人きりになれたのは久しぶりだった。

「ふふ、姉さんもサタナキアも居ない今のうちに、私はテアくんを堪たん能のうしちゃおっと」

「も、もう充じゆう分ぶんに堪能したのでは……？」

「何言ってんだか。まだまだこれからよ」

　そう言って教官は俺の頭を包み込むように優やさしい抱ほう擁ようをしてくれた。

　教官の胸に顔が埋うもれる。すべてを受け入れてくれるような温ぬくもりと柔やわらかさがそこにはあって、俺は無理にこの状態を脱だつしようとは思わなかった。

　俺自身、久しぶりに教官と二人きりになれて嬉うれしかった。

　だから意地を張らずに、この時間を存分に堪能しようと思った。

「今は何も考えずに休んじゃっていいんだからね？」

「はい……」

「でも、私のことも甘えさせてくれると嬉しいかな」

「それって、どうすれば……」

「どうもしなくていいのよ。この状態をもう少し続けてくれればそれでいいから。ね？」

　そんな程度であれば、お安い御ご用ようだった。

　俺と教官は互たがいを抱だき締しめ合い、ベッドに横たわり続ける。

　遠巻きに帝てい都と大通りの活気を感じ取りつつ、しかしここだけは確かな静けさに包まれた状態で非常に落ち着く。

　そんな中で俺たちは互いを癒いやし合う。

　その状態があまりにも心地ここち良くて──

「…………」

　気が付くと、俺は眠ねむりに落ちてしまっていた。




　次に目覚めた時、外は夕暮れ模様だった。

　隣にはすやすやと寝ね息いきを立てている教官の姿があった。

　どうやら教官も寝落ちしていたらしい。

　その寝顔は綺き麗れいであり、可愛かわいくもあって、見ているだけで安らぐ。

　ずっと教官の寝顔を眺ながめていたいところではあるが、確かチェックアウトの時間がぼちぼち迫せまっていたはずだ。

「教官、起きてください」

　俺は教官の体を揺ゆさぶった。

「うーん……あと五分だけ寝かせて……」

「別に構いませんが、俺に寝顔を晒さらすことになりますよ？」

「寝顔……晒す……？」

　うわごとのようにそう呟つぶやいたのち──

「──え」

　教官はハッとしたように目を開けた。

　そしてみるみるうちに頬ほおを赤く染め上げていく。

「あ──私、いつの間にか眠ってて……しかもなぜかテアくんと一いつ緒しよに……っ!?」

「記き憶おくがないんですね……」

　酔よったあとの恒こう例れい行事だった。何があってこうなったのかを俺は軽く説明する。

「そ、そっか……私ったら酔って添そい寝をね……」

「はい」

「で……ええと、私って何か変なことはしなかった？」

「いや、特に何も。せいぜい顔を踏まれた程度です」

「──っ!?　か、顔？　踏む？　私がテアくんの顔を、ってこと……？」

「はい」

「ご、ごめんねっ！　酔った私って本当にもう何をしでかすか分からなくって……！」

「大だい丈じよう夫ぶです。気にしてませんから」

　むしろいい思いをさせてもらったと思う。

　そう考えつつ、俺は少し居住まいを正す。

　デートは恐おそらく、時間的にこれで終わりだろう。

　あとは帰って、準備を整えなければならない段階だ。

　しかしそんな段階へと突とつ入にゆうする前に、俺は教官にどうしても伝えたいことがあった。

　それはかつての約束に関することだ。

　かつてと呼ぶほどに古い約束ではないが、引っ張り出さなければならない程度には記憶の淵ふちにうもれかかったその約束を、俺は教官に思い出してもらうことにした。

「教官、覚えてますか？」

「……え、何を？」

「約束です」

「約束？」

「俺がかつての強さを取り戻もどし、剣けん士しの立場に戻ったら、付き合うという約束です」

　俺がまだ王の力に目覚める前の、あれはそう──覚かく醒せい復活を遂とげたアガリアレプトと戦う前日における、一日デートでのことだった。

　あの時、俺と教官は誓ちかい合った。

　俺が元に戻ったら、その時正式に付き合うという誓いを立てている。

　俺が腑ふ抜ぬけていたから時間がかかってしまったが、それでも俺は今日ついに剣士の立場へと返り咲ざくことを決めたわけで──

　それはつまり、その誓いを果たす時がやってきたということだった。

「もちろんよ……忘れるわけがないわ」

　教官は静かに頷うなずいてくれた。

「むしろテアくんの方が忘れているんじゃないかって、私はそう思っていたの」

「そんなはずないですよ。教官との大切な約束を、忘れるわけがないです」

　だが、教官の好意を疑ってしまうことは多々あった。

　教官は本当に俺のことを好いてくれているんだろうかと。

　異性ではなく、大事な教え子として見ているだけなんじゃないかと。

　しかし──よくよく考えてみれば。

　どれだけ大事とはいえ、単なる教え子にこうまで尽つくしてくれるわけがないのだ。

　だから教官はずっと、俺に絶対的な愛情を持ってくれているのだと理解出来た。

　その上で剣士への復帰を叶かなえたのだから、俺はもう何も恐れずにこう告げなければならないだろう。

　目の前に居る大好きな人へと。

　恥はずかしいが、勇気を振ふり絞しぼって、俺は言わなければならない。

「──教官」

「何？」

　教官の瞳ひとみが俺を捉とらえてくる。

　緊きん張ちようが膨ふくれ上がる。

　吐はき気けさえ覚えながら、それでも俺は言った。

「俺と──付き合ってください」

　ただこれだけの言葉を発するのに、俺はこれまでの人生で一番の労力を使ったような気がした。心臓がバクバク言っている。緊張で口の中がカラカラで、背中の辺りがむず痒がゆくて、どうにも生きた心地がしなかった。

　教官は、そっと目元をぬぐい始める。俺が剣士への復帰を決めたと告げた時のように、またじんわりと涙なみだを浮かべていた。しかし悲しそうにはしていない。嬉しさと恥じらいが混ざったような表情で、教官は俺の目を見つめ返してくる。

　だから。

「テアくん、ありがとね……嬉しいわ」

　色よい返事がもらえるのだろうと期待していた。

　しかし──

「でもね、ごめんなさい」

　そう言われ、俺は心臓が止まるかと思った。

「……え？」

　俺は困こん惑わくする。

　混乱し、焦しよう点てんが定まらない。

「な、なんでですか……？」

　うろたえたように、俺はそう尋たずねることしか出来なかった。

「……やっぱり俺は、単なる教え子でしかないんでしょうか……？」

「ううん、違ちがうわ」

　教官は優しい瞳で首を振った。

「好きよ。教え子としてじゃなくて、男の子としてテアくんのことが大好きだから」

「じゃあ、どうして……？」

「私がまだ、テアくんと並び立つことが出来ないって思っているから、かな」

「それって……」

「私、弱いでしょ？　だからもう少しだけ待って欲しいの、私自身が自信を持ってテアくんと並び立てるようになるその時まで、もう少しだけ」

　……待って欲しい。

　それを聞いて思ったのは、教官は以前の俺なんだ──ということだった。

　剣士として返り咲くまで、俺は待ってもらった。

　かつての自分を取り戻さなければ、教官とは釣つり合わないと思ったから。

　今は逆に、教官がそう思っているんだろう。

　今の自分に自信が持てず、大切なパートナーと並び立つには申し訳がないのだと。

　だったら俺は──

「待ちますよ」

　教官の目をまっすぐに見み据すえてそう告げた。

「幾いくらでも待ちますよ。俺だって待ってもらいましたから、今度は俺が、教官を急せかさずに待つ番です」

「……いいの？」

「当たり前ですよ。教官のためなら俺は幾らでも尽くしますから」

　教官に与あたえてもらってばかりじゃダメなんだ。

「年上だということに甘えるばかりじゃなくて、年上として常に気を張っている教官を甘えさせてあげられるぐらい、俺は器量のある男でありたいと、そう思っているので」

「テアくんは……本当に素す敵てきな男の子ね」

　そう言って涙をぬぐいながら微笑ほほえむと、教官はベッドの上を這はうように迫ってきて、

「ねえテアくん、キスしよっか？」

「……っ!?」

「まだ付き合うことは出来ないけど、でも好き同士なのは間違いないと思うから……」

　その証あかしとして──

　教官はそう言うと、目を閉じて顔を若じやつ干かん上向けた。

　急激に訪おとずれた試練の時。

　どうするべきなんだ、とへたれて迷いつつも──

（逃にげるな……）

　俺は自分の気持ちに素直になろうと思った。

　俺は教官のことが好きだ。

　目の前の教官のことが愛いとおしくてたまらない。

　だから次の瞬しゆん間かんにはそっと抱だき締しめ、唇くちびる同士を重ね合わせていた。

　教官とこうしてキスをするのは泥でい酔すい時を除けば初めてだった。自分たちの意志で愛情表現が出来たというのは、俺たちにしてみればとんでもない進歩だと思う。

「テアくん……」

「教官……」

　羞しゆう恥ちの中、名前を呼び合い──キスは一度だけじゃ終わらなかった。

　何度かついばむように唇を重ね合わせ、お互たがい顔を真っ赤にしながら、やがて俺たちは気が済んだようにチェックアウトの支し度たくを整え始めていた。

　その間は照れのせいで終始無言だったのは言うまでもない。




「じゃ、じゃあ今日はもう帰りましょうか」

「そ、そうですね……」

　宿屋から出た俺たちは、ぎこちない会話を交かわしつつ帰路に就つこうとしたのだが、

「なんか……おかしくないですか？」

　帝てい都との表通りを歩きつつ、俺は違い和わ感を覚えた。

　いつだって賑にぎやかな帝都の市街地。

　しかし今はそうではなかった。

　教官もそれに気が付いたようで、俺に続いてこう言った。

「……人が居ないわね」

　そう、人が居なかった。

　俺たちが歩いている区画には不思議と人の姿が確かく認にん出来ない。

　遠くの方には普ふ通つうに人ひと混ごみがあるにもかかわらず、この通りだけが無人だった。

「……人ひと払ばらいの魔ま法ほうかしら」

　教官がふとそう呟つぶやく。

　となると、悪あく魔まか何かがこの場に居るのか……？

　だが悪魔の本質は人を襲おそうことにある。人を払う意味が分からない。

　そう思っていると──

「──やあ」

　不意に。

　男にも女にも老人にも子供にも聞こえる不思議な声が響ひびいて、

「久しぶりだね。僕のこと──覚えているかい？」

　目の前に、まるで最初からそこに居たかのように──黒いローブの人ひと影かげが出現したのが分かった。

「お前は──」

　黒ローブ、と見た目そのままの呼こ称しようで呼んでいる、悪魔の陣じん営えいに与くみする人間の一人。

　確か《秘匿結社イルミナテイ》という悪魔信しん奉ぽうの組織に所属していたはずだ。

　そいつの姿を確認した次の瞬間、俺と教官はすぐさま警けい戒かい態勢に移行する。

　しかし黒ローブは待ったと言わんばかりに両手を突つき付けてきて──

「まあ落ち着きなよ。僕は今回、君たちと戦いに来たわけじゃあないんだ」

「なら、この人払いはどういうことかしら？」

「邪じや魔まが入らないように配はい慮りよしただけさ。人類と悪魔がガッツリとぶつかり合う決戦の前に、どうしてもテア・フォードアウトに伝えたいことがあってね」

「……俺に伝えたいこと？」

　訝いぶかしんでいると、黒ローブは敵意を見せないまま言葉を続けた。

「ああそうさ。君の父親、ルシファーに関する話だ」

「なんだと……？」

「知っているかい？　ルシファーは時折この帝国領を訪れているってことをさ」

「……何？」

「ルシファーはねえ、この帝都郊こう外がいにある《天使の丘おか》を時折訪れているのさ」

　──天使の丘。

　その場はかつて、天使たちが暮らしていた場所だ。

　そして天使たちの──墓所でもある。

　数百年前、天使という種族は悪魔に討うち滅ほろぼされた。

　そんな天使たちを祀まつるのが、天使の丘という場所だった。

　一説によれば、天使滅めつ亡ぼうの現場自体がその天使の丘だと言われている。

　それゆえに、悪魔の残ざん虐ぎやく性が招く惨さん劇げきの象しよう徴ちようとして、天使の丘は文化遺産に指定され、俺たちのような次世代の人間に悪魔の危険性を学ばせる、教訓めいた場所でもある。

　ルシファーがそんな空間を訪れているのはなぜだ？

　自じ戒かいでもしているのか……？

「気になるかい？　なら行ってみるといいさ」

　黒ローブは天使の丘が存在する方向を指差した。

「何か分かるかもよ？」

「罠わなでも張っているのか？」

「あはは、そんなことはしてないよ。まあ行きたくないって言うなら行かなくてもいいんじゃない？　そこは君の判断に任せるよ」

　そう言うと、黒ローブは俺たちに背を向けた。

「じゃあね、今日はそれを伝えに来ただけだから」

「なんのために伝えに来たんだ？」

「まあそうだね……誰だれかさんの言葉を借りるなら、未来のため、かな」

　そうとだけ言い残し、黒ローブはすぐさま居なくなってしまった。

　気付けば、俺たちが佇たたずむ表通りには人の姿が戻もどっていた。

「未来のため……」

　グラシャ＝ラボラスもそんなことを言っていた気がする。

　何が未来のためだと言うのか。

　お前ら悪魔の陣営が望む未来とは一体なんだ……？

「テアくん、どうするつもり？」

　俺が思し索さくに耽ふける中、教官が俺の顔を覗のぞき込んできたのが分かった。

「天使の丘には行ってみるの？」

「そうですね……一応、行ってみます」

　ルシファーが天使の丘をなぜか時折訪れているらしい。

　今行ってもルシファーに会えるわけではないだろうが、少しでもその謎なぞを解き明かすヒントが見つかればそれでいい。

　そう考え、俺は天使の丘めがけて教官と共に足を動かし始めるのだった。








第二章　託たくされるもの









　天使の丘にたどり着くと、空はもう暗くなり始めていた。

「久しぶりにこの場所にやってきたわ」

「俺もです」

　訓練生時代の課外授業で訪れて以来だった。

　天使の丘は、その丘全体が霊れい園えんのようになっている静せい謐ひつな空間だ。

　そもそもひと気けが少ない場所だが、今は時間が時間だけに誰も居なかった。

　そう、だからやはりルシファーが今ここに居るわけではない。

　それでもルシファーがたびたびこの場を訪れている理由を探すために、俺と教官は天使の丘を探たん索さくし始めた。

「教官、足元気を付けてくださいよ」

　ガス街灯の明かりが届かない大部分はすでにろくに何も見えなかった。その上、この場は急でこそないが斜しや面めんだし、舗ほ装そうされているわけでもないのだ。

「じゃあ、手でも繋つないじゃう？」

　その言葉を拒きよ否ひする理由がなかったので、俺は教官の手を取った。

　正式には付き合えていないが、俺と教官の心は完全に繋がり合っている気がする。

　それはたまらなく嬉うれしいことだった。

「天使はかつて、この場で悪魔に滅ぼされてしまったのよね？」

「伝承だとそう言われています」

　手を繋ぎつつ探索をしながら、俺たちは天使の丘について少し振ふり返る。

「逃のがれた者も居るという話ではありますが」

「仮にそうだとしても、この場は悪魔が天使を大量に虐ぎやく殺さつした土地であることに変わりはないわけよね？」

「ですね」

「じゃあどうしてルシファーはそんな土地を時折訪れる必要があるのかしら？」

「攻せめ滅ぼしたことに対する自戒じゃないかと考えたりもしましたが、それはどうにも違ちがう気がするんです」

「どうして？」

「そんな自戒をするような奴やつは、人間領に攻め込もうとしないはずだからです」

　天使への悪行を悪いと思っているなら、ルシファーは今回なぜ大号令を発したのか。

　天使を滅ぼし、人間をも滅ぼそうとしているのが今のルシファーだ。

　そんな奴が自分の罪を戒いましめているはずがない。

「ここを訪れているのには、もっと複雑な理由があるってこと？」

「もしくは、ルシファーがここを訪れているという情報自体、そもそも嘘うそかもしれません」

　情報源はあの黒ローブなのだ。

　情報の確度は低過ぎるほどに低いだろう。

　──と、

『テア』

「え？」

　不意に名前を呼ばれたような気がして、俺は教官に顔を向けた。

「……教官、今、俺の名前を呼びましたか？」

「ん？　呼んでないわよ」

「そう、ですか……」

　じゃあ今の呼び声は一体なんだったというのか。

　空耳か、幻げん聴ちようか。

　そういえば、今朝けさ見た夢の声になんとなく似ていた。

　俺の名前をぽつりと呼んで、微笑ほほえんでいた一人の女性。

　夢の中の彼女はそう、確か天使だった。

　彼女はここで眠ねむる誰かなのか？

『テア』

　また、呼び声があった。

　二度目のそれは、丘の上の方から聞こえたような気がした。

　その声に導かれるようにして、俺は足を進めていく。

「テアくん、上の方に何かあるの？」

「分かりません。でも、丘の上に何かがある気がして……」

　俺は教官と共に丘の頂上を目指していく。

　その間にも、導くような声は続いた。

　やがて丘の頂上にたどり着くと、そこには白はく亜あの像が存在していた。

　昔からずっと存在しているそれは、とある天使をかたどったモノだと言われている。

　三対つい六枚の大きな羽を持つ、慈じ愛あいに満ちた美しい女性。

　すべてを見守る最高位天使。

　その名は──熾し天てん使しセラフィム。

　天使を統すべていた母なる天使である、との記述が伝承には残っている。

『テア』

　そんなセラフィムの像から、俺を呼ぶ声は聞こえていた。

　俺は教官から離はなれ、その像に近付いていく。

　思い焦こがれていたモノに遭そう遇ぐうしたかのように、どこか早足で、泣きそうにさえなりながら、どうしてそんな気分になっているのかは分からないが、とにかく像に迫せまっていた。

『ついにこの時が来ましたね』

　初めて、名前を呼ぶ以外の言葉が発せられた。

　それに驚おどろいていたのもつかの間、次の瞬しゆん間かんにはセラフィムの像を中心にまばゆい光が広がっていく。

「──なんだこれは……」

　俺は腕うでを顔の前にかぶせ、目さえ閉じて、膨ぼう大だいな光にあらがう。──ほどなくして、目を閉じていても分かるくらい、一気に光が引いていくのが分かった。

　俺は恐おそる恐る目を開ける。

　すると──そこに広がっていたのはもはや天使の丘ではなかった。

　一面の、闇やみ。

　いや、三六〇度全体で細かな星々が煌きらめいていた。

　地面のない、どこまでも広がるその謎の空間では、人類と悪あく魔まの歴史が走馬灯のように映し出されては次から次へと流れて消えていた。

　ここはまるで下界を見守る神の居住地のようだった。

「何ここ……？」

　そしてこの場には、俺だけでなく教官も巻き込まれていた。

　そんな折──

「この場所は、私が創つくり出した空間です」

　第三者の声がいきなり耳じ朶だを打った。

　いつの間にか背後に誰かが現れていた。

　振り返ると、そこに居たのは夢に出てきたあの女性天使だった。

「あんたは……」

「恐れる必要はありませんよ。ここは争い合う空間ではないのですからね」

　どこまでもほがらかに、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの彼女はそう言った。

「……誰だ？」

　俺は恐る恐る尋たずねた。

　すると彼女は微笑みを崩くずさないまま応じる。

「私はセラフィムですよ、テア」

　天使の母なる存在。

　三対六枚の羽を持つ、最高位天使セラフィム。

　彼女はそう名乗った。

　そんな彼女になぜか親近感を覚えてしまう。

　なぜだろう。

　夢で事前に会っているから、ではないはずだった。

　それ以外の、もっと深い繋がりがこの存在とはあるような気がして──

　そう思っていると、彼女は俺の前に迫ってくる。

　そしてこう言った。

「テア──ずっと会いたかったです」

　優やさしさに満ちた表情で、俺の体を抱だき締しめてきた。

　いきなりの抱ほう擁ようだったが、不思議とイヤではなかった。

　むしろ落ち着く思いに包まれる。

　悲しくもないのに涙なみだが出てくる。

　俺の知らない温かさが、この抱擁にはあった。

「こんなにも大きくなって……」

　そして彼女も涙ぐんでいるのが分かった。

　だからこそ、察するものがあった。




　俺にはずっと知らないままだったことがある。




　それは母の存在だ。

　ルシファーが父だと分かった一方で、母だけはずっと謎なぞだった。

　なんの手がかりもなく、知りようがなかった。

　知ろうともしていなかったかもしれない。

　自分を育ててはくれなかったのだから、ルシファーと同じくどうでもいい存在であると切り捨てていた。

　でも違うんだ。

　本当は知りたかった。

　会いたかった。

　俺が忌いみ子ごである以上、母は悪魔ではないことだけは分かっていた。

　悪魔でない女性が悪魔の子を宿すからには、何か相応の理由があったに決まっている。

　俺を育てられなかったことにも、どうしようもない理由があったのかもしれない。

　そう考えると、俺は母を責めようだなんてとても思えなかった。

　特にこの抱擁を味わったあとでは、とても……。

「母さん……なのか？」

　俺は目の前の天使に問いかけた。

　教官の息を吞のむような気配を感じ取る。

　そんな中でセラフィムが──母さんが、頷うなずいたのが分かった。

「……そう呼んで、くれるのですね？　あぁ、幸せです……」

　救われたように言いながら、母さんは俺への抱擁を強めてくる。

「ええ、そうですよテア……私が、あなたの母親です」

「────」

　改めてそう言われ、俺の中にこらえきれない感情が爆ばく発はつするように湧わき立つ。

　堰せき止めていたモノがあふれんばかりに、俺は涙ながらに母さんにしがみついていた。

　嗚お咽えつばかりで、言葉なんて発することが出来ない。

　それでも俺の感情を察して、母さんはしっかりと抱きとめてくれていた。

「……寂さびしかったのですよね？　ごめんなさい、まったく一いつ緒しよに居られなくて」

　一緒に居られなかったことを悔くいてくれるだけで、俺は嬉しかったし、母さんの心こころ遣づかいに安あん堵どした。

　少し触ふれ合っただけで、母さんは清せい廉れんな人物だと理解出来る。

　だからこそ分からない。

　どうして母さんがルシファーとの繋つながりを持っていたのか。

　ルシファーは悪魔だ。

　天使は悪魔に討うち滅ほろぼされたのに、どうして母さんは……。

「あ、あの……あなたの目的は一体なんなんですか？」

　母さんの腕に抱かれて嗚咽ばかりを吐はき出す俺に代わって、教官が言葉を紡つむぎ始めていた。

「この不可思議な空間にテアくんや私を誘さそい込んだのは何が目的ですか？」

「目的は、幾いくつかあります」

　俺を抱いたまま、母さんは言葉を続ける。

「まずこの空間は、私とあなた方を繋ぐための場所です。簡単に言いますと、あの世とこの世を繋ぐ狭はざ間まの世界なのです」

　その説明を聞いて、俺は突つき付けられてしまう。

　母さんはもう死んでいるのだという現実を。

「今ここに居る私は、今この時のために用意していた残留思念体です。この私があなた方と触れ合うためには、この場にお呼びするしかありませんでした」

「母さんは……俺たちをここに呼んで何がしたいんだ？」

　母さんがもう生きてはいないであろうことは覚かく悟ごしていた。

　だから悲しみはありつつも、乗り越こえられる。

　俺はもう涙は流さずに、母さんの顔を見み据すえていた。

「テアにね、託たくすべきものがあるのです」

「……託すべきもの？」

「テアは強くなりました。あの子の……かの王からの力をしっかりと受け継つぎ、悪魔の力を完全に制せい御ぎよ出来るようになりましたね。だからこそ、かの王は動き始めた。それゆえに私もあなたを呼んで、力を授さずける時がやってきたのです」

　どこか抽ちゆう象しよう的な言葉選びでそう言うと、母さんは俺から少し離れ、その手中に真っ白な光の玉を生み出した。

　その光の玉は母さんの手を離れたかと思えば、俺の体に吸い込まれていく。

　その直後から、体全体に膨大な力がみなぎっていくような感覚が巻き起こる。

「て、テアくんに何をしたの？」

「安心なさいミヤ・サミュエル。テアに私の力を授けただけですから」

　今のは母さんの力なのか……。

「テア、これであなたは最高位悪魔と最高位天使の力を併あわせ持つ存在となりましたね。あぁいえ、その言い方では語ご弊へいがありますか。元々天使の力をあなたは持っていました。悪魔に対して絶大な攻こう撃げき力を誇ほこっていたのはそのためです。それを今回、私本来の力と合わせることで更さらに強力なモノとしたのです。きっと、今のあなたに敵かなう者は居ません」

　だからと、母さんは俺を見ながらこう続けた。

「その力をもってして、必ずや悪魔を討ち滅ぼしてください──それが、私があなたに託す最初で最後のお願いです」

　それは悪魔を恨うらむような口くち振ぶりではなかった。

　むしろ、そうしてあげて欲しいというような、慈じ悲ひを感じる言い方だった。

「母さんは……悪魔を憎にくんでいないのか？」

「それに対する適切な答えは、そうですね……悪魔のことは、憎んでいますよ。ですが、かの王のことを憎んではいません」

　かの王とはルシファーのことだろう。

　つまり母さんはルシファーを憎んではいないと言ったのだ。

　齟そ齬ごが生まれる。

　俺が憎んでやまない存在を、母さんはどうして……！

「──惚ほれた弱みとでも言うつもりかッ！」

　俺は母さんに怒いかりをぶつけてしまう。

「あんな奴やつを庇かばうのか！　あいつは……あいつが……支配下の悪魔を動かしてどれだけの人間を殺してきたと思っているんだ！」

「違ちがいます……庇っているのではありません……かの王は悪です。今は絶対なる悪なのです……──だからこそ、もう止めてあげなければならないのです」

　止めてあげなければならない、という言い方に引っかかりを覚える。

　母さんはやはりルシファーに情を持っている。

　しかし俺に力を授け、悪魔を討ち滅ぼせとも言っている。

　何か複雑な事情がありそうだった。

　それを理解するためにはきっと、踏ふみ込んで聞く必要があるだろう。

「……ルシファーとの間に何があったんだ？」

「ごめんなさい……言えません」

「どうして！」

「それを伝えてしまえば、きっとあなたの刃やいばが鈍にぶってしまうから」

「……どういうことだ？」

「知らなくていいのです……テア、あなたはただ、かの王もろとも悪あく魔まを滅ぼすことだけを考えてくれればそれでいいのです。余計な雑念を取り入れようとしてはいけません」

　そう言ってしかし、母さんは俺の手を取って優しく告げてくる。

「それでもひとつだけ言えることがあるとすれば、悪魔の破は滅めつはかの王自体が望んでいることなのです。そしてあなたは、破滅に導く聖なる剣けんと言えるでしょう」

　母さんの言っていることはいまいち要領を得ない。

　なぜ悪魔の王たるルシファーが悪魔の破滅を望むというのか。

　しかしどんな事情があるにせよ──

「分かったよ……悪魔は俺が必ず滅ぼしてみせる」

　ルシファーが絶対的な悪なのだ。

　それは母さんも認めていた。

　ならば余計なことは考えずに、ルシファーもろとも悪魔を殲せん滅めつするだけだ。

　それが俺の悲願でもあるのだから。

「ありがとう、テア」

　母さんは俺に感謝を示すと、それから教官に目線を移していく。

「そしてミヤ・サミュエル、あなたにもお願いがあります」

「な、なんでしょう……」

「あなたはテアを支える覚悟のある者で間違いありませんか？　まずはその確かく認にんをさせてください」

「私は……」

　教官はややうつむき、それから迷うように言葉を発し始める。

「……私には、テアくんを支える覚悟があるかないかで言えば、あります……でも、私にはテアくんを支えるための力がありません……」

「力の有う無むは聞いていませんよ」

　母さんは優しい声で指し摘てきして、再び確認するように尋たずねた。

「私はテアを支える覚悟があるかどうかを聞いたのです。そしてあなたにはその覚悟があるのですね？」

「は、はい……覚悟はあります」

「であれば、あなたの力を引き出して差し上げましょう。その力でテアを支えてあげてください。これがあなたへのお願いです」

　母さんは教官に片手を差し向けて、人じん智ちでは理解出来ない呪じゆ文もんのような言葉を発する。

　次の瞬しゆん間かんだった。

「わ、何これ……」

　教官の体からは半はん透とう明めいのオーラじみたモノが噴ふき上がり始めていた。

「あなたの体に眠ねむっていた潜せん在ざい的な力を引き出したのです」

「私に、こんな力が……？」

　教官から感じる圧は今までとは比べ物にならない。

　強さのギアが一段階引き上げられた感じだろうか。

「とはいえ、それはまだ不完全な力です」

「こ、これで不完全なんですか？」

「ええ。誰だれかを想おもい、その誰かのために強さを願えば、完全な力への昇しよう華かは充じゆう分ぶんに望めるでしょうね」

「で、でもどうして私にこんな力が……？」

「あなたも天使の血を受け継いでいるからです」

　さらりと告げられた母さんの言葉に、教官はもとより俺までもがあんぐりと口を開かざるを得なかった。

「わ、私が天使の血を……っ？」

「エルの名を継つぐ者には大たい抵てい天使の血が入っているものです。ミカエル、ガブリエル、ラファエル、ウリエル、アズラエル、ラジエル、バラキエル……他ほかにも居るエル族のどの血を受け継いだかは分かりませんが、サミュエルの姓せいはあなたの先祖が天使と交わった証あかしと言えましょうね。パートナーの名にあやかって付けたのでしょう」

　そうか、教官の姓にはそんな秘密が……。

「自分の家のことなのに、知らなかったです……」

「あなたの先祖が天使と交わったのは数世紀単位で昔のことでしょうから無理もありません。家系の記録を地道に残す几き帳ちよう面めんな家いえ柄がらでもなければ、先祖のことなど知らぬ方が普ふ通つうでしょうからね」

　母さんはそう言うと、教官に改めて微笑ほほえみかける。

「とにもかくにも、あなたには天使の血が入っているのです。それゆえにテアを救ってくれたこともありましたよね」

「……そんなことって、ありましたか？」

「王の力が上手うまく扱あつかえずに暴走したテアを、あなた自身の手で鎮しずめてくれたことが二度ほどあったはずですね？　あの鎮ちん静せいの力は、あなたが自分の血に宿りし天使の力を無意識に使用し、テアの暴走に封ふう印いんをかけてくれた結果なのですよ」

　母さんが言っているのは恐おそらく、アガリアレプトの討とう伐ばつ直後に起こった暴走と、黒ローブとの戦いの途と中ちゆうに起こった暴走を指しているんだろう。

　確かにそのふたつの場面で、教官が俺の暴走を抑おさえてくれている。

　まさかそれらが、教官の血に宿った天使の力のおかげだったとは……。

「……というか母さんは、ずっと俺の動向を見守っていたってことなのか？」

「そうですね、この場で《窓》を介かいしてある程度は見ていたつもりです。母はいつだって我が子を気にかけているものなのですよ？」

　えっへん、と少し可愛かわいらしく胸を張った母さんは、それからニヤニヤと俺の脇わき腹ばらを肘ひじで小こ突づいてくる。

「それにしても、女性を見る目は良さそうで母は安心しています」

「な、なんだよいきなり……」

「ミヤ・サミュエルはあなたに対して常に真しん摯しに向き合ってくれていますし、家事炊すい事じの能力も頑がん張ばって向上してくれましたし、何よりスタイルがよろしいですしね」

「なんでスタイルが一番重要みたいに言うんだよ……」

「だってそうでないと子作りが楽しくないでしょう？」

「な、何を言っているんだあんた……」

　天使がそういう言動ってどうなんだよ。

　そもそも母親としてどうなんだ。

「て、テアくんと……子作り……ほにゃああ……」

　そして教官がなんだか勝手に火ほ照てっているし……。

「あらあら、年上のあなたがうろたえていてはダメでしょう？　来たるべき時が来たらきちんとテアをリードしてあげてちょうだいね。これは義母ははとしてのお願いです」

　義母て……。

　でも、教官のことを認めてくれているのは嬉うれしい限りだった。

「なあ、そういえば母さん」

「なんでしょう？」

「俺が人間領に捨て置かれていた理由を、母さんは知っていたりしないのか」

「……それも結局は、知る必要がないことに繋つながってくるのです」

「どうしても教えられないことなのか？」

「まあ……どうしてもと言うのであれば、かの王との関係性も含ふくめてすべてを教えてしまっても別に構わないのです。真実を知ったとしても、その程度のことで悪魔への復ふく讐しゆうの刃が完全に鈍るとは思っていませんからね。テアは強い子ですもの」

「だったら……」

「ですが残念ながら、私にはそれらを語るための猶ゆう予よが残されていないのです」

「──まさか……」

「はい。先ほども告げた通り、私はすでに死んでいる身です。そしてこの私は残留思念。あなたに天使の力のすべてを譲じよう渡とした今、もはやこの思念体は消えゆく運命にあります」

「そんな……」

　よくよく見やれば、母さんの体は足元から徐じよ々じよに燐りん光こうと化していた。

　それどころか、この空間自体が崩ほう壊かいの兆きざしを見せているのが理解出来る。

「ま、待ってくれ。だったら一いつ旦たん、天使の力を俺から取り戻もどせば──」

「そのような器用な真似まねは出来ません」

「……っ！」

　なんでだよ……せっかく会えたのに、もう別れなければならないことも含めて、俺は納なつ得とくがいかなかった。

「すべてを話してから譲渡すれば良かったですね……結局私は最さい期ごまで、良き母親にはなれずじまいでしたか」

「そんなことは……ないさ」

　俺は母さんの手を握にぎり締しめ、その目をしっかりと見つめた。

「本当に短い時間だったけど、その間だけで母さんがいい人だってことは分かったから」

「あら、ありがとう。嬉しいです」

　母さんは可か憐れんに笑ってみせた。

「テアこそ、いい男の子に育ってくれたようで良かったです。父も母も居ない荒すさんだ環かん境きようで忌いみ子ごと呼ばれて蔑べつ視しされながらも、こうまで真まっ直すぐな性格に育ってくれたのは本当に奇き跡せきとしか言えないでしょうね」

「そうでもないさ。忌み子でも孤こ児じでも、いい奴やつはいっぱい居る」

「その中でもあなたは、突とつ出しゆつして素す晴ばらしい子だと思いますよ？」

「親バカだ」

「ええ、親バカなんでしょうね」

　楽しそうに笑いつつ、けれど母さんはふと目元を悲しげに歪ゆがめた。

「……いけませんね。別れる時は笑顔でと、ずっとそう決めていたのですが……テアと話しているのが楽しくて、別れたくないと思ってしまって……」

　そう言いながら目元をぬぐっても、その瞳ひとみからはとめどなく涙なみだがあふれていた。

　それにつられて俺も泣きそうになる。

　しかしこらえて、俺は母さんの体を抱だき締めた。

「何十年後か分からないけど、俺がそっちに逝いったらその時たくさん話そう」

「……約束ですよ？」

「ああ、約束だ」

「……託たくしたお願いも忘れないでくださいね？　必ずや……あなたの手でかの王を、そして悪あく魔またちを、討うち滅ほろぼしてください」

「分かってる」

「それから……」

　母さんは一いつ拍ぱくあけて、もらい泣きしている教官に目を向けた。

「ミヤ・サミュエル……テアに希望を与あたえてくれてありがとうございました。蔑視のさなかで絶望していた幼いテアをあなたが救ってくれたから、希望がここまで繋がりました」

「そんな……私はただ……当然のことをしただけであって……」

「それを成し遂とげられた者があなただけだった時点で、当然のことではないのです。あなたはテアを導いてくれました。そしてこれからはテアと共に歩んであげてください」

「はい……」

　教官の嗚お咽えつ混じりの返事があったのち、母さんは改めて俺を見て、

「テア、もしすべてを知りたいなら……かの王に聞いてみなさい」

「……ルシファーに？」

「ええ、闇やみに吞のまれていなければ教えてくれるはずですから」

　そう呟つぶやいて、母さんは俺を今一度抱き締めてくる。

　もうその体は半分以上が燐光と化して消えていた。

　空間も所々ひび割れ、別れが間近に迫せまっていることをイヤでも悟さとらざるを得ない。

「ありがとう、テア……最期に会えて、本当に良かったです」

「ああ」

「これ以上ないまでに、愛していますからね？」

「俺だってそうさ。ありがとう、母さん」

　そう言葉を交かわし合った直後に、母さんは泣き笑いの表情で光となって消えた。

　そしてあの世とこの世の狭はざ間まだというこの空間さえも消失し──

　次の瞬間には、俺と教官は天使の丘おかの頂上に佇たたずんでいる状態だった。

「戻ってきたのね……」

「そう、みたいです」

　母さんとの邂かい逅こうなんて単なる幻げん想そうでしかなかったんじゃないかと思えるほどに、天使の丘はなんの変へん哲てつもない平時の光景を展開しているだけだった。

　それでも──あれは、夢でもなければ幻想でもない。

　確固たる現実だった。

　その証しよう拠こに俺は体の奥底で母さんの力を感じる。

　試ためしに血の活性へと至り王おう翼よくを展開してみれば、それまで黒かったはずのそれは母さんの羽を彷ほう彿ふつとさせる純じゆん粋すいな白へと生まれ変わっていた。

　最高位悪魔と最高位天使の力が組み合わさった、俺の新たな力だった。

「……綺き麗れいね」

「はい。教官も、引き出された力はそのままですよね？」

「ええ、オーラは消えちゃったけど、別に問題はなさそうよ」

　であれば、俺たちは母さんから預かったこの力で、悪魔を殲せん滅めつしなければならない。

　それが母さんとの約束だから。

「でも私の力はまだ不完全らしいから、テアくんを支えつつ決戦のさなかで成長させていきたいわね」

「母さんは教官に支えろって言いましたけど、俺は教官に支えられるんじゃなくて、共に並び立ちたいです」

「そうね、私もよ」

　並び立てたなら、俺たちはその時ようやく深い関係性になれるのだ。

　だからそのためにも、俺たちは頑張らなければならないだろう。




　かくして、決戦前の休息日はとても有意義なモノとなってくれた。

　秋口の空が、綺麗な満月を映し出していた。








幕間　かけがえのない同期









「「乾かん杯ぱい」」

　いつものバーで、グラスが軽く合わされる。私とセイディは決戦が明後日あさつてに控ひかえた今こ宵よいも、こうして顔を合わせていた。いや、そんな戦いが控えているからこそ、日常的な風景を今一度大切にするべきだと思って、テアくんを先に帰してセイディを誘さそったのだ。

「乾杯と言いつつ、ミヤが普ふ通つうのジュースなのは相変わらずですね」

「いつも通りでいいじゃない。ここで変に気取ってもいいことはないはずだし」

「確かに。悪いジンクスになっても困りますしね」

　微び笑しようしつつグラスを呷あおったセイディは、ひと息ついたのちにゆっくりと言った。

「そういえば、こんな状じよう況きようですけどテアくんとは何か進展がありました？」

「一応……ね。まだきちんと付き合っているわけではないのだけど、それに近しい状態にはなれたと思うわ」

「お、それはおめでたいですが──むぅ～ん、じれったい！　なんで戦時下に近しいこの状況でまだ中ちゆう途と半はん端ぱな状態なんですか！　子作りくらいするでしょう普通！」

「ど、どんな普通よ！」

「いや普通だと思いますよ！　もしかしたら明後日には死ぬかもしれないんですから、思い残しのないようにやれることをやっておくのは当然じゃありませんか？」

「私は……そういう考えって嫌きらいかもしれないわ」

　おふざけの流れを無視して、私は真面目まじめに答えた。

「悔くいのないように、とか、思い残しのないように、とか、確かにそういう考えはあって当然だとは思うのだけど、なんだか後ろ向きよね。まるで未来が真っ暗であることが確定しているかのようなネガティブ感情の上に、その考えは成り立っているのよ」

　それってどうなのかしら、と私は思う。

　思い残しを解消するような気力があるなら、明るい未来を引き寄せるための準備に全力を注いだ方がいいように思える。

　明るい未来を引き寄せられれば、その後はなんでも好き放題にやれるわけだし。

「それに私はまだテアくんと並び立てていないから、そういうのはちょっとね……」

「はあ、クソ真面目ですね……」

　セイディは呆あきれていたものの、直後には小さく噴ふき出して笑い始める。

「ま、それがミヤという女性ではあるんですけどね」

「そうよ、なんか文句ある？」

「ありませんとも。こんな時でさえ変わらないミヤは頼たのもしいです。明後日の作戦でも頼もしい姿を見せてくださいよ？」

「そういえば今回の作戦、セイディも前線なんでしょ？」

「そうなんです。ご存じの通り、最近ずっと受付嬢じようの役目だったんですけどね」

「大だい丈じよう夫ぶ？　お腹なかぶよぶよになって動きのキレが落ちてるんじゃないの？」

「そ、そんなことはありませんよ！」

「どれどれ」

「きゃっ……ちょっとミヤ！　お腹をつままないでください！」

「あら、意外と出てないのね」

　セイディのお腹はスリムにもほどがあった。

「だから言ったじゃありませんか！　これでも私、ちょっとした任務でちょこちょこ動くことはありましたので！」

「ふぅん」

　セイディに回されていた任務って何かしら。

　ま、今気にするようなことでもないかな。

「なんにせよ、明後日はお互たがい、死なないようにしましょう」

「ですね。私たちが死んだら同期全ぜん滅めつですし」

「はあ、世せ知ち辛がらい世界だわ」

「だからこそ、そんな世知辛い世界を変えなきゃならないんですよ」

「そうね、もう誰だれも無む駄だに死なない世界を……──引き寄せましょう」




「「──この手で」」




　私とセイディは揃そろって言いつつ、お互いの拳こぶしをこつんとかち合わせるのだった。








第三章　切り拓ひらくために









　反はん抗こう作戦前日。

　昨日が完全な休息日だった一方で、この日は作戦展開地域への移動日だった。

　俺は教官、サラさんと共に列車で移動を開始していた。

　一応サタナキアも一いつ緒しよだ。しかし彼女はおおっぴらに葬そう撃げき士しの輪の中に入れるわけにはいかないので、現地に着いたら姿消しの魔ま法ほうでも使ってもらうつもりだった。

「そういえば昨日はどこで何をしていたんだ？」

　隣となりに座るサタナキアへと問いかける。買い物に同行せずどこかに出かけていたサタナキアが帰ってきたのは夜中のことだった。

「偵てい察さつじゃよ。悪魔側の動きを確かく認にんしておったんじゃ」

「どうだった？」

「当然じゃが、大部隊が展開されておったわい。あの行軍具合なら、間ま違ちがいなく明日にはぶつかり合うじゃろうな」

「そうか」

　上等だ。そうでなければ潰つぶせない。

「それにしても、テアくんにはやっぱり剣けんが似合うよね。にひひ」

　対面の席に教官と並んで座っているサラさんが、俺を見てそう言った。

　俺は現在、サラさんにきちんと仕立ててもらった二刀を、片かた肘ひじの合間で挟はさむようにしながら抱かかえていた。荷物置き場に載のせてしまった方が邪じや魔まにはならないものの、ここしばらく縁えん遠どおい存在だったこの二刀を少しでも自分に馴な染じませたくて、こうして列車移動の間も近くに置いている。

「今朝けさ、藁わら束たばをひとつ試し斬ぎりしてみましたけど、相変わらず切れ味は抜ばつ群ぐんでしたよ」

「そりゃそうよ。このエルト・クライエンスが懇こん切せつ丁てい寧ねいに手入れしたんだからさ。なんなら鍛たん造ぞうしたての時よりも仕上がってるはずだね」

「そういえばサラさんって、エルト・クライエンスの正体が自分だってことを周囲に明かすつもりなんですか？」

　後方支し援えんの鍛冶かじ工として参戦するとなれば、どうしても人目に付くと思うが。

「まあ天聖祭の時みたく仮面だけ被かぶっとくかな。男装はしないけどね。作業の邪魔だし」

「明かす明かさないで言えば、テアくんの力に関してもまだ上には伝えてないわよね？」

　教官がふとそう言った。

　俺の力というのは、血の活性や王翼のことだろう。

　初めて王翼を展開し、悪魔化に至ったのはアガリアレプトとの戦いの時だが、その戦後報告の時から俺は確かに自分の力のことは伝えていない。

　通常の忌いみ子ごの比じゃないほどに悪魔の力が使える、などと伝えれば、どういう扱あつかいになるか分かったもんじゃなかったからだ。

　しかし──

「先日、グラシャ＝ラボラスに関しての情報を共有しに行った際、伝えてきました」

「そうなの？」

「はい。反応は意外と普通でしたし、それどころか俺の力を頼たよる気満々でしたよ。今回の反抗作戦のプランはまさに俺の力を織り込んだモノでしょうからね」

　反抗作戦のプラン。

　その全容は非常にシンプルだ。

「確か……テアくんを対ルシファー戦の切り札として使うために、テアくんを除いた前線部隊がルシファーの居城までの道を切り拓いて、ルシファーの居城にたどり着いた暁あかつきには温存していたテアくんを投入させる、という感じだったわよね？」

　母さんの力を受け継つぐ前から、俺の力は人類の中では突とつ出しゆつしていた。

　なればこそ、そのような作戦が立てられた。

「俺は正直、この作戦はどうかと思いますよ」

「テアくんに頼り過ぎているから？」

「違います。俺を消しよう耗もうさせないままルシファーの居城まで至らせるために、周りの前線部隊が捨て石扱いになるからです」

　悪魔の軍勢を突とつ破ぱしていくのは恐おそらく、いや、確実に生半可なことではない。

　至難を極きわめるだろう。

　道を切り拓くために大勢死んでいくのは間違いない。

「しかしそれが、勝利を目指すということじゃろ」

　サタナキアがぽつりと言った。

「人類が取るべき作戦の中では、それが一番理にかなっとるのは明白じゃ。人の子でルシファーを討うてるのはお主しかおらん。ならば、お主を万ばん全ぜんな状態でルシファーのもとまで至らせるのは道理。そのためなら、幾いくらかの犠ぎ牲せいはやむを得んじゃろうな」

「……かもしれない」

　だが、そうはさせないために母さんが力をくれたのだと思っている。

　母さんの力は、悪魔を討ち滅ほろぼすためであるのと同時、なるべく味方を死なせないための圧あつ倒とう的な強さを俺に与あたえてくれたのだと思っている。

　俺は道が切り拓かれていく様子を指をくわえて黙だまって見ているつもりはない。

　俺だって、この手で道を切り拓いてやるに決まっていた。




　──やがて。

　列車が作戦展開地域の最寄り駅に到とう着ちやくした。

　俺たちはそこから馬で現地に向かう。

　向かう先はローギニア大平原。

　かつてアガリアレプトと戦ったその場所は、悪魔の領域と最も近しい人間領の領域となっている。

　そこに本ほん陣じんとしての野営地を展開し、人類は開戦に踏ふみ切ろうとしていた。

「うわ、すごいね」

　幾らか馬を走らせたところで、前方にその野営地が見えてきた。

　すでに仮面を装着済みのサラさんが、その光景に驚おどろいていた。

　壮そう観かんだった。

　人間領に籍せきを置く国家の、あらゆる葬撃士たちがこの場に招集されている。

　数百、数千ではきかないだろう。

　数万単位で、葬撃士が一堂に会していた。

　だが、悪魔はもっと数が多いであろうことを考えると、少し気が滅め入いってしまう。

「じゃあ私は後方支援隊のテントに合流するから、一いつ旦たんお別れね」

　そう言ってサラさんが俺たちのもとを離はなれていく。

「しかしまあ、人間たちもやれば出来るもんじゃな」

　姿を消しながら（俺たちには見える）、空中に浮ふ遊ゆうしているサタナキアがそう言った。

「なんのことだ？」

「人間にこれだけの戦力を招集し、展開出来るだけの組織力があったことに驚いとるんじゃよ。もっと早くからやれば良かったのではないか？」

「そうは言うがな、一番いいのは均きん衡こう状態なんだよ」

　均衡とは言い換かえれば、互いに手出しが出来ない状態のことだ。

　つまりそれが続いている間は仮かり初そめであろうと平和が維い持じ出来る。

　これまでの人類と悪魔は長らくその状態に近かったと言える。

　少なくとも人類は、下手に悪魔を刺し激げきして戦争状態にしたくはなかったのだ。

「だが、今回は悪魔たちがこちらを潰す勢いで動き始めた。だからこうするしかなかったんだよ」

　本当は誰もが争いを望んではいないはずだった。

　かといって黙って侵しん略りやくされることを望んでもいないのだ。

　だから俺たちは反抗する。

　その先にある平和を手にするために。

「お前も手を貸せよ、サタナキア」

「言われずともじゃな。そのためについてきたんじゃし。将軍級以下の雑魚ざこどもなら幾らでも軽々と屠ほふってくれるわ」

　それは頼たのもしい言葉だった。

「さてと、じゃあテアくん、私たちも前線部隊のテントに向かいましょうか」

「はい」

　教官と共に、俺は広い野営地の中を進んだ。

　目的のテント周辺にたどり着いたあとは馬を降りて、到着の報告を行なう。

　指揮官等への挨あい拶さつも済ませると、午後からの作戦会議まで少し暇ひまが出来た。

　反抗作戦の要かなめである俺は、そもそも名が知れていたこともあってか、他国の葬撃士などからよく話しかけられた。

　七なな翼よくの精せい鋭えい部隊《ラウンズ》の元同どう僚りようたちとの再会もあったりした中で、作戦会議の時間があっという間に迫せまってきた。

　俺と教官は仮設の作戦会議場に向かった。

　作戦会議の内容は、動き方のおさらいが主なモノだった。

　俺を万全の状態で悪魔の領域の最さい奥おうにあるルシファーの居城へと至らせるために、《ラウンズ》を主しゆ軸じくとする数千の前線部隊で悪魔の軍勢を突破し続けていく。

　文字に起こせば非常に簡潔な作戦だし、実際の戦場でやることもシンプルではあるが、かといって簡単なことかと言えばそうではない。

　何度も思っている通り、常に死と隣となり合わせになるのは確実だ。

　だが、俺の力で死を遠ざけて進むことは可能なはずだ。

　そう考えている間に作戦会議は終しゆう了りようし、翌日の開戦に備えての自由時間となった。

　俺は教官と一いつ緒しよに作戦会議の場を離れ、あてもなくふらつく。

「そういえばサタナキアが居ないわね」

「サタナキアなら……」

　人間ばかりで肩かた身みが狭せまいんじゃ、テアも相手にしてくれんし、と愚ぐ痴ちを言いつつ、作戦会議の直前辺りに野営地の端はしの方に飛んでいくのが見えた。

「要するに拗すねたのね……」

　教官が呆あきれていた。

「……外見相応の行動ではあるけど、サタナキアって一応数百歳なのよね？」

「まあ人間も年老いた方が駄だ々だっ子こだったりしますし……」

　あとで様子を見に行ってみるか。

「──テアくん、ミヤ」

　また少し色んな葬撃士に話しかけられる時間を過ごし始めていると、俺たちの前にセイディさんがやってきたのが分かった。

「あらセイディ、やっと会えたわね。調子はどうなの？」

「それはもう完かん璧ぺきです。受付嬢じようの底力を見せる準備は万全ですよ」

「ほんとに大だい丈じよう夫ぶなの？　腕うではなまってない？」

「ふふん、舐なめないでもらいましょうか。私は明日、このダガーと共に悪あく魔まをきりきり舞まいにするのです！」

　言って、セイディさんは「ほあっ、ていやっ」と演武じみた動きをやり始めたのだが、その直後──

　ぐぎっ。

　と、イヤな音が響ひびいて、セイディさんはその場で四よつん這ばいになってしまった。

「こ、腰こしがぁ……！」

「ちょっ、セイディっ！　大丈夫なのっ!?」

　四つん這い状態から動けなくなってしまったセイディさんと、そんな様子にあわてふためく教官だった。

　そのうちこの場に担たん架かがやってきて、セイディさんはそれに乗せられて医い療りようテントへと運ばれてしまった。……大丈夫なんだろうか。

「うぅ……セイディ、あなたのかたきは必ず取ってあげるからね」

　かたき居ないですよね、とは言いづらい雰ふん囲い気きだった。

　そんな中、俺は医療班の人間に呼び止められた。

　なんでも、自由時間の合間を縫ぬって葬撃士の健康チェックをしているとのことで、空いている医療テントで診しん断だんを受けて欲しいというお願いだった。

　教官も診断を受けることになって、俺たちは一旦離はなれ離ばなれになる。

「ほな、次の人どうぞ～」

　とある個室テントに並びつつ、順番が回ってきたので入室する。

　──と、

「お。なんや、テア坊ぼうやんけ」

「あれ、ルミナさん？」

　テントの中で待ち受けていた医療スタッフは、まさかのルミナさんだった。悪魔研究の第一人者にして、帝てい国こく五大貴族に分類されるポップルウェル伯はく爵しやく家のご令れい嬢じようだ。

「ルミナさんもこちらに招集されていたんですか？」

「せや。面めん倒どうやが、悪魔の動きに詳くわしい専門家の意見を取り入れて作戦を随ずい時じアップデートしていきたいとかなんとかでな」

　つまりは戦術・戦略スタッフとして呼ばれたのだろうか。

「にもかかわらず、なぜ医療班に？」

「人手が足りひんみたいなんよ。で、ウチはほら、一応医師免めん許きよ持っとるから駆かり出されてしもうたわけやな」

　なるほど、と頷うなずいていると、ルミナさんがあくどい笑えみを浮うかべ始める。

「へへ、この作業にはちと嫌いや気けが差しとったんやが、テア坊の体を診みれるとあらば話は変わってくるんよなぁ」

「……解かい剖ぼうはさせませんよ」

「せえへんせえへん。診るだけ診るだけ。診断せなアカンからなぁ」

　十指をわきわきさせながら、ルミナさんが目を輝かがやかせている。

　ろくでもないことになりそうだが、今は大人しく診てもらうしかないよな……。

「お、お願いします……」

「おっしゃ、ほな最初は口ん中やな。あ～んって口あけてみぃ？」

「あ、あ～ん……」

「ほぅほぅ、これがテア坊の口内か。舌の色ええなぁ。この舌でミヤの姐あねさんとはベロチューとかしたん？」

「──ぶっ！」

　急に妙みようなことを聞かれたせいで、息を噴ふき出してしまった。

「お～ん？　なんかめっちゃ動どう揺ようしとるやん……うわ、まさかホンマにしたんか？」

「し、してないです！」

　キスはしたが、そんなディープなのはしちゃいないので嘘うそではない。

「ほなウチとするか？」

「……しませんよ」

「まあ姐さんにバレたら怖こわそうやしな。ウチもタダじゃ済まへんで。まあともあれ、喉のどとかも大丈夫そうやな。ほな、次は音聴きかせてもらおか」

　ルミナさんが聴ちよう診しん器きの準備を始めた。俺は上着をまくって胴どう体たいを見せる。

「相変わらずええ体しとるわ……」

「まじまじと見るのやめてもらってもいいですか？」

「……別にええやん、減るわけでもなし」

　言いつつ、聴診器ではなく自らの指を俺の体に這わせ始めるルミナさん。

「ちょ、ちょっと何を……」

「──この体、散らしたらアカンで？」

「え」

　真面目まじめなトーンのルミナさんに、俺は意表を突つかれたと言って差し支つかえなかった。

　ルミナさんは神しん妙みような表情で続ける。

「明日からの反はん抗こう作戦、必ず無事に終わらせることをウチと約束出来るか？」

「それは……」

　少し言い淀よどみ、けれど直後には断言する。

「もちろんです。ルシファーを討うち果たして、人類に勝ちどきをあげさせますよ」

「ホンマやな？　無理やったらそん時の罰ばつはどうする？」

「ダメだった時のことは考えません。そんな未来は絶対に来ませんから」

「へ、言うやないか」

　小さく笑いつつ、ルミナさんは俺に顔を近付けてくる。

「ほな頑がん張ばらなアカンで？　でもって、これは勝利の前祝いや」

　ちゅっ──と、気付けばルミナさんからおでこにキスをされてしまっていた。

　うろたえる俺をよそに、ルミナさんはほのかに照れた表情でからかうように呟つぶやく。

「ええか？　今のは絶対に姐さんにはナイショやからな？」

「──何がナイショですって？」

　ぞくっ……と、俺は背中に怖おぞ気けが走った。

　目の前ではルミナさんも顔を青ざめさせていた。

「ひぇっ……あ、姐さんどないしたんですか……？」

　やはり俺の背後にある入り口には現在、教官が佇たたずんでいるようだった。

「ちょっとね、なんかイヤな予感めいたモノが働いたからテアくんの様子を見に来てみたのよ。そしたら……──ねえルミナ、あなたは一体何をやっているのかしら……？」

「す、スキンシップですがな……」

「殺すわよ」

「か、堪かん忍にんを！」

「まあいいわ。とにかく早く診てあげてちょうだい」

「も、もちろんですがな！」

「次に妙なことしたらほんとに承知しないんだからね？」

　教官は吐はき捨てるように呟くと、外に出て行ったようだった。

「ふ、ふぅ……なんか姐さん、前より怖くなっとるんちゃうん？」

　それは多分、俺との仲が少し進展した結果だと思うものの──

　それを口に出すのはどこか気き恥はずかしかったので、開戦前で気が立っているんだと思いますよ、と誤ご魔ま化かす俺なのであった。




　なんとか無事にルミナさんの診断を乗り越こえた俺は、拗ねて野営地の隅すみっこに飛び去ったサタナキアを見つけることにした。

「私が行っても逆効果でしょうね」

　とのことで、教官は同行していない。

「……母さんより嫉しつ妬と深ぶかいとかどうなってんだよ」

　教官のみならず、俺が誰だれかと触ふれ合っていることそのものが、サタナキアにしてみるとイヤな感じなんだと思う。
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　サタナキアは俺の乳母うばであり、育ての親だから、サタナキアの方が母さんよりも俺と一緒に過ごした期間は圧あつ倒とう的に長いわけで。

　そう考えると、サタナキアの方が独どく占せん欲よくが強いのは当然なのかもしれない。

「……居た」

　野営地の隅を行あん脚ぎやしていると、サタナキアは割とすぐに見つかった。

　ほとんどひと気けがないその場所で、彼女はしゃがんで何かをしているようだった。

「何してるんだ？」

「おぉ、テア」

　彼女はこちらを振ふり返り、無む邪じや気きに笑いながら応じる。

「アリの巣を壊かい滅めつさせておったんじゃ」

「笑顔で何言ってんだ？」

「ストレス解消に最適なんじゃぞ？」

「そんな解消の仕方はやめてくれ」

「ならばテアが一いつ緒しよに遊んでくれるか？」

「遊ぶにしても、この辺りじゃ無理だ」

　姿が見えないサタナキアと遊んでいる光景は、周りから見れば頭がおかしい奴やつに見えるだろう。かといって姿を現してもらうわけにもいかない。

「それなら、そこの林を散歩するのはどうじゃ？」

　ローギニア大平原と言いつつ、あちこちに林が点在している。

　すぐそこにも木々の密集地帯があった。

「そんな程度のことでいいのか？」

「テアと話せればそれで充じゆう分ぶんじゃしな」

「なら、まあ……」

　拒きよ否ひする必要もないし、俺はサタナキアと一緒に林を歩くことにした。

「覚えておるか？」

「何をだ」

　弾はずんだ足取りで林を歩くサタナキアは、懐なつかしむようにゆっくりと呟く。

「お主はな、よく木にしがみつく子だったんじゃぞ？」

「なんだって……？」

「将来の夢はカブトムシじゃとよく言っておったわい」

「……本当か？」

「うむ、それはそれは可愛かわいい幼子じゃったな」

　そう語ったのちに俺を振り返って笑う。

「今も可愛いがの」

「やめてくれ」

「そうじゃな、今は可愛いのではなく、かっこいいのかもしれん」

「…………」

　母さんに負けず劣おとらず、こちらも親バカというか、もはや溺でき愛あいというか。

　改めて考えると、サタナキアはすごいのだと思う。

　自分の子ではない俺のために、悪あく魔まの陣じん営えいを裏切っているのだ。

　俺は──それに報むくいることが出来ているのだろうか？

「なあサタナキア」

「ん？」

「何かやって欲しいことはないか？」

「なんじゃいきなり」

「恩を返したい」

「恩じゃと？」

「お前は俺を育ててくれた。今は悪魔を裏切ってまで俺のそばに来てくれている。俺は多分、そういったことに対してまだ何も応こたえられていない。だから──」

「テアよ」

　ふと足を止めて、サタナキアは俺を見上げる。

　その目は真しん剣けんで、けれど柔やわらかいモノだった。

「そのようなこと、考える必要はないんじゃよ」

「……え？」

「恩を売りたくてお主を育てたわけではない。悪魔を裏切ったのだってそうじゃ。わしがそうしたいからそうしただけであって、お主がそれに応えようとする必要はないんじゃよ」

「だが……」

「それにの、恩ならすでに返してもらっておるんじゃ」

「なんのことだ？」

「わしをこうして受け入れてくれたこと──それだけで充分じゃわい」

「サタナキア……」

　とても悪魔とは思えない言動で、俺は感かん銘めいを受ける。

　母さんが俺のことをまっすぐに育ったと言っていたが、それはサタナキアが育ての親だったからこそ、かもしれない。記き憶おくを封ふう印いんされてなお、サタナキアによる教育の影えい響きようが俺の根底に長らく残っていたのだと思いたい。

「じゃが、恩を返したいと思ってくれたのは嬉うれしいことじゃな。そのような気き遣づかいが出来るくらいに、お主は大人になったというわけじゃ」

　喜ぶように言いながら、足の動きを再開させるサタナキア。

「次はわしがもっと大人になる番じゃろうか」

「どういうことだ？」

「子こ離ばなれじゃな」

「居なくなるつもりか？」

「そんなつもりはない」

　サタナキアは噛かみ締しめるように呟く。

「単純に、お主と他者の繋つながりをもっと認めるべきなんじゃろうと思うてな。特にデカパイのことじゃな。お主はあれが好きなんじゃろ？」

「まあ……」

「なら、あれを認める努力はしよう。じゃが、あれも努力はして欲しい。テアにふさわしい女でなければ、テアのすべてを委ゆだねることは出来ぬわい」

「教官は、努力してるさ。俺に並ぼうとしてくれてる」

「であれば、実際にそうなる時を楽しみとさせてもらおうかの」

　そう言葉を紡つむぐサタナキアは、もう不ふ機き嫌げんそうではなかった。




　その後、俺との散歩で色々と満たされたらしいサタナキアは、昨日に続いて敵情視察へと出かけていった。

　俺は野営地に戻もどって教官と合流し、なんてことない会話を行なう。

　そうしているとやがて、空が朱しゆ色いろに染まってきた。

　それと同時にどこからかいい匂においが漂ただよってきて──

「あ、夕飯ね」

　教官の言う通り、少し離れたところで夕飯の調理が行なわれているようだった。

　見に行ってみると、豪ごう快かいな焚たき火の上に風ふ呂ろ釜がまみたいな大おお鍋なべが置かれ、具だくさんのスープが作られていた。

　大釜はもちろんひとつだけじゃない。数万の腹を満たすために、あちらこちらで数百単位の大鍋スープが作られているらしい。もはや大規模なキャンプ場状態だ。

　明日には命をかけた戦いが始まるとは思えないほど、野営地の雰ふん囲い気きは賑にぎやかなモノだった。大鍋の周りでは、スープの完成を待ちきれない男たちの野太い歌が奏かなでられ、それに対する笑いが響ひびき、とても楽しい空間が展開されていた。──ほどなく。

　大鍋の中身が完成を迎むかえると、紙製の粗そ末まつな深皿にどんどんスープが盛られ、早い者勝ちみたいにそれらが持って行かれていく。

　俺と教官もなんとかスープを確保すると、落ち着いた場所を探して食べ始めた。

　そうしていると──

「著名なお二人さん、ずっと一緒に居るけどもしかして付き合ってんのか？」

　なんて見知らぬ連中にからかわれたりして、俺たちはそれが恥はずかしくなって食事中くらいはバラけることになった。

　そんなこんなでスープを片手にさまよっていると──

「あ、テアーっ！」

　と、耳によく馴な染じんだ声が横から響いてきたのが分かった。

　そちらに目を向けてみると、そこにはシャローネの姿があった。

　俺と同じくスープを持っているシャローネは、犬のようにせっせと駆かけ寄ってくる。

　その姿が見られたことに、俺はどこかホッとしていた。

「や～～～っと会えたわ！　こんだけ人が居ると見つけるのもひと苦労ね！」

「お前もこれから夕飯みたいだな？」

「一緒に食べる？」

「いいぞ」

「やりぃ！」

　はしゃぐように弾はじけた笑顔を見せるシャローネをよそに──

「おチビにだけいい思いはさせない」

　ぬっ、とシャローネと俺の合間にいきなりエルザが出現したので、俺はスープをぶちまけそうになった。どこから出てきたんだよ。

「神しん出しゆつ鬼き没ぼつはやめろとあれほど……」

「そんなことよりわたしのスープを直接飲んで欲しい」

「ちょ、ちょっとあんた！　なんでタイツとパンツを脱ぬごうとしてんのよ！」

「だってそうしないと飲んでもらえない」

「何を飲まそうとしてんのよ！」

「おし──」

「これから食事って時にバカじゃないの！」

「バカって言った方がバカだってバカが言ってた」

「ど、どういうことよ！」

　シャローネが叱しかりつけ、エルザがそれに反論するこの感じが、妙みように懐かしかった。

　こんな場所に来てまでこいつらの小こ競ぜり合いが聞けるのはある意味幸せなことなのかもしれない。

「なんでもいいが、エルザも一緒に食べるのか？」

「食べる」

「とのことだが、シャローネ、異論は？」

「ま、別にいいわよ、今日くらいはね……。それよりミヤさんは一緒じゃないの？」

「ああ……ちょっとな」

「ミヤが居ないならそれに越こしたことはない」

「それは確かにそうかもね」

　珍めずらしく意見を合わせた二人は、次の瞬しゆん間かん俺の左右を陣じん取どって、それぞれが俺の腕うでを搦からめ捕とり始めた。

「お、おいお前らな……」

「別にいいじゃんっ」

「そう、決戦前なんだから楽しくやるべき」
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「お前らが意見を合わせ続けるのは気持ち悪いな……」

「それより、あっちの方にいい感じの丘おかがあったのよね。丘の上で遠景でも見ながら食べましょうよ」

「そして食後はわたしのことも食べて欲しい」

「……お前の願いは却きやつ下かだ」

「酷ひどい」

「お前が酷いんだよ」

　そんなやり取りがあったのち、俺たちはシャローネが言う丘にやってきた。

　他ほかにも割と人が居たものの、それでもわりかしベストなポジションに座りつつ、三人で食事を開始する。明日のことなんか忘れて、他愛たわいのない話をして、深皿が空になったあとも俺たちはその場に残り続けていた。

　気付けば空は暗くなっていて、星が瞬またたく時間に突とつ入にゆうしている。

　喋しやべり尽つくして、話題も特にないそんな中で、

「また」

　ふと、シャローネがそう言った。

「また、こうやって三人で色々話せる時って来るわよね？」

「そりゃ来るだろ」

「ほんとに？」

「逆になんでそんな心配をするんだ？」

「だって……」

　シャローネは少しうつむいて、続ける。

「明日から多分、人がいっぱい死ぬわ」

「死なせないさ」

「そんなこと……」

「出来ないって言いたいのか？　まあそりゃ、ゼロにするのは絶対に無理だと思う。でもな、なるべく守るよ。そのための力は持っているつもりだ。俺は前線部隊を捨て石にはしない。道はみんなで切り拓ひらくんだ」

　しかし、助けられない者は現れる。犠ぎ牲せいになる者は必ず出るだろう。

　シャローネやエルザがそうなるのはイヤだから、俺はあらかじめ告げておく。

「それでも、ダメだと思ったら逃にげろ。敵前逃とう亡ぼうは重罪だとか、そんなことは考えずにダメだと思ったら逃げろ。逃げて、生きろ。それを約束してくれ」

　シャローネとエルザは頷うなずかなかった。

　葬撃士としての、そしてそれぞれの矜きよう持じがあるからだろう。

　だからこそ、俺が必ず守らなければならないと改めて強く思った。




　俺たちは解散した。少しでも生きる可能性を高めるために、早く寝ねてエネルギーを蓄たくわえようと考えたからだ。俺たちのみならず、野営地の人間たちはほとんどがそう考えたようで、見張りを残して早々に眠ねむる者ばかりだった。

　一定の実績がある者には、こぢんまりとしてはいるが個人のテントが用意されていた。

　俺はテントを用意された人間だったので、そのちょっとしたプライベート空間に入り込んで横たわっていた。

　恐おそらくは教官にもテントは用意されているだろう。もしそうでなくとも、女性には女性用の大型テントがあったはずだから、そこで安心して眠ることが出来ているはずだ。

　目を閉じて、眠ろうとする。

　しかし意識が冴さえている。明日に向けて奮い立つ感情が、俺の眠ねむ気けを妨さまたげていた。

　そんな時だった。

「……テアくん起きてる？　眠ってるなら帰るけど」

　テントの入り口が静かに開かれ、囁ささやくような問いかけがあった。

　薄うす暗ぐらくてよく見えないが、声のおかげでそのシルエットが誰だれかは理解出来た。

「サラさん……？」

「正解。まだ起きてたみたいだね」

「何しに来たんですか？」

「夜よ這ばい」

「へ？」

「というのは冗じよう談だんで、眠れてないならちょっと話し相手になってもらおうかと思ってさ。私も眠れなくてね。テアくんのテントどこだって聞いて回ったらここだっていうからさ。ねえ、少しお邪じや魔ましてもいいかな？」

「まあ、そういうことでしたら……」

　いかがわしい理由ではないのであればと、俺はサラさんを招き入れた。

　サラさんは仮面を外して俺の隣となりによいしょと座り込む。

「意外と快適だよね、一人用テント」

「サラさんにも用意されてました？」

「うん。でも眠れなくてね」

「仕方ないですよ」

　こんな環かん境きようで熟じゆく睡すい出来る奴やつなんてどれほど居るのだろうか。

「でもテアくんは仕方ないで済ませたらダメじゃない？　私は所しよ詮せん後方支し援えんでしかないけど、テアくんは作戦の要かなめなわけだし、ちゃんと眠らないとね」

「そうですね」

　そうだ……俺は立場を考えれば、なるべく体力を全快させなければならない。

「つまらない話を聞いてるとさ、なんだか眠くなってくるよね？」

「……学長のお話とか、お偉えら方がたのお話とか、そういうのですか？」

「そうそう。だから私も今からつまらない話をして、テアくんを寝かしつけてあげるよ。私自身、それで眠くなるかもしれないしね。テアくんは横たわってていいからさ」

　そう言われ、俺はお言葉に甘えて体を横にした。

「これはね、とある姉し妹まいに関するお話です」

　そんな風に前置きし、サラさんは丁てい寧ねいな口調で語り始めた。

「そのとある姉妹はよく喧けん嘩かをしていました。喧嘩の理由はいつも決まって、姉が妹の大事なモノを横取りするからでした」

　これって教官とサラさんの……？

「姉は強ごう欲よくでした。そうやっていつも妹の大事なモノを横取りし、満足していました。逆に妹には、それほど欲がありませんでした。姉に大事なモノを横取りされた瞬間こそ怒おこりはするものの、その後はきっぱりと諦あきらめてしまうような、無欲な子でした。取られたモノを取り戻もどそうとすることもなく、そのうち彼女は大事なモノを作らなくなりました」

「……どうせ取られるからですか？」

「そう。しかし年月が経たって大人になった妹は、とても大事なモノを見つけてしまいました。それは幼い少年でした。姉に大事なモノを取られてきた自分なんかよりも、その少年はよっぽどボロボロでした。少年は尊厳さえも奪うばわれていたからです。妹は、自分がその少年をどうにかしてあげなければならないと考え、少年を自分の中心に置きました。すると案の定、少し経ってから強欲な姉が少年のことを横取りに来ましたが、妹は昔と違ちがって姉に刃は向むかうようになっていたのです。この少年だけは取られたくないからと」

「……妹さんは、成長したってことですか？」

「成長というか、それだけ大事なモノが出来たってことかな」

　サラさんはそう言うと、俺の目を覗のぞき込んできた。

「だからテアくんはさ、必ず平和な世界でミヤを幸せにしてあげなきゃダメだよ？」

「やっぱり今の話って、教官とサラさんのことなんですよね？」

「まあね。バレバレだったよね」

「サラさんは……それでいいんですか？」

「ん？」

「横取りはせずに、潔いさぎよく諦めてしまうんですか？」

「それをズケズケと聞いてくる辺り、テアくんってホント罪な男の子だよね」

　呆あきれたように笑うサラさんだった。

「ま、妹のためなら諦めるべきでしょ。でもテアくんにその気があるなら隠かくれて二ふた股またしてあげてもいいけどね」

「お、俺は教官一択たくなので……」

「それなのに『潔く諦めてしまうんですか』って聞くテアくん鬼き畜ちく過ぎない？」

「す、すみません……」

「にひひ、ダメ男なテアくんにはちょっと罰ばつを受けてもらおうかな～」

「ば、罰？」

「そうだよ、赤ちゃん扱あつかいの刑けいに処す」

　な、なんだそれは……。

「まあ罰と言っても、恐らくは眠りを促そく進しん出来る奴だから安心して」

　サラさんはそう言うと、俺の頭頂部側に移動し、自らの膝ひざに俺の頭を載のせた。

　要するに膝ひざ枕まくらで、それからサラさんは俺の胸むな元もとを一定のリズムでとんとん叩たたき始める。

　確かに赤ちゃんのような扱いで照れ臭くさくはあるものの、これはなんだか……とても落ち着く。罰というより、ご褒ほう美びというか。

「どうかなテアくん、眠れそう？」

「これが続くようなら……」

「そう？　じゃあ続けちゃおっと」

　サラさんはそれからも、俺を膝枕したまま眠りへのいざないを続けてくれた。

「テアくん……明日からミヤのこと、頼たのんだよ？　私は戦えないからさ」

「……もちろんです」

　不意の言葉にそう返し、でも少し違うなと思って訂てい正せいする。

「しかし教官は……俺に守られる存在でもないです」

「え？」

「共に並び立って、共に歩む存在です」

「そっか……うん、そうかもね」

「それに、サラさんは戦えなくなんかありません。そりゃ戦せん闘とう能力は持ってないのかもしれませんけど……」

　それでも、サラさんもサミュエル家の人間だ。

　だったらきっと、その血には天使の力が宿っている。

　サラさんのこしらえた武器が絶大な威い力りよくを誇ほこっているのは、そんな天使の力が知らず知らずのうちにこしらえた武器へと込こめられているからなんだと思う。

　だから、俺が振ふるう二刀はサラさんの力も借りているようなモノなのだ。

　サラさんは戦えなくなんかない。

　常に一いつ緒しよに──戦ってくれている。

「ですから、明日も一緒に戦いましょうよ」

「うん……そうだね」

　サラさんは少し涙なみだぐんでいた。

　俺は次し第だいに眠くなっていた。

　サラさんは時折、鼻歌での子こ守もり唄うたを奏かなでてくれたりもして、それが俺には効いていた。

「おやすみ、テアくん」

　だから気が付くと、そんな言葉を耳にしたのを最後に──

「…………」

　俺の意識は眠りの底へと落ちていくのだった。
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　反はん抗こう作戦当日の朝を迎むかえた。

　日が昇のぼる前の早朝だった。

　目が覚めた俺は、サラさんに膝枕されたままだった。

　サラさんもその状態で寝落ちしていたからだ。

　この極ごく上じようの膝枕があればこそ、俺はぐっすり眠れたのだと思う。

「サラさん、ありがとうございました」

　予定されている全体起き床しよう時刻まではもう少し時間があった。だから俺はサラさんを起こさずにそう告げて、二刀を帯刀した状態で自分のテントから外に出た。

　近くを流れるせせらぎで顔を洗い、意識を完全に目覚めさせたあとは、すでに用意されていた朝食のこれまたスープをいただいて、腹を満たした。

　それから野営地の隅すみで素す振ぶりをしていると、次第に野営地全体が騒さわがしくなってきた。

　起床時刻を迎え、起きた者が増えているのだ。

　もうじき作戦が始まろうとしている。

　悪魔の軍勢はまだ見えないが、近くまで迫せまっているのは確実だろう。

　──やがて、作戦開始直前の全体ミーティングが開かれた。

　敵の予測進路やこちらの動き方を再確かく認にんし、最後に本作戦の総指揮官による鼓こ舞ぶの言葉が紡つむがれた。それに全体が沸わき立つ。人類連合軍の気合いは充じゆう分ぶんだった。

　そして日が昇ると同時に、反抗作戦は決行された。

　迎え撃うつのではなく、攻せめ上がる。

　人類が平和を手にするための、悪魔との最終決戦。

　その火ひ蓋ぶたが切られ、数千の前線部隊は野営地を出しゆつ立たつした。

　ローギニア大平原を越こえて、悪魔の領域に足を踏ふみ入れていく。

　まだ悪魔とは遭そう遇ぐうしない中での行軍。

　力を温存しろと言われている俺は、前線部隊の中でも最さい後こう尾びに近いところを歩かされていた。だがいざとなれば最前列に躍おどり出るつもりだった。

　教官とは一緒ではない。教官は恐おそらく前方に配置されている。シャローネやエルザもそうだろう。前線の主力たる《ラウンズ》は一番前だろうか。

　そんなことを考えつつ、ひとつ気がかりなのは……。

（……サタナキアはどうして戻ってこない？）

　昨日敵情視察に行くと言って飛んでいったっきり、サタナキアはまだ戻ってきていないのだった。帰りが遅おくれているだけなら構わないが、

（何かあったってことはないだろうな……？）

　サタナキアは悪魔側から完全に対策が取られている。

　この間のグラシャ＝ラボラスとの戦いでは手も足も出ていなかった。

　それでも下級中級程度の雑魚ざこ悪魔に手間取ったりはしないだろうが、恐らく極星一三将軍ノツクスジエネラルクラスの悪魔には敵かなわないはずだ。

　無茶な偵てい察さつをし過ぎて捕ほ縛ばくされた可能性はあるかもしれない。

　あるいは……。

（……サタナキアの裏切り自体が芝しば居いだった可能性）

　と考えたところで、俺は首を左右に振った。

　それはない……それはないはずだ。

　サタナキアが俺に向ける愛情は本物だったと思う。

（……帰りが遅れているだけか、捕つかまったかだ）

　前者であることを祈いのりつつ、俺は行軍を続ける。──すると。

「──前方ッ、悪魔だ！」

　誰だれかがそう叫さけんだ。

　前方を注視する。

　一キロほど先に黒い影かげがうじゃうじゃと確認出来た。

　地平線を埋うめ尽つくさんばかりの、大軍勢。

　悪魔だった。

　ついに遭遇した。

　命のやり取りがもうすぐ始まってしまう。

　俺は居ても立っても居られず、前に向かった。

　おい、と呼び止められても振り切った。

　やはりいざとなってから前に出るのでは、きっと助けられない命が出てしまう。

　いや、きっと最初から俺が前に居ても助けられない命は出てしまう。

　それでもやれることは充分にやっておきたいから。

　誰かが手て遅おくれになってから前に出るだなんてイヤだから。

　だから、俺は前に向かう。

　俺は最初から最前線で戦う。

　力ある者が前に出なくてどうする。

　力ある者が道を切り拓ひらくのが道理に決まっていた。

「ちょ、テア。なんで前に来てんの！」

　隊列のさなかにシャローネが居た。横にはエルザも居る。

「昨日言ったろ、俺は前に出て一緒に道を切り拓く。後ろになんか居られない」

「命令違い反はんじゃないの？」

　とエルザが言う。だから俺は頷うなずいた。

「それがどうした？」

「開き直ってるし！」

「そもそもが俺に頼たよりきった作戦なんだ、俺のわがままくらい通させてもらう」

　それに俺の体力が舐なめられ過ぎている。俺の体力はもうそこまで低くない。温存なんかしなくても充分だ。

　シャローネたちも振り切って、俺はもっと前に進んでいく。

　すると隊の最前列が見えてきた。突とつ破ぱ力のある猛者もさを集つどわせているそこには、案の定《ラウンズ》の姿があった。そして教官の姿もそこにある。

「テアくんあなた、前に来てしまったの？」

「すみません教官、これはずっと考えていたことなので」

　周りにだけ道を切り拓かせるような真似まねはしない。

　俺も一緒に切り拓く。

　昨日からずっとそう考えてきたのだから。

　──周りでは、《ラウンズ》を始めとした前衛の者たちが動き始めていた。

　陣じん頭とう指揮官含ふくめて、俺を咎とがめる者はもはや居なかった。

　お前も来るなら来い、その方が助かると言わんばかりに、皆みな、俺を戦場に引きずり込むかのように先陣を切って突とつ撃げきしていく。

　人類の反抗。

　狙そ撃げき手しゆ部隊を後衛に残して、前衛は一気に攻め上がっていく。

「教官、俺たちも行きましょう」

「そうね……共に戦うと決めたんだものね」

　これが正解だわ、と頷いて、教官は俺と共に駆かけ出した。

　地平線いっぱいに広がる悪魔の軍勢を突破する。

　それが目下の目標。

　そうしなければルシファーにはたどり着けないし、平和など訪おとずれない。

　俺は二刀を構え、自分の状態を血の活性へと至らせる。

　赤い燐りん光こうを発し始めたであろう俺の瞳ひとみは、前だけを見み据すえる。

　その前方ではすでに衝しよう突とつが発生していた。

　いの一番に斬きり込んだ《ラウンズ》たちの近接攻こう撃げきが、たったのひと振ふりだけで一〇〇体以上悪魔を両断していた。

　他ほかにも多方面で武力がぶつかり合っている。

「乗り遅れるわけにはいかないわね！」

「はい！」

　俺と教官は一気に間合いを詰つめていく。俺は血の活性ゆえの速度で、教官は母さんに引き出された天使の力を十全に利用し──

　詰め寄ると共に斬った。

　斬り伏ふせ、斬り飛ばす。

　悪魔の軍勢に斬り込んでいく。

　久しぶりの二刀が、手に馴な染じむ。

　馴染んだその手で悪魔を切り刻み、人類側を少しでも優位な戦せん況きように変えていく。

「──貴様がテア・フォードアウトだな？」

　その時だった。

　足元に魔ま弾だんが撃ち込まれ、俺は飛びすさる。

　視線を宙に向けるとそこには──

　サタナキアに近い二〇〇枚程度の羽を持つ、人語を発する雄お型悪魔の姿があった。

「お前は……」

「我が名は極星一三将軍ノツクスジエネラルアスモデウス。この軍勢を率いる長だと言っておこう」

「そうか」

　ならば──

「──お前を倒たおせばこの軍勢は瓦が解かいするな？」

　俺は王おう翼よくを展開する。

　六六六枚の、ルシファーの血を受け継つぐ証あかし。

　だが現状の王翼はこれまでとは違ちがう。

　母さんの力を受け継ぎ、天使もかくやの純白となったその羽で、俺は宙に浮うくアスモデウスに一いつ瞬しゆんで迫ると両手足を斬り飛ばした。

「ぐが……っ？」

　アスモデウスは何が起こったのか分かっていない表情だったが、その表情さえも直後には消える。文字通り、俺がお返しの魔弾を放って顔を潰つぶしたのだ。

　口ほどにもない。

　アスモデウスは胴どう体たいだけの状態となって地面に落ち、息絶えた。

　しかし悪魔の軍勢は止まらない。

　瓦解しなかった。

　恐らくは現場のトップが死んでも侵しん攻こうを継けい続ぞくするよう指示が出されている。

　ならばと、俺は母さんの力を借りる。

　天候魔法に天術を混ぜて──聖なる雷かみなりを軍勢の只ただ中なかに落とした。地に落ちたあとは悪魔だけを標的として稲いな妻ずまが連れん鎖さするように駆け巡めぐり、悪魔の命を数百単位で奪うばい取っていく。

「これが今のテアくんなのねっ、頼たのもしいわ！」

　教官が快活にそう言ったのが聞こえてきた。

「──でも減ってないわよ！」

　そう、減っていない。

　一気に数百単位の命を奪っても、それは言うなれば砂さ漠ばくの砂をひと握にぎりだけ外の地域に排はい出しゆつしたようなものだった。

　つまり、局面としては何も変わっていない。

　悪魔は依い然ぜんとして数の暴力を振ふるっている。

　強い個体はアスモデウス以外にも居るようだが、それが一番の脅きよう威いかと言えば違う。

　相手がルシファーでないなら、強い個体程度は《ラウンズ》でも仕留められる。

　一番の問題は数だ。

　悪魔の脅威は何よりも数だった。

　追加の軍勢が彼方かなたより迫せまっているのが見えた。

　俺がどれだけ強くても、周りがどれだけ頼もしかろうとも、数の前には勢いが堰せき止められてしまう。

　分ぶの悪い消しよう耗もう戦だ。

　強さで言えばこちらも負けてはいない。

　なんなら個の戦せん闘とう力はこちらが上だろう。

　しかし──

　教官が幾いくら薙なぎ払はらっても、他の者たちがどれだけ奮ふん闘とうしていようとも、埒らちが明かない。

　切り拓けない。

　悪魔を舐めていたわけではない。

　むしろ最大限に警けい戒かいしているからこそ、俺はこうして前に出てきた。

　今一度聖なる雷を落とし、それとは別に大質量の魔弾を広こう範はん囲いに撃うち放つも──

　それでもなお、減らない。

　一瞬だけ虫食いのようにぽっかり悪魔が居なくなっても、次の瞬間にはうじゃうじゃとその空白地帯が埋められてしまう。

　悪魔は彼方から迫ってくるだけじゃない、とここで気付いた。

　……湧わいている。

　地面から湧いているのだ。

　悪魔という生命が、雑草のように芽め吹ぶいてくる。

（……──聞いたことがある）

　悪魔は交配以外の方法でも生み出されることがあるのだと。

　それは悪魔の領域に侵入者が現れた際、その侵入者を食い止めるために侵入者の規模に合わせた使い魔の錬れん成せいが無む尽じん蔵ぞうに行なわれるという一種の召しよう喚かん防衛術らしい。

　その術を駆く使しするのは確か、極星一三将軍ベルフェゴール。

　そいつ自身は一いつ切さいの攻撃手段を持たないが、その使い魔召喚による物量防衛のえげつなさゆえに極星一三将軍へと上り詰めた悪魔だと聞いている。

　だとすれば──

（この戦場のどこかに……）

　いや、もっと後方の安全圏けんにでもベルフェゴールが居て、この無尽蔵の使い魔召喚を行なっているのかもしれない。

　使い魔の召喚さえ止められれば、情勢は変わるだろう。

　召喚以外の軍勢も当然大部分を占しめているのだが、使い魔が消えるだけで恐おそらく悪魔の数は今の半数以下になるはずだ。

「教官っ、無尽蔵召喚の使い手が敵領域後方のどこかに居ると思います！　そいつを叩たたいて召喚を止められれば、こちらはまだ攻せめられます！」

「なるほど、ベルフェゴールね」

　周囲の悪魔を一いつ閃せんしつつ、教官は頷いた。

　俺たちの会話を聞いていた陣頭指揮官が、俺に指示を出してくる。

「ならばテア・フォードアウト、貴君は飛んで領域を進め！　そしてベルフェゴールを討うってくるのだ！　ここは我々に任せろ！」

「それは……」

　俺は返事をためらってしまう。ここから俺が居なくなって平気だろうか。誰だれも死なないように守ると決めたのに、俺がここを離はなれてしまっていいのだろうか。

「案ずるな！」

　俺の思考を見み越こしたかのように、陣じん頭とう指揮官が意い気き軒けん昂こうに言った。

「《ラウンズ》を筆頭にこの場は意地でも死守する！　誰も死なせん！　テア・フォードアウトっ、貴君の想おもいは我々が引き継ぐ！　貴君は一刻も早くベルフェゴールを倒してくるのだ！」

「──っ、イエスマイロード！」

　陣頭指揮官の言葉を信じて、俺は瞬時にそう決断した。うだうだしている暇ひまはないし、ベルフェゴールを最速で倒せばこの場に対する何よりの援えん護ごになるからだ。

「──テアくんっ、私も行くわ！」

　銃じゆう剣けんを炸さく裂れつさせて悪魔を撃ち抜ぬきながら、教官が俺を見上げてくる。

「足は引っ張らないからっ！」

　足を引っ張るどころか、今の教官は天使の力によって《ラウンズ》と同等かそれ以上の戦力だと思う。

　だからこそ、この場に残って皆を力で引っ張って欲しいという思いもあるが──

「テア・フォードアウトっ、彼女を連れてゆけ！　この場よりも奥の方が危険なのは確実だろう！　二人で乗り越こえてこい！　この場は我々だけで充じゆう分ぶんだ！」

　陣頭指揮官がそう言ってくれた。

　そんな言葉に感謝しつつ、何よりこの場に残る全員の底力を今一度信じて、俺は教官の手を取って先に進むことにした。

「──行きますよ教官！」

「ええ！」

　俺は教官を片かた腕うでに抱だきかかえ、王翼を広げて飛ひ翔しようする。

　まずやるべきはベルフェゴールの討とう伐ばつ。

　そいつが居そうな場所を探すべく、俺は教官と共に悪魔の領域を進んでいく。




　結論から言えば、ベルフェゴールは割とすぐに見つかった。

　ある程度悪魔の領域を進んで上空から地上を俯ふ瞰かんした際、とある古城を中心に大規模な魔方陣が展開されていたのだ。魔方陣の外周に召喚スペルが記されているのが今の俺には読めたので、怪あやしいと考えて古城に突とつ貫かんしてみれば、その広間には揺ゆり椅い子すに座る老悪魔が一体存在していた。護衛の使い魔も存在していたが、すでに蹴け散ちらしている。

「ベルフェゴールだな？」

「いかにも。わしも潮時か」

「楽に死んでくれ」

　ベルフェゴールはそいつ自身は攻こう撃げき手段を持たない悪魔だという話だ。まして老体だというなら、そんな悪魔を痛め付けて殺す趣しゆ味みは俺にはなかった。

　魔力を吸収し、枯こ渇かつさせて、永遠の眠ねむりについてもらう。

「良かろう。抵てい抗こうはせん」

「足あ掻がかないことを美徳とするか？」

「違うな。わしはただ、もうルシファー様に休んでいただきたいだけだ」

「何……？」

「お主、テア様であろう？」

　ベルフェゴールは静かに言った。

「その手で、もう終わらせてくれ」

　……終わらせてくれとは一体なんだ。

　悪魔のくせに自分たちの王の破は滅めつを望むのか……？

「……言われずともそうする」

　困こん惑わくしつつも、俺はそう応じるしかなかった。

「ならば良かった」

　そう呟つぶやいたかと思えば、ベルフェゴールは俺に魔力を吸収されるよりも先に、隠かくし持っていったナイフで自らの首を掻き切った。

　教官が悲鳴を上げる中で、ベルフェゴールが息絶える。

　……俺に始末されるくらいなら、というわけか。

　名めい誉よの死だ。敵ながらその潔いさぎよさには敬意を表したい気分だった。

「しかし……」

　自殺されてしまったこと自体は良くもない。

　何か聞き出せるかと思ったが、聞き出せなくなった。

　ベルフェゴールは終わらせろと言っていた。

　王の破滅を望んでいた。

　そういえば母さんが、ルシファー自身も悪魔の破滅を望んでいるのだと言っていなかったか……？

「ルシファーは一体何を……」

　何を考えて、何を隠している？

　分からないことだらけだ。

　だからこそルシファーのもとにたどり着き、俺は直接聞き出さなければならない。

「でも……これで、ベルフェゴールは死んだわけだし、使い魔まの無尽蔵召喚は止まったはずじゃない？」

「……ですね」

　色々と分からない中で、それだけは確かなことだった。

　俺たちは古城の外に出て、人間領の方角を見み据すえる。

「これからどうするべきかしら。みんなのところまで戻もどってみる？」

「いや、俺たちは先に進みましょう」

　使い魔が消えたからには、あの戦場は人類の優勢に転じたことだろう。

　今いま更さら俺たちが戻っても、その意味は薄うすい。

　戻るくらいだったら、このまま領域の内部で暴れた方が意味はある。

「それに、サタナキアを見つけないといけないので」

「そういえば昨日から見てないわね。心配だわ」

「だからサタナキアを見つけるためにも、俺たちは進みましょう」

「そうね、戻るよりは前進あるのみだわ」

　こうして俺と教官は悪魔の領域を奥の方に進み始めた。

　前線の方に出で払はらっているのか、この辺りには悪魔の姿がまったくなかった。

　前線の混こん沌とん具合が嘘うそのように、周囲は静かだった。

「悪魔の領域って、意外と景色が綺き麗れいよね」

　目立たないようにすることと、力を温存する意味も込こめて、今は飛んでの移動はせず、大地を駆かけている。

　確かに綺麗だった。悪魔の軍勢とぶつかり合った地域の景色は単なる荒こう野やだったが、今は色とりどりの紅葉もみじがひしめく野山のフィールドだった。

　先ほどの古城も湖こ畔はんに佇たたずむロケーションだったし、風ふ情ぜいがあるというか。

「開かい拓たくがそれほどされておらず、昔ながらの自然が残っているんだと思いますよ」

「自然からすれば、人間よりも悪魔の方が善だったりしてね」

「かもしれませんね」

　俺たちは笑い合う。

　少し余よ裕ゆうが生まれてきたかもしれない。

　しかし気を抜くような真似はせず、前進を続けていく。──そのうち。

　お腹なかが空すいてきたので、ちょっと休きゆう憩けいを挟はさんで先日買っておいた高カロリー戦場食をポーチから取り出し、俺たちはそれを昼食とした。

「……マズいわね」

「まあ栄養を満たすためだけのモノですから」

　食べたあとはまた移動を開始する。

　相変わらず悪魔は現れない。

　快適な移動が続く。

　やがて日が暮れてくると、俺たちは野営出来るポイントを探し始めた。見知らぬ土地、しかも敵領域内で夜間に活動するのは危険であるがゆえに、もう休むことにしたのだ。

「こことかいいんじゃないかしら？」

　教官が見つけたのは、綺麗な泉のほとりだった。

　木々に囲まれた空間で、どこか安心感がある。水があるのも大きい。

　俺に異論などあろうはずもなく、そこを野営地とすることに賛成した。

　日が完全に落ちてしまう前に、とりあえず焚たき火だけは用意して、俺たちは夜の時間に備えた。

「前線部隊は大だい丈じよう夫ぶかしら」

　焚き火を挟んで対面に座る教官が、ふとそう言った。

「もうあの軍勢をしりぞけられていればいいけど」

「大丈夫だと思いますよ。使い魔は消えて、こっちの増ぞう援えんも送られたでしょうし。そりゃ多少は死傷者が出ているかもしれませんけど……」

　それでも、しりぞけたとは思う。問題は疲ひ労ろうがかなり残っているだろうから、俺と教官への増援は期待出来ないということだ。

　しかしそれは構わない。元々そういう作戦だったのだ。俺がこのままルシファーのもとにたどり着ければそれでいい。

「テアくんは疲つかれてない？　平気？」

「大丈夫です。教官こそ疲労はありませんか？」

「平気よ。テアくんと一いつ緒しよだからね」

　嬉うれしいことを言ってくれる教官だった。

　そういえばこんな状じよう況きようではあるが、今思えば二人きり。

　だからなんだという話だが、意識すると若じやつ干かんどぎまぎしてしまう。

「ねえテアくん、隣となりに行ってもいいかしら？」

「それはまあ、別に構いませんけど……」

「じゃあちょっと失礼して、っと」

　教官が隣にやってきた。

　肩かた同士が触ふれ合うほど近くに教官はおいしょと座り込む。

「なんで隣に来たんですか？」

「ダメだった？」

「い、いや、構わないって言いましたし……ただ、教官が隣に来る理由って特になかったような気がして……」

「理由がなきゃダメなの？」

　教官が俺の目を覗のぞき込んでくる。

「理由がなきゃ、隣に来ちゃダメ？」

「そ、そんなことはないです」

「じゃあ隣に居てもいいわよね？」

　ふふ、と勝ち誇ほこったように笑いながら、教官は俺の腕うでをさすってくる。

「ちょっと筋肉が張ったりしてない？　疲れてないって言ったけど、疲労は自分でも気付かないところにも溜たまっていたりするものよ？」

「ほんとに大丈夫ですよ。問題ありません」

「じゃあ逆に私が、マッサージしてもらってもいいかしら？」

「え？」

「さっき平気って言ったけど、やっぱりちょっとだけ疲労が溜まっていてね」

「そうでしたか」

　教官は天使の力を駆く使ししてのぶっつけ本番初実戦だったので、いつもより少し疲労の度合いが濃こいのかもしれない。

「じゃあマッサージさせてください。先日と逆ですね」

「ええ、お願いするわ」

「俺のマッサージって、多分上手うまくはないと思いますが」

「構わないわよ。適当にぐぐっと押してくれればそれでね」

　言いながら、教官は立ち上がって制服を脱ぬぎ始めた。──え？

「な、何やってるんですか!?」

　なんで教官は制服を脱いでいるのか……！

「んー？　だって直接肌はだを押してもらった方が効きそうじゃないかしら？　それにこの制服って生き地じが分厚いんだもの。このままじゃ押しづらいでしょ？」

　だ、だからって脱ぐのか……。教官はすでに俺に背を向け、上着を脱いで、タイトスカートにまで手をかけようとしていた。

「し、下は脱がなくてもいいのでは……！」

「でもお尻しりをほぐして欲しくなるかもしれないし、一応ね」

　そう言ってタイトスカートまで脱いでしまうミヤ教官。

　黒いショーツに包まれた、ぷりんとした臀でん部ぶがもろに見えてしまい、俺は慌あわてて目を背そむけざるを得ない。酔よっていないのに大だい胆たん過ぎる……。これもあれだろうか、関係性が多少進んだ影えい響きようのひとつなのか……？

「あら、別に目を逸そらさなくてもいいんじゃないの？」

「で、ですが……」

「テアくんになら見られてもいいんだもの。他の誰だれかには絶対にイヤだけどね」

　教官はそう言うと、ふかふかに生おい茂しげる雑草の上にうつ伏ぶせで寝ね転ころがった。

「よいしょっと。じゃあテアくん、マッサージをお願い出来る？」

「りょ、了りよう解かいです……」

　一度引き受けた手前、やっぱりやめたというわけにもいかない。

　俺は大人しく教官の真横に移動し、膝ひざ立ちとなった。

　砂すな浜はまで日焼け止めを塗ぬった時をなんとなく思い出す。

　目の前にはすべすべの背中と、割れ目が少し見えたお尻。

　……視覚的な破は壊かい力が凄すさまじい。

「えっと……どこをどう押せばいいですか？」

「肩を押して欲しいかな。肩けん甲こう骨こつよりも上の辺りをぐいぃ～ってね」

「ぐいぃ～ですか……」

　俺はとりあえず両の親指を立てて、教官の肩に添そえた。

　それから意を決して刺し激げきを開始する。

「んっ」

「い、痛くないですか？」

「平気よ。むしろもう少しくらい強くてもいいかもしれないわ」

　そう言われ、俺は親指に更さらなる力を込めた。

「あっ、いいわね。それで一点集中はせずに、肩の辺りをまばらに押してくれる？」

「こ、こうですか？」

　肩の色んな部分に親指を持っていく。

「そう、そうよ。んぅっ、いいわね。すごい、すごいわ、あぁんっ、すごい……」

　教官が悶もだえていた。

　なんというか、少しなまめかしい……。

　単なるマッサージでしかないのに、イケナイことをしている気分になってくる。

　あまりに反応が良くて怖こわいので、少し別の場所を押してみることにした。

「きょ、教官、腰こしとかどうですか？　ほら、凝こってそうですし（ぐいぐい）」

「そうね。でも腰よりはお尻を解きほぐして欲しいかも」

「お、お尻ですか？」

　早さつ速そくその要求が来てしまったのか……。

「厳密に言えばお尻と太ももの間辺りかしらね。散々足を動かしたから、そこらへんが少し張っている感じがあるの」

「なるほど……その部分に関してもぐいぐい押す感じでいいですか？」

「んー、揉もむ感じがいいかもしれないわね」

「……揉むですか」

　確かに揉んだ方が効きそうではあるが、難易度が高いぞ……。

「さあ、やっちゃってちょうだい」

　教官がお尻をぷるんと揺ゆらした。

　目に毒過ぎるその光景をなるべく見ないようにしつつ、しかし次のマッサージ箇か所しよがそこなので結局食い入るように見てしまいながら、俺は教官のお尻に両手を伸のばしていく。

　そして太ももとの間辺りにぴとりと手のひらを付けて、揉み始めた。

　や、柔やわらかい……。葬そう撃げき士しとして体を鍛きたえているにもかかわらず、健康的なぷにぷに感がこれでもかというほどに押し寄せてくる。ずっと触さわっていたいと思える反面、こんな風に触ってしまって本当にいいのだろうかと罪悪感が芽生えてきた。

「教官、その……平気ですか？」

「うん、良い感じよ。気持ちいいわ」

「イヤじゃないですか？」

「ん？　イヤじゃないわよ。イヤだったら最初から頼たのんでないし」

　教官はそう言って小さく笑った。

「テアくんにならこうやって触られても平気なの。いきなり変なところを触ったりしても怒おこらないから、勇気があるならやってみてもいいわよ？」

「そ、それは遠えん慮りよしておきます……」

「もぅ、紳しん士しなんだから」

　……果たして紳士なんだろうか？

「んぅー、それにしても本当にいい気分だわ」

　教官はリラックスしたようにぐでーと力を抜ぬいていた。

「ここが悪あく魔まの領域だなんて思えないくらい」

「ほんとですね」

　こんなにのどかな時間を過ごしてしまっていいのだろうかと思ってしまうほどだ。

　しかしこれから訪おとずれる夜の時間はむやみに活動出来ないのだし、これくらいリラックス出来るならそれに越こしたことはないはずなのだ。

　明日またきちんと動くためにも。

　教官へのマッサージは、それからもしばらく続いた。




「ふぅ、マッサージはもういいかもね」

　そんな言葉が告げられたのは、辺りがすっかり暗くなってきた頃ころのことだった。

「テアくん、ご苦労様。すっかり体がほぐれた気がするわ」

「それなら良かったです」

　教官を癒いやせたのなら万ばん々ばん歳ざいだ。

「じゃあ私はこのままお風ふ呂ろに入っちゃおうかな」

「……お風呂ですか？」

　そんな上等なモノはどこにも存在しないのだが……。

「まあお風呂というか、すぐそこの泉ね」

「あぁ……」

　そういうことか。確かに水浴びには最適な泉だろう。とはいえ、そこで水浴びされたら色々と見えてしまう気が……。

「テアくんが今なんの心配をしているのかが手に取るように分かるわ。安心なさい。なんのために暗くなるまで待ったと思っているの？」

「え？」

「ちょっとそこに居なさいね」

　教官はそう言うと、俺に背中を見せながら下着を取り払はらって一いつ糸しまとわぬ姿になってしまった。隠かくされていたお尻が全開にされ、俺は思わず動どう揺ようしてしまう。

「ちょ、ちょっと教官……っ？」

「大だい丈じよう夫ぶだから。ね？　そこで見ててちょうだい」

　教官はそのままちゃぷちゃぷと泉に入り込んでいく。

　すると、教官の言いたかったことがすぐに理解出来た。

「見えない……」

　そう、焚たき火の明かりが泉の中までは届かず、現在の教官はほぼ暗くら闇やみと同化していた。

「ね？　大丈夫でしょ。これなら何も心配はいらないわ」

「確かにそうですね……」

　だが、裸はだかの教官がそこに居るという事実は疑いようのないモノであって、だから裸ら体たいが見えなかろうとも意識はしてしまう。

　そんな中で教官は──

「ねえテアくん……どうせなら一いつ緒しよに水浴びしない？」

　と、少し恥はじらうような声で、度ど肝ぎもを抜く提案をしてきたのだった。

　ど、どういうことだ……。

「な、なぜ一緒に……？」

「あぁ、えっとね……特に理由はないの。それでも強しいて言うなら、ただ単に、好きな人と一緒に水浴び出来たら楽しいかな、とか、そう思っただけの話であってね……」

「そ、そうですか」

「普ふ通つうなら……こんなお誘さそいはかけないのよ？　……でもほら、この暗闇ならお互たがいが近くに居てもよく見えないと思うから、一緒に水浴びしても平気かなあ、って……」

　確かに見えないと思う。夜よ目めが利きいてきたとしてもたかが知れているくらい、焚き火の明かりが届かない場所は暗い闇やみに覆おおわれているから。

「け、けどもちろん、強制なんてしないからね？　テアくんがイヤなら全然拒きよ否ひしてもらって構わないし……」

「俺は……」

　そう言われ、実際に拒否を選せん択たくしたら教官に恥はじを掻かかせた状態になるのはさすがに俺でも分かってしまう。据すえ膳ぜん、とは少し違ちがうのだろうが、それでも教官はきっと、勇気を振ふり絞しぼって今の提案をしてくれたのだろうし。

　こんな時だからこそ、教官は精せい一いつ杯ぱい俺に構ってくれているんだと思う。

　貴重な休息時間に殺さつ伐ばつとした現実を見なくても済むように。

　マッサージを頼んできたのだって、実際に疲ひ労ろうがあったこととは別に、そんな思おも惑わくの一いつ環かんだったのかもしれない。

　多分、精神面で俺を支えようとしてくれているんだ。

　だったら──

「じゃあ……ご一緒してもいいですか？」

　その支えに、俺はどっぷりと寄りかかるべきなんだろう。

　そして寄りかかりつつ、俺も支えるべきなんだと思う。

　それが、共に並び立つということな気がするから。

「ほんとに？」

　教官が暗闇の中で嬉うれしそうに笑う気配が伝わってきた。

「ええ、もちろんいいわよ。じゃあおいで？」

　優やさしい声で呼ばれた。

　だから俺も制服を脱ぬいで、裸になった。

　暗闇の泉に足を踏ふみ入れ、教官の近くに歩み寄っていく。

「ふふ……いらっしゃい」

「やっぱり見えないですね……安心しました」

　シルエットがぼんやりと見える程度だった。これなら夜目が利いたところで、輪りん郭かくが多少くっきりとするだけだろう。

「というか、意外と浅いですね……」

「せいぜい脛すねの辺りまで浸つかる程度だものね……じゃあどうしよっか。お互いの体を濡ぬらしっこする？」

「ぬ、濡らしっこ？」

　語感がヤバいぞ……。

「て、テアくんったら変なことを考えたらダメよ？　単純に水をかけ合って相手の体を綺き麗れいにしてあげるだけなんだからね？」

　教官はそう言うと、俺にぱしゃと水をかけてきた。それから俺の体を素す手ででぬぐい始めてくれる。汚よごれを落とすような所作で教官の指が胸むな元もとや腹部を這はうたびに、俺は気が変になりそうだった。

「これがお手本ね……ほら、テアくんもやってみて？」

「や、やるんですか？」

「……当たり前でしょ？」

「は、はい……」

　殺伐とした現実を今だけは忘れさせようとしてくれている教官の気持ちから逃にげるのはもってのほかなので、俺は挑いどむ。

　教官に体をこすられながら、俺も教官に水をかける。肩かたの辺りにかけたつもりだ。俺はその部位に手を這わせ、教官の汗あせや砂汚れを落としていく。

　少しずつ、こする範はん囲いを広げていく。──と。

　ふに、と柔らかな感かん触しよくにほどなくぶつかり、俺はサッと手を引いた。

「す、すいません……」

「だ、大丈夫、平気だから……」

　教官は俺のへそ辺りをこすりながら、気き遣づかうようにそう言ってくれた。

「テアくんになら触られても平気だから……ね？　遠慮しなくていいから、触って？」
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　どこまでも優しい声だった。

　だから俺は続けてしまう。

　男としてあらがえない感覚に包まれながら、教官の胸に指を這わせる。

　乱暴な扱あつかいだけはしないように気を付けて。

　それでも教官を味わうようにその体を触り続ける。

　気が付くと、どちらからともなくキスもして──

　この時間だけは間違いなく、あらゆる苦く悩のうを忘れさせてくれる至し極ごくの楽園と言えた。




　その後──水浴びを終わらせた俺と教官は、普通に衣服を着用し、例の味気ない戦場食を夕飯としていただいた。

　夕飯のあとは特に何をするでもなく、睡すい眠みんの時間に充あてることにした。二人とも同時に寝ねるといざという時に対処が出来なくなるので、交こう替たいで仮か眠みんを取っていく。

　そんな感じで無事に夜が過ぎ去り、俺たちは朝を迎むかえた。

　また殺伐とした現実に──戻もどる時がやってきた。

　それでも俺たちは進むことをやめない。

　果たすべき使命のために、教官と共に悪魔の領域を前進していく。








第五章　ツンとした承しよう認にん









　泉の野営地を発たってから数時間が経過した。

　悪あく魔まのほとんどの戦力は前線に出で払はらっているようなので、やはり悪魔との遭そう遇ぐうは今のところ確かく認にん出来ない。しかし内地には強めの個体が残されていてもおかしくないはずだ。今はまだ苦戦せずに進めているが、ぼちぼちひと山ありそうな気がする。

「それにしても、サタナキアは結局戻ってこないわね」

「……はい」

　サタナキアが行方ゆくえ知れずになってからもう二日だ。

　さすがにもはや楽観視はしていない。

　偵てい察さつの帰りが遅おくれている、という可能性は極きわめて低いだろう。

　何かがあったのだ。

　だが、何があったのかは分からない。

　サタナキアの消息のヒントは見つかっていない。

　それでも奥に進めば何かが分かるはずだと考えて、俺たちは先を目指す。

　そのうち、ひび割れた荒こう野やが眼前に見えてきた。

　殺風景で何もなく、生命の営みを感じない。

　そこに、足を踏み入れた一いつ瞬しゆん後──

「────」

　どうして気が付かなかったのだろう、と思った。

　俺は今、荒野は殺風景だと言った。

　しかし、そうではなかった。

　殺風景で味気ない、ともすれば色のない世界とも言えるその場所には、ひとつだけ色が存在していた。

「あれって……」

　教官も気付く。

　荒野の中央にぽつりと佇たたずむ、それ。

　一瞬前までは居なかったのか、あるいは居たのに気付けなかっただけなのか。

　いずれにせよそこには──

「……サタナキア、よね？」

　そう、サタナキアが佇んでいたのだ。

　漆しつ黒こくの羽を舞まい広げ、ややうつむき加減に突つっ立たつサタナキア。

「もぅ……あなた何をしていたのよ。無む駄だに心配かけて……」

　教官がそう言ってサタナキアへと近付こうとしていく。

　だから俺は──

「待ってください」

　そんな教官を手で制した。

「え？」

　教官がキョトンと俺を見つめてくる。

「……どうしたの？」

「様子が変です」

　あれは紛まぎれもなくサタナキアだが、何かがおかしい。

　二日ぶりに俺と再会したとなればあんな風に黙だまり込んだりはせず、喜び勇んで猪いのししのように駆かけ寄ってきてもおかしくはないはずなのだが、そうはしてこない。

　それどころか、直後には──

　空気を震ふるわせるような圧力を感じた。

　待ち侘わびたぞと言わんばかりの、それは殺気だった。

「な、何……なんでサタナキアが私たちを威い圧あつしているの……？」

「分かりません……──ですが、来ます」

　サタナキアがどうして俺たちを敵視しているのかは分からない。

　だがひとつだけ確かなことは、対処を誤ればすぐに殺されてしまうということだ。

　サタナキアは時間を止められる。

　敵としてこれほど厄やつ介かいな能力もない。

　俺たちは対策を取っていない。

　次の瞬間には命を奪うばわれていてもおかしくない。

　だからそうはさせないために、俺は母さんの力を借りる。

　──狭はざ間まの世界。

　あの世とこの世の狭間──母さんが残留思念として留とどまっていたあの空間を、俺はこの場に再現した。

　荒野の景色がどこかに消え去り、俺たちは宇宙を彷ほう彿ふつとさせる異空間に移行していた。

「これでお前は自じ慢まんの時止めが使えないはずだ」

　サタナキアの時止めは現実世界の法則に従って時を止めているはずなのだ。

　ならばそれへの対たい抗こう策としては──現実世界とは別の位相で戦うこと。

　現実世界と切り離はなされたこの空間であれば、この空間独自の法則に邪じや魔まされてサタナキアは時を止められない。

「なるほど」

　サタナキアは初めて声を発した。自分の体を睨にらむように見下ろし、冷れい淡たんに呟つぶやく。

「存外使えん体だな。こんなにもあっさりと強みを封ふうじられるとは、所しよ詮せん裏切り者というわけか」

「……何？」

　サタナキアは自分をなじった。しかもどこか客観的な言い草だった。それはまるで他人の体に対して文句を言っているかのようであって──

　そもそもが、サタナキアの口調と違ちがっていた。

　と、すれば──

「あなた、誰だれ！」

　教官が強い口調で尋たずねていた。どうやら教官も中身が違うことに気付いたらしい。

　そう、今目の前に居るのはサタナキアであってサタナキアでないのは自明の理。

　恐おそらくは別の意識が入っている。

　──乗っ取られている。

「さて、誰だと思うね？」

　サタナキアを乗っ取っている誰かは、ひょうひょうと問いかけてくる。

「だがまあ、誰でもよいのではないかね？　この裏切り者の手で無ぶ様ざまに殺される未来は変わらんのだしな。何も知らないまま死ぬというのもこれまた一興であろう？」

　サタナキアを騙かたる誰かが周囲に幾いくつもの魔ま方ほう陣じんを展開していく。そのひとつひとつが即そく死し級の威い力りよくを誇ほこる魔ま弾だんの射出口だと察した次の瞬間には──

　──放たれる。

　しかし俺たちは刃やいばですべてを弾はじき返した。

「ほぅ」

「抵てい抗こうはやめろ。強さは俺たちが上だ。お前が厄介なのはサタナキアに入っているというその一点に過ぎない」

「だが、その一点が厄介だと思うのだがどうだね？」

「そうだな」

　否定は出来ない。

　その厄介さが大問題だ。
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　なんせサタナキアの体は本物であるがゆえに下手に攻こう撃げきが出来ないのだから。

「テアくん、こいつは恐らく極星一三将軍ノツクスジエネラルのベリアルよ」

「……体を持たぬ者、ですか」

　精神遊泳の能力で他者の体を渡わたり歩くベリアルには、もはや本体が存在しないと言われている。そして今はサタナキアの体を自分のモノにしている、ということだろう。

「こちらの正体が分かったところで何も出来まい？」

　自分がベリアルであることを暗に認めつつ、そいつはサタナキアの顔で笑った。

「確かに強さはそちらが上かもしれない。だが、それがどうしたね？　こちらを殺すとあらば、それはサタナキアの死も意味するのだ」

　……その通りだ。

「くく、私もろとも殺すかね？　しかしそのようなことは出来ぬであろう？　そちらはこのサタナキアに情があるのだしな」

　情があると理解しつつサタナキアを利用しているあたり、ベリアルはよく言えば狡こう猾かつであり、悪く言えば外げ道どうだった。

　停てい滞たいしている。均きん衡こうしている。狭間の世界に引き込めたおかげでサタナキア最大の武器である時止めを封じ込めることに成功した一方で、ベリアルがサタナキアの体を保持している限りこちらも下手に動くことは出来ない。

　そんな中でベリアルは──

「ではこうしよう」

「何がだ？」

「今から条件を出す。それを飲めばサタナキアを解放してやっても構わぬぞ？」

「条件？」

「この場で自決したまえ」

　それはあざ笑うような声だった。

「さすればサタナキアの自由を約束しよう」

「お前……」

「私は貴様が目め障ざわりで仕方ないのだよ、テア・フォードアウト」

　ひょうひょうとした気配の中に確かな怒いかりを感じる声こわ色いろだった。

「貴様は私からサタナキアを奪ったのだからな」

「……なんのことだ」

「分からぬなら分からぬままでいい。だが、私の恨うらみは消えない」

　意味が分からなかった。恨まれるような覚えはない。サタナキアを奪った覚えもない。

　しかしベリアルは確かな怨えん嗟さをもって、引き続き煽あおるように言葉を続けた。

「さあ、それよりどうするね？　自決してサタナキアを解放するかね？」

「しないさ」

　迷いはなかった。

　するとベリアルがおかしそうに笑ってみせる。

「ざまあないなサタナキア。貴様が裏切ってまで会いに行った人間は所詮この程度の思い入れしかなかったらしいぞ？」

　俺ではなくサタナキアを愚ぐ弄ろうするベリアル。

　サタナキアに対しても恨みがあるのだろうか。

　だから俺とサタナキアの両者がぶつかり合う形を作ったのか……？

　なんでもいいが、奴やつの勘かん違ちがいをひとつ訂てい正せいしておく。

「違うぞベリアル」

「おや、何がだね？」

「俺は確かに自決なんざするつもりはない。だが、それはサタナキアを見捨てたというわけでもない」

「何……？」

「この状じよう況きようは実のところ打破出来る──そうですよね、教官？」

「そうね」

　打破の鍵かぎとして、教官は頷うなずいた。

「この状況は停滞し均衡しているようで、実はまったくそんなことにはなっていないの」

「強がりか、人間？」

「いいえ事実よ」

　教官は怖おじ気け付くことなく続ける。

「私はサタナキアを解放することが出来るわ」

「ハッタリだ」

「だといいわね？」

「貴様……」

「ふふ、あなたは魂たましいそのものがサタナキアに乗り移っている状態よね？　であれば、あなたの魂をその体から取り除くことが出来れば、サタナキアは解放されるはず」

「……理論上はな。だが貴様如ごときに取り除くことなど出来ようはずが──」

「出来るわよ」

　教官は断言する。

「私は天使の末まつ裔えいだからね」

「何……？」

　天使の役目は本来、迷える魂を天に導くことにある。

　すなわち──《本来そこにあるべきではない魂》は、天使の前では導きの対象と化す。

　つまり、

「──昇しよう華かなさいベリアル」

　天使の血を引く教官の、送そう魂こん術。

　悪魔と混じった俺には扱あつかえない、純じゆん粋すいな天使が織り成せる業わざ。

　教官も純粋な天使ではないものの、人と天使の血は親和性が高いと聞いたことがある。

　それゆえに天使の力が薄うすまらず、送魂術を扱うことが出来るのだろう。

「──この……っ！」

　サタナキアの体から、半はん透とう明めいの煙けむりじみたモノが噴ふん出しゆつし始めていた。送魂術で追い出されかかっているベリアルの魂がそれ、なのだろう。

「どうして……──サタナキアを救おうとする……ッ!?」

　腹立たしいとでも言うように、それまでのひょうひょうとした態度を放ほう棄きしてベリアルが吐はき捨てた。

「──サタナキアは悪魔であるぞ！　私となんら変わりのない人類の敵ではないか！　それを救おうとするのはなぜだ！　なぜ私からサタナキアを奪おうとするッ！　なぜ……私は報むくわれないのだッ！」

「あなたに何があったのかは知らないけれど、ひとつだけ言えることがあるとすれば──あなたとサタナキアは決して同じではないということよ」

　教官は見み得えを切る。

「サタナキアは優やさしいわ。テアくんを育ててくれたし、そんなテアくんを手放したあとも忘れられずに想おもい続けて、最終的には悪魔を裏切るという行こう為いにまで踏ふみ切ってくれた。確かにサタナキアは悪魔ではあるけど、間違っても人類の敵ではない。あなたとは違うわ」

　だから、と、教官は自信を持って続けた。

「私は悪魔の中でもサタナキアだけは尊敬しているの。助ける理由はそれで充じゆう分ぶんよ」

「──何が尊敬だ！　こんな奴は尊敬するに値あたいせんわ！　この老ろう婆ばは私を捨てたのだ！　こんな奴を尊敬するというなら貴様も同罪だ！」

　ベリアルの魂が、その悪意の矛ほこ先さきを教官に向けたような気がした。

　そしてベリアルの魂は、サタナキアから自発的に抜ぬけ出し──

「私はテア・フォードアウトを殺すためにもこんなところでは終われぬのだッ！　ゆえに女ッ、今から貴様に乗り移ってまずは送魂術の発動を停止させ──」

「──やかましいのう」

　そんな折、ベリアルの声をいきなりぶった切ったのは──

「よくもわしをいいように操あやつってくれたな、ベリアルよ」

　ベリアルに抜け出されたがゆえに自我を取り戻もどしたサタナキアだった。

　しかしベリアルはもはや教官に意識を向けており、サタナキアの声に無反応。

　そんなベリアルに呆あきれたかの如く、サタナキアは言った。

「己おのれの危機を回かい避ひすべく、今の状況でデカパイを狙ねらうのは正解じゃ。しかしな、お主は不意を突ついての乗っ取りが出来ない状況ではタダの雑魚ざこじゃと理解した方がよい」

　それはすなわち、サタナキアは不意を突かれたということか？

　と考えていた直後に──

「トドメはもらうぞ？」

　それは俺や教官への断りだった。

　刹せつ那な──サタナキアの魔弾が、ベリアルの魂を射い貫ぬく。

「ぐっ……！　サタ……、ナキアッ……！」

「魂が剥むき出しのお主など物理で葬ほうむれる羽虫でしかない。さっさと消え去るがよいわバカ弟で子しが」

「こういう……──時だけ……ッ！」

　その言葉の続きは紡つむがれないまま、ベリアルの魂は霧む散さんして消しよう滅めつした。

「はあ、やれやれじゃな」

　ひとまずは決着がついた中で、サタナキアはがっくりと肩かたを落とすように呟つぶやいた。

「サタナキア、大だい丈じよう夫ぶか？」

「うむ、ちと疲ひ労ろう感があるくらいじゃ……それにしても、偵てい察さつの途と中ちゆうに不意を突かれ、あんなバカ弟子に支配されとった自分が情けないったらありゃせんわ」

「弟子、だったんだな」

「かつてのな」

　サタナキアはどこかしんみりと言った。

「あれで出来は良かったんじゃ。ところが奴の育成と同時期にテアを育てることになったわしは、どうしても幼いテアの方に付きっきりにならざるを得んかった。その時に、その忌いみ子ごの方が大事なのかと奴は怒り、すれ違ったんじゃよ。それでも味方であるうちは手を出してはこんかったが、わしが悪魔を裏切ったがゆえに歯止めが壊こわれたんじゃろうな」

「そうか」

　俺にサタナキアを奪うばわれた。

　サタナキアが自分を捨てた。

　ベリアルのそうした言い分には首を傾かしげてばかりだったが……なるほど、そういう背景があったわけか。

「いずれにせよ、礼を言わせて欲しい。特にデカパイにな」

　サタナキアは教官の前に移動し、珍めずらしく頭を下げた。

「送魂術でベリアルを不利な状況に陥おとしいれたのは見事だった。助かったわい」

「ううん。別にいいのよ、気にしなくても」

「それと、尊敬していると言ってくれたのも素す直なおに嬉うれしかった」

「そ、そっか……それも聞こえていたのね」

「うむ、ありがたかった」

「素直なあなたってなんだか気持ちが悪いわね……」

「き、気持ち悪いとはなんじゃ！　調子に乗るでないわ！」

「ご、ごめんなさいっ……」

「ふんっ。まったく……テアと並び立ちたいんじゃろ？　お主は」

「え、ええ……」
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「で、あればこそ──」

　サタナキアは少し照れ臭くさそうに顔を背そむけ、こう言うのだった。

「この調子で引き続き頑がん張ばれ。気を抜こうとするのだけはいかんからな？」

「サタナキア、あなた……」

　これまでのサタナキアであれば、教官が俺と並び立とうとする気き概がい自体を許しはしなかったはずだろう。にもかかわらずその態度が軟なん化か、どころか応おう援えんする姿勢に変わっていたのだから、教官は驚おどろいているようだった。

「わしだってな、認めようとしとるんじゃ。じゃからさっさとわしに文句を言われんぐらい頼たのもしい存在になってみせよっ」

　ふんっ、とどこか吐き捨てるように呟くサタナキア。

　教官はそんなサタナキアに感謝を示すように微笑ほほえみながら、

「ええ、ありがとうサタナキア……必ずそうなってみせるからね」

　力強く、そう宣言するのだった。




　その後、俺は狭はざ間まの世界を閉とざした。

　そうして元の荒こう野やに戻りつつ、俺たちは三人で悪魔の領域をまた進み始めている。

「サタナキア、お前は偵察の途中でベリアルに乗っ取られた、ってことでいいんだな？」

「うむ、さっき言った通りに失態じゃった……済まぬ」

「それはもう過ぎたことだからどうでもいい。それより敵の動きに関して、何か有益な情報は手に入れているのか？」

「手に入れておったが、ここまで来たのであればいらん情報ばかりじゃな」

　ということは恐おそらく、ベルフェゴールの位置情報などを独自に入手していたのかもしれない。

「この先はサタナキアにとっても未み踏とうなの？」

「裏切ったあとに限っては未踏じゃな。その以前であれば幾いくらでも往復しとったが」

「この先の地理はどういう感じ？」

「この荒野を抜ければ湿しつ地ち帯が広がり、火山がそびえ立ち、それを踏とう破はした暁あかつきには雪原が出で迎むかえてくれる。そして雪原を抜ければ最さい奥おう、暗黒都市ラリヒガルドじゃ」

　──暗黒都市。

　そこにルシファーは居るのだろう。

「普ふ通つうに移動すればどれくらいかかるんだ？」

「歩きならひと月はかかるじゃろうな。しかし飛べば一日もかからんわ」

　つまりあと少しなのだ。

　あと少しで、俺はルシファーをこの手で葬り去ることが出来る。

　だがその前に聞かなければならない。

　なぜ俺を人間領に送り込んだのか。

　悪魔として育てなかったのはなぜなのか。

　そして母さんが言っていた、王たるルシファー自身が悪魔の破は滅めつを望んでいるとは一体どういうことなのか。母さんが垣かい間ま見みせたルシファーへの慈じ悲ひと何か関係があるのか。

（すべてを知るために……）

　何より、この世界から悪魔を討うち滅ほろぼすために。

　俺たちは進まなければならない。

　王おう翼よくを展開し、俺は教官を抱かかえて飛び立った。

　サタナキアもそれに続く。

　──終わりの時は近い。
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　暗黒都市ラリヒガルドへの道のりは極きわめて順調だった。

　ところどころ悪魔に襲おそわれようとも、俺たちの敵ではなかった。

　夜間はしっかりと休きゆう憩けいを挟はさみつつ、俺たちは朝になったのを確かく認にんしてからまた移動を再開させる。──やがて。

　雪原の上空を越こえた頃ころ、地平線の向こうに巨きよ大だいな城が鎮ちん座ざしていることに気付いた。

　お膝ひざ元もとに都市を抱え、幾つもの尖せん塔とうを目立たせ、威い容ようを誇ほこっているその城は、俺たちを阻はばむ壁かべであるかのようにこの遠い距きよ離りからでも存在感が際きわ立だっている。

「見えたな、ルシファーの城じゃ」

　やはりあれが怨おん敵てきの居城であるらしい。

　ふつふつと湧わき立つ高こう揚ようを抑おさえきれず、俺は──

「教官、速度を上げます！」

「いいわよ、飛ばしちゃって！」

　王翼で翔かける速度を上げて、一目散に城へと迫せまっていく。

　みるみるうちに視界の占せん有ゆう率が城の割合を増していくが、しかしこのまま滑かつ空くうし続けたところで、ダイレクトに城へと突とつ入にゆうすることは出来そうになかった。

「障しよう壁へきか……」

　ルシファーの城が存在する暗黒都市ラリヒガルドの外周には、その五角形の外壁に沿って大規模な魔ま法ほう障壁が展開されていた。ドーム状の薄うす膜まくが、都市上空を覆おおっている。

「それは触ふれた者に即そく死しの呪じゆ詛そを流し込む凶きよう悪あくな宙域障壁じゃ。破は壊かい出来んこともなかろうが時間がかかる。普通に都市の正面門から入った方が良かろう」

「門なんて開いているのか？」

「開いておるぞ、ほれ」

　サタナキアが指差す先には、大口を開ける正面門があった。

「宙からの奇き襲しゆうに備えた宙域障壁が張ってあるのも、正面門が開いておるのも平常通りじゃ。つまりラリヒガルドは特に何も警けい戒かいしておらんな」

「誘さそっているのか？」

「かもしれん」

　言いつつ、サタナキアが正面門まで降りていく。

　俺もそれに続いた。

　地に足をつけたあとは、その正面門から暗黒都市に足を踏ふみ入れた。

　文明の発展度合いは、人間よりはいささか落ちる感じだろうか。

　しかしそんなことはどうでもいいと思えるほどに、都市の中は異様な状態だった。

　──死が、あふれていた。

「何これ……」

　教官が青ざめるのも無理はない。

　この都市で暮らしていたのであろう悪魔がすでに大量に死していたのだから。

　生きている悪魔は一いつ匹ぴきたりとて見つからない。

「まさか内部がこんなことになっていようとは……一体誰だれがやったんじゃ……」

　サタナキアも混乱していた。

　それでも足を止めず、俺たちは城に迫っていく。──すると。

　城の入り口に向かうための長大な階段の手前に、誰かが佇たたずんでいた。

　悪魔ではなく、人ひと影かげだった。

　それは漆しつ黒こくのローブを身に着けた、俺たちと少し因いん縁ねんのあるあいつだった。

「やあ」

　そう言ってこちらを振ふり返った黒ローブ──奴やつの両りよう脇わきには、極星一三将軍ノツクスジエネラルベルゼブブ並びにアシュタロトと思おぼしき悪魔の死体が転がっていた。

「そうか……お主がこの惨さん状じようを生み出したんじゃな？」

「そうだよ、サタナキア」

　旧知の仲であるかのように話すサタナキアと黒ローブ。

　そういえばこの二人はサラさん奪だつ還かん事件の時に普通に組んでいたな……。

「それにしてもサタナキア、君が裏切った時は驚いたよ。どうせなら僕かルシファー、グラシャ＝ラボラスやベルフェゴールでも良かったけど、誰かにそれを教えておいて欲しかったよね。そうすれば君もルシファーの計画にきちんとした形で加担出来たのに」

「……なんじゃと？」

「まあ今となってはどうでもいいことか。結果的に君は加担したようなモノだしね」

　そう呟つぶやく黒ローブに、俺は戸と惑まどいと共に問いかける。

「なぜ……お前が悪魔の虐ぎやく殺さつを行なった？」

「なぜって、悪魔は滅ぼすべき存在だからだよ。──そうでしょう、テアくん？」

「何……？」

　黒ローブの声こわ色いろが普通になっていた。男にも女にも老人にも幼子にも聞こえる、魔法で変声された声ではなくなっていた。その地声には聞き覚えがあった。

「もう隠かくす必要もないので、姿をお見せしますね」

　そして黒ローブが、自らの黒衣を取り払はらう。

　次の瞬しゆん間かん──露ろ呈ていした中身を見て、俺は我が目を疑った。

　教官も唖あ然ぜんとしていた。

「な、なんであなたが……」

「色々と事情があるんですよ、ミヤ」

　そう言って姿を現したのは、教官の同期にして中央支部の受付嬢じようであるその人──セイディさんだった。

「なんで……」

　教官が震ふるえる。

「──あ、あなたはこんなところで何をしているのよっ！」

　喉のどを張り裂さけさせんばかりの、それは糾きゆう弾だんだった。

　俺は今見ている光景がぐにゃりと歪ゆがんでいくような錯さつ覚かくに陥おちいる。

　嘘うそだろ……。

　頭が混迷を極め、戸惑いを深めざるを得ない。

　……ありえない。なぜだ？　セイディさんは何をしている……？　ずっと黒ローブとして活動していたのか？　なんのために？　ずっと俺たちを騙だましていたのか……？

「答えなさいセイディっ！　あなたは一体何をして──ううん、この際答えなくてもいいわ。でも出方によっては……あなただろうと切り捨てなきゃならない」

「落ち着いてください、ミヤ。私は敵ではありません」

「敵ではないって……じゃあ少し前に姉さんをさらったりしたのはどうしてっ!?」

「ええ、ですからその節は申し訳ありませんでした。ですが諜ちよう報ほう活動をするにあたって、どうしてもあの任務は実行に移さなければならなかったのです。疑われないためにも」

　……諜報活動？

「──まさか……」

　教官が勘かん付づいたように呟く。

「セイディ、もしかしてあなたは……悪あく魔ま側にスパイとして潜もぐり込んでいたの？」

「その通りです」

　セイディさんはもはや何も誤ご魔ま化かすつもりはないらしい。素直な頷うなずきを見せてくれた。

「私と他数名の葬そう撃げき士しで《秘匿結社イルミナテイ》という悪魔信しん奉ぽうを謳うたう組織を作り上げ、悪魔側に協力する形で時折潜せん入にゆうしていました。これは極ごく秘ひ任務でした」

「じゃあこの殲せん滅めつ劇は……？」

「諜報活動の最終段階とでも言いましょうか。テアくんがお城まで迫ってきましたので、テアくんの妨さまたげになりそうな者たちを事前に排はい除じよしておいたのです。テアくんにはこのままスムーズにルシファーを討とう伐ばつしていただきたいですからね」

　そう言ったのち、セイディさんはひと言付け足す。

「──ルシファーもそれを望んでいます」

「ま、待ってセイディ！　ルシファーもそれを望んでいるってどういうこと？　大体あなたは諜報員なのにどうして悪魔の王であるルシファーと繋つながりを持っているのよ！」

「諜報活動の途と中ちゆう、私たちイルミナティはルシファーにその任務を勘付かれたことがありました。死を覚かく悟ごしましたが、ルシファーは私たちを処分せず、自らの計画の一部に組み込んでくれたのです。人間の駒こまもあった方が何かと都合が良かったのでしょう、こうしてテアくんの道を切り拓ひらくためには」

「どういうこと……？」

「気になるのでしたら、進むべきです」

　セイディさんは階段の手前から脇の方へと身を引いていく。

「そしてテアくん、どうかお願いします──すべてを終わらせてきてください、誰しもが望む平和な未来のために」

　うやうやしく胸に手を当て、頭を下げるセイディさん。

　一体なんだというんだ……。

　このお膳ぜん立だてされたような状じよう況きようはなんだ？

　俺は何を託たくされている？

　ルシファー、お前は一体何を──……。

「そういうことかえ……」

　そんな中、サタナキアが何かを察したように呟く。

「……ルシファーめ、お主は不器用じゃな」

「サタナキア、何か分かったのか？」

「うむ……すべてとは言わんが、ルシファーの思おも惑わくを理解した。じゃからこそ、わしからは何も言えん……。きっとこれはお主が決着をつけるべきことなんじゃ」

　サタナキアはそう言うと、俺の背中をぽんと押した。

「ゆけ。わしはここで待っておる。ここから先は父と子の時間じゃ」

　父と子の時間……。

　何がサタナキアにそう言わしめたのか。

　真相はなんだというのか。

　気になるからこそ、俺は進むしかなかった。

　足を動かし、一段ずつ階段を上っていく。

　すると、隣となりに追いすがってくる足音があった。

「私も、親子の時間にお邪じや魔まさせてもらうわ」

「教官……」

「隣に並び立たせてくれる？」

「そんなの……もちろんですよ」

　俺は今、少し怖こわかった。

　この先で何を知ることになるのか不安だった。

　それでも教官と一いつ緒しよなら、なんでも乗り越こえられそうな気がした。




　俺と教官は手を繋ぎ、共に進んでいく。

　階段を踏とう破はしたあとは城の中に入り込んだ。

　護衛や警備の悪魔なんて居なかった。

　俺を招き入れるかのようにすべてが無警戒に開放されていた。

　悪魔の領域の最さい奥おう、ルシファーの居城がこんなにも物静かだとは誰も信じないだろう。

　だがそれは確固たる事実であって、その張り詰つめた空気感が最後の舞ぶ台たいを思わせた。

　かつん、かつん、と足音が木霊こだまする廊ろう下かをしばし歩いていると、──やがて。

　目の前に大おお扉とびらが迫せまってきた。

　間ま違ちがいなく、そこが位置的に玉座の間だった。

　この先に恐おそらくは居る。

　ルシファーが。

　人類の宿敵が。

　俺の父親が。

「準備はいい？」

「大だい丈じよう夫ぶです」

　閉じられたその大扉に、俺は教官と共に手をかけた。

　そして押し開いていく。

　錆さび付いたようなイヤな音が鳴っても気にせず、押しに押し続けて──

　完全に開いたその扉の先には、赤い絨じゆう毯たんが敷しかれていた。

　その赤い絨毯を目でたどり、最奥に視線を持っていくと、

「……来たか」

　──玉座があった。

　そして玉座には、禍まが々まがしい気配を放つ一体の悪あく魔まが座っていた。

「待っていたぞ、テア」

　灰色の長ちよう髪はつが目立つ、精せい悍かんな悪魔だった。

　すべてに絶望したような双そう眼がんには底知れぬ威い厳げんがあった。

　背中には六六六枚の羽があり、それは闇やみよりも深い漆黒に彩いろどられている。

「あれが……」

　悪魔の王。

　長らく人間を苦しめてきたすべての元げん凶きよう。

　人類の宿敵。

　恨うらまれるべき存在。

　──大魔王ルシファー。

「テア様、ようこそおいでになられましたな」

　玉座の脇には、シルクハットの老悪魔グラシャ＝ラボラスの姿もあった。

　しかし俺は控ひかえになど用はなかった。

　殺したいほど憎にくい相手が目の前に居る。

　冷静ではいられなかった。

　ふつふつと膨ふくれ上がった怒いかりが、俺の視界をルシファーに固定させていた。

「──ルシファーッ！」

「威勢がいいな。よく育ってくれた証あかしか」

「黙だまれッ！　お前はっ……何をしている！　何をやりたがっている！　なぜあの清せい廉れんな母さんがお前なんかと子をもうけた！　なぜお前は俺を人間領に捨て置いたんだ！　お前は俺で何をしたがっているんだ答えろルシファーッ！」

「──知る覚悟はあるか？」

　禍々しい赤の瞳ひとみが俺を捉とらえてくる。玉座とはだいぶ間合いがあるにもかかわらず、すぐ間近で覗のぞき込まれているような底冷えする威圧感があった。

　俺はしかし恐れなかった。

　教官が近くに居るから。

　教官が隣に居てくれれば、俺は何も恐れない。

「いい目をしている。だが、すべてを知ってなおその意志は揺ゆらがないか？」

「揺らがないさ」

「私を必ず殺せるのだろうな？」

「なぜ死にたい？」

「未来のために」

　ルシファーはそう呟つぶやくと、指をパチンと鳴らした。

　その直後から、俺の脳のう裏りに何かが流れ込んでくるのが分かった。

　それは膨ぼう大だいな、誰だれかの記き憶おくの奔ほん流りゆうだった。




　　　　※




『セラフィムー！　ほら見てよこれ！　四つ葉のクローバー！』

『あらルシファーったら、いいモノを見つけてきたのですね。これからきっと幸運が舞まい込んできますよ？』

　少年と若い女性の姿があった。

　名前を呼び合ってくれたおかげで、少年の方がルシファーで、若い女性の方が母さんなのだと分かった。

（なんだこれは……）

　城の玉座に居たはずだが、俺は謎なぞの記憶を俯ふ瞰かんさせられていた。

（ルシファーの……古い記憶か？）

　牧歌的な風景が広がる屋外で、ルシファーと母さんは楽しそうに話していた。

　二人の他ほかにも、周囲では小さな子供たちが何名か遊んでいた。

　そしてこの場の全員には例外なく、白い羽が生えていた。

　頭上には光の輪も浮うかんでいた。

　母さんにも、子供たちにも、ルシファーにも、それらが付ふ随ずいしていた。

　少し離はなれたところに見える小高い丘おかの集落にも、白い羽と光の輪を持つ人々が幾いく人にんも確認出来た。

　だからこの場所が、天使の集落なのだと分かった。

　天使が残存していた頃ころの光景ともなると、これは一体何百年前の記憶なんだ……。

『セラフィムー、あたしは四つ葉のクローバー見つかんないよー！』

『ぼくも！』

『おれもだ！　あぁくそっ、ルシファーばっかりずりぃぞ！』

『こらこら、喧けん嘩かはいけませんよ。探せばきっと見つかりますからね』

　子供たちを宥なだめる母さんは、この子供たちの本当の親には見えない。もしかするとこの時代における母さんは、孤こ児じ院いんでも運営していたのかもしれない。

『ねえセラフィム！　四つ葉のクローバーを見つけた僕にはどんな幸運が舞い込んでくるの？』

『それは分かりませんが、ルシファーの望むことが起こるのではないでしょうか？』

『ほんと？　じゃあ楽しみにしておくよ！』

　そう楽しげに笑ったルシファーの顔が、次の瞬しゆん間かんには恐きよう怖ふに歪ゆがんでいた。

　──場面が変わっていた。

　牧歌的な屋外に居たはずのルシファーたちは、今は修道院のような場所に立てこもっていた。ステンドグラスに祈いのりを捧ささげる母さんの周囲に集まりながら、ルシファーを含ふくむ子供たちはガタガタと震ふるえていた。

『丘の集落における天使どもを皆みな殺ごろしに致いたしました！』

『よくやった！　しかし生き残りが居ないかどうかを探せ！　天使は一いつ匹ぴきたりとも生かすなとの命令をアバドン王より受けている！』

『はっ！』

　修道院のような場所の外で、そのような会話が交かわされているのが聞こえてきた。

　もしかしてこの状じよう況きようは、現在天使の丘と呼ばれているあの場所で起こった、悪魔による天使の民族浄じよう化かの真っ最中なのか……？

『せ、セラフィムぅ……』

『……怖いよー』

『びえええええん！』

『ぼくたち死んじゃうの？』

『死にませんよ。この修道院だけは私の不可視結界で護まもっていますから、絶対に見つかりません』

　母さんの力で、ここだけは守護されているらしい。

　そんな中──

『なんだよこれ……』

　ルシファーが、手中に握にぎる四つ葉のクローバーを睨にらみながら涙なみだを流していた。

『──なんだよこれ……っ！　おかしいだろ、こんなのっ……！』

　この民族浄化はなんの前まえ触ぶれもなく突とつ然ぜん訪おとずれたことなのだろう。

　ずっと続くと思われていた平へい穏おんは突とつ如じよとして崩くずれ去ったのだろう。

　受け入れがたい現実を拒きよ否ひするかのように叫さけんだルシファーは、世界を恨むかのように怨えん嗟さの声を撒まき散らす。

『何が四つ葉のクローバーだよ……。幸運を呼ぶ？　──ふざけるなッ！　幸運なんて来なかったじゃないかっ！』

　代わりにやってきたのは、悪魔による大侵しん攻こうだった。

　数で押す悪魔に対して、天使は少数精せい鋭えいだったと言われている。

　丘の集落が天使のすべてだったという言い伝えもあるくらい、天使は数が少なかった。

　だから個では強かろうと、悪魔の数の暴力で押されに押されて破は滅めつの道をたどることになったと後世には伝わっている。

『どうして悪魔は……こんなことをするんだ……ッ？』

　ルシファーは四つ葉のクローバーを投げ捨てる。

『僕たちが……何かしたのかよッ！　──何もしてないだろ！　僕たちはただ……平穏に暮らしていただけじゃないかッ！』

　ルシファーはそう叫んでその場にくずおれ、悪魔の軍勢が立ち去ってこの場が静けさを取り戻もどすまで泣き続けていた。

『みんなはここに居てくださいね……私は少し外の様子を見てきます』

　やがて悪魔の軍勢が立ち去った頃を見計らい、母さんが外の様子を確認しに修道院をあとにしてしまう。

　子供たちは一カ所にまとまって依い然ぜんとしてガタガタと震えていたが、その中でもルシファーだけはもはや感情を持っていなかった。泣き疲つかれたのか、絶望したのか、無の表情で立ち上がると、母さんの言いつけを守らず外に出て──

『あぁ……』

　ルシファーは見てしまう。

　悪魔の軍勢に打ちのめされた無残な集落の光景を。

『どうして……』

　集落の地面はどこもかしこも赤黒かった。

　原形を留とどめていない死体が幾つもあった。

　右みぎ腕うでがぽつりと落ちていた。

　誰かの首が転がっていた。

　臓物が撒き散らされ、鉄臭くさいにおいが辺りに充じゆう満まんしていた。

『どうして……ッ！』

　ルシファーには感情がよみがえっていた。

　それは誰がどう見ても憤ふん怒ぬだった。

　悪魔への、激情だった。

『僕たちが何をしたっていうんだよ！　どうして僕たちから未来を奪うばったんだ！』

　そんな言葉と同時に、ルシファーの羽が黒く染まっていくのが分かった。

『あぁ、どうして……あぁ、悪あく魔まが憎い……』

　憎い。

　恨めしい。

　忌いま々いましい。

　ルシファーの胸中にはそうした感情が渦うずを巻いているのであろうことが手に取るように理解出来た。

『ルシファーっ!?』

　そこに母さんがやってきて、ルシファーの異変に唖あ然ぜんとしていた。

『ルシファー、ダメですっ！　修道院に急いで戻ってください！　そして憎にくしみは捨てなさい！　それ以上悪魔を恨うらむのはやめなさい！　堕おち始めています！』

『何言ってるんだよ……ッ！』

　ルシファーは母さんを睨み付けていた。

『憎しみは捨てろ？　恨むのはやめろ？　──ふざけるなッ！　悪魔はみんなを殺したんだぞ！　僕が仇かたきを討うつんだ！　誰かが仇を討たなきゃ、みんなが救われないッ！』

『いけません！　そのようなことをせずとも、祈りを捧げて見送れば──』

『そんなことで何が救われるっていうんだッ！』

　ルシファーの憎ぞう悪おは深まっていく一方なのが分かった。

　羽がどんどん黒くなっていく。

　元の美しい純白はもうどこにもなかった。

　頭上に浮く光の輪さえも、黒く明めい滅めつして消えかかっていた。

『ルシファー！　ダメです！　このままでは本当に堕ちてしまいます！　堕だ天てん使しになってしまったら、それは悪魔と同じ存在になるということです！　憎むべき存在と同じ存在になってしまっていいんですか！』

『いいさッ！　だって、力がすごく湧わいてくるんだ……今までとはまったく比べ物にならない力が、僕の中に湧き上がってくるんだよ……ッ！』

　天使だった者が堕ちる時、反転と呼ばれる作用が働いて力が爆ばく発はつ的に向上することがあると言われている。

　ルシファーには恐おそらくそれが起こったのだろう。

　天使ではなくなったことと引き換かえに、ルシファーは膨ぼう大だいな闇やみの力を得たのだ。

『ルシファー……』

　もはや完全に堕天してしまったルシファーを見て、母さんが悲しげな表情を浮かべていた。

　片やルシファーは、そんな母さんに背を向けていた。

『セラフィム……悲しまなくていいよ。僕は復ふく讐しゆうの力を得られたんだから。これできっと悪魔どもを討ち滅ほろぼすことが出来るはずさ……』

『あ……』

『……今日まで育ててくれてありがとう、セラフィム。本物の母さんって奴やつを僕は知らないけど、セラフィムのおかげで全然寂さびしくなかったさ』

　それが別れの言葉で、決別の時だった。

　ルシファーは漆しつ黒こくと化した羽をはためかせ、血みどろの集落をあとにした。

『僕が一人で……みんなの仇を取ってやる』




　　　　※




　──ハッとする。

　気が付くと、現実の風景に戻っていた。

　ルシファーの居城。

　その玉座の間。

　正面にルシファーとグラシャ＝ラボラス。

　隣となりにはミヤ教官。

「ルシファー、あなたは……天使だったのね……？」

　今の記き憶おくの奔ほん流りゆうは、どうやら教官にも見せられていたモノらしい。

　愕がく然ぜんとしつつのそんな問いかけに、ルシファーは何も反応を見せない。

　それでも少し間が空いたのちにただひと言、

「哀あわれむなよ」

　そう紡つむがれたと思ったら、再び脳のう裏りに記憶がなだれ込んでくるのが分かった。




　　　　※




　記憶の続きは、ルシファーが打ちのめされている場面から始まった。

『ぐっ……！』

　呻うめくルシファーは、地ち下か牢ろうのようなところに収容されていた。壁かべから伸のびるオリハルコン製の鎖くさりに手足を縛しばられ、身動きが取れなくなっている状態だった。

　ルシファーの手前には拷ごう問もん官のような悪魔が佇たたずんでおり、ルシファーに鞭むちを打ったり、爪つめを剥はがしたり、執しつ拗ように苦しみを味わわせている。

　状況から鑑かんがみるに、ルシファーは捕つかまったのだろう。

　母さんたちと別れて悪魔の領域に足を踏ふみ入れたは良かったものの、復讐はそう簡単にはいかなかったのだと思う。

　堕天したルシファーが手に入れた闇の力は強力だが、この時はまだ悪魔にやり返せるほどのモノではなかったらしい。

　ルシファーの復讐心は勇ゆう猛もうではなく、無む謀ぼうだったのだ。

『ちっ。あれほど生き残りの有う無むを確かく認にんしたというのに、こうして生き延びた天使のクソガキが居たとはな。はっ、堕天してまあ哀れだこと』

　拷問官の隣には、民族浄じよう化かの際に指揮を執とっていたと思しき悪魔の姿もあった。

『それより吐はくのだクソガキ。他にも天使の生き残りはおるのだろう？　どこにおる？』

『…………』

『吐け』

『…………』

『吐かぬなら、今よりも更さらに酷ひどい拷問が待っておるぞ？』

『…………』

『そうか。ならばフルコースをくれてやれ。難しかろうが、殺さぬようにな？』

『承知致いたしました』

　上官が居なくなる。

　そこから繰くり広げられたのは、残ざん酷こくの限りを尽つくしたような、目を背そむけたくなる拷問のオンパレードだった。

　命を維い持じ出来ているのが不思議なくらい、ルシファーは体をいじくりまわされていた。

　それでもなお、ルシファーは母さんたちの情報を口に出すことはなかった。

　自分がどれだけ酷い目に遭あおうとも、仲間を売ったりはしなかったのだ。

（それだけの想おもいがありながら、お前はどうして今、悪魔の王として人類に立ちはだかっている……？）

　俺のそうした疑問の答えは、ほどなく明かされた。

　拷問まみれの日々が、少なくとも一〇〇年は続けられたある日──

『強ごう情じような貴様のことを、我らがアバドン王がお気に召めされた』

　地下牢で衰すい弱じやくしていたルシファーは、突とつ如じよとしてそう告げられたのだった。

『もはや生き残りに関する情報は必要ない。一度アバドン王の前まで来てもらおう』

『なんだって……？』

『貴様の返答次し第だいだが、拷問はおしまいだ』

『どうして……生き残りの情報がいらなくなった……？　まさか……地力で、見つけたのか……？』

『違ちがう。もはや興味が失うせただけだ。少なくとも天使の生き残りはここ一〇〇年、貴様を助けには来ていない。つまり、それだけの戦力が整っていないということだ。その程度であれば悪魔にとっては何も脅きよう威いではない。我らが恐れていたのは天使による意い趣しゆ返がえしであるが、それがありえないと分かった今、情報はもはやいらぬのだ』

『そうか……』

　ルシファーはどこかホッとしているようだった。母さんたちへの矛ほこ先さきが完全に消え去ったので、安心したのかもしれない。

『して、どうする？』

　看守の悪魔が問いかける。

『貴様は言うなれば用済みなのだ。通常であればここで処分とするのが道理。しかし我らがアバドン王は貴様の強情さと、何よりその暗黒面の力に価値を見み出いだしている。堕天し、濃のう縮しゆくされた反転のエネルギーはここ一〇〇年で更に強まったことだろう。その力を悪魔のために役立てるつもりはないかと、王は手を差し伸べているのだ。最近は人間が脅威度を増し始めている。人間を壊かい滅めつさせるために、その力を貸して欲しいのだとな』

『悪魔の、ために……』

『イヤか？　もしそうであるならば、処分せよとのお達しであるがな』

『…………』

　ルシファーはそこから長らく黙だまっていた。

　沈ちん黙もくが続けられた。

『だんまりか？　まあいい。一日、考える猶ゆう予よをくれてやれとのお達しでもある。どう転ぶのが自分のためであるのか、よくよく考えてみるといい』

　そう言って看守の悪魔が居なくなる。

　ルシファーはとにかく黙って思考に耽ふけっていた。

　そして翌日、改めて答えを聞きにやってきた看守の悪魔に対してルシファーは、

『私を……仲間にしてくれ』

　そう告げたのだった。

　しかしそれは、悪魔への忠誠心が芽生えた結果、でないことだけは確かだった。

　忠誠心どころか、ルシファーの中にあるのは未いまだ復讐心に決まっていた。

　だが、ここで反発すれば処分されてしまう。

　ルシファーはひとまず、自分の命を繋つなぐ方を優先したのだろう。

　悪あく魔まに忠誠を誓ちかったフリをして、その間に力を今よりも更に蓄たくわえ、いずれ来たるべきタイミングで反旗をひるがえすために。

『いいだろう。ではアバドン王との謁えつ見けんだ』

　こうしてルシファーは悪魔の仲間となった。

　偽いつわりの忠誠心を携たずさえ、いつか悪魔への復讐を成すために。

　しかし──

　その目もく論ろ見みが失敗に終わることが次の場面で分かった。

『よいぞルシファー、此こ度たびの戦果も見事であった』

　俺が俯ふ瞰かんする風景はどこかの戦場に切り替かわっていた。

　直前まで人との争いがあった場所、であるらしい。

　生々しい人間の死体が幾いくつも転がる中で、ルシファーは周囲の悪魔に称たたえられていた。

　ルシファーの衣服は返り血で赤く染まっていた。

　染まっていた。

　染まり始めていた。

　悪魔に──染まり始めていた。

　また別の戦場に風景が切り替わり、ルシファーはその戦場でも人間を幾人も殺し尽くしていた。

　悪魔に忠誠を誓ったフリをしつつ数多あまたの戦場で活かつ躍やくするにつれて、ルシファーは暗黒面の強大な力を行使することに喜びを覚え始めているようだった。

　今いま更さらながら、ルシファーは堕天している。

　堕天した時点で、精神はまともではないのだ。

　暗黒面の力が増し、濃縮されていくことに伴ともなって、心も暗黒面に支配され始めていたのだろう。

　ルシファーはそれからも暗黒面の力を行使し続け、悪魔の陣じん営えいに莫ばく大だいな戦果をもたらし続けた。

　そして気が付くと──

『前王の遺ゆい言ごん、何より圧あつ倒とう的な実力を鑑みて──ルシファーを新たな王とする！』

　アバドン王の崩ほう御ぎよを受けて、ルシファーは次代の王の座へと上り詰つめていた。

　玉座に座るルシファーの眼光はもはや、悪魔のそれと変わりがなかった。




　　　　※




「私は闇やみに吞のまれていた」

　過去の記憶がまた途と切ぎれ、現実に引き戻もどされる。

　俺たちと対たい峙じするルシファーは、淡たん々たんと言葉を続ける。

「闇は恐おそろしいモノだ。自らの善を蝕むしばみ、思考を混乱させる。あぁそうさ、頭では分かっていた。私がやるべきことはこんな残ざん虐ぎやくなことではないのだと。人との争いなど行なっている場合ではない。私は天使だった者として、悪魔に殺された皆みなの仇かたきを取らなければならない。頭ではそうと分かっているにもかかわらず、闇に吞まれた私は悪魔として、人との争いを楽しむようになっていた」

　理性が闇に犯おかされた。

　仲間の復ふく讐しゆうを果たしたくても、闇に吞まれた本能がその邪じや魔まをする。

「本当は悪魔の破は滅めつを望んでいるというのに、私はいつしか悪魔の繁はん栄えいのために動くようになっていた。それでもわずかに残る理性をたぐり寄せ、私は足あ掻がいた」

　そんな言葉のあと、また記き憶おくの奔ほん流りゆうが俺の脳のう裏りに入り込んでくるのが分かった。




　　　　※




　新たな俯瞰風景は、のどかな野山だった。

　悪魔の領域からも、人間領からも離はなれたどこかに見える。

　ルシファーは闇を律して抑おさえ込み、理性をどうにか保ちながら、その野山の深いところに入り込んでいた。

　するとそこには小さな集落があった。

　白い羽に光の輪。

　そんな特とく徴ちようを持つ人々が生活しているのが見て取れる。

（天使の隠かくれ里ざとか……）

　民族浄化の生き残りが作ったと思われる、それは天使の隠れ里だった。

　ルシファーはこの場所をどうにか探し出して一人で訪おとずれたらしい。

　理由は分からない。

　だが襲おそいに来たわけではなさそうだった。

『わぁ、悪魔だ！』

『セラフィムー、悪魔が来たよ！』

　外で遊んでいた子供たちがルシファーを見て一いつ斉せいに逃にげていく。

　すると入れ替わりで大人たちが出張ってくる。

　その中には母さんの姿もあって──

『ルシファー……？』

　母さんはひと目見て、目の前の悪魔が成長したルシファーだと気付いたようだった。

　母さんは大人たちに警けい戒かいを解かせると、ルシファーの前に駆かけ寄ってきた。

『ルシファー……あなた、その姿は……』

　天使の民族浄化から数百年が経って、色々あって、ルシファーはもはや天使の面おも影かげを残してはいない。堕だ天てん使しではなく、完全な悪魔と化しているルシファーの姿は、母さんにしてみれば衝しよう撃げき的だったのかもしれない。

『セラフィム……私は、どうすればいい？』

『え？』

　この時、俺はルシファーが母さんを頼たよりに来たのだと理解した。

『私は……殺された皆のために復讐を成し遂とげたい。……成し遂げたくて、ここまで足掻いて、藻も掻がいて、生きてきた……だが、私は悪魔の王となった。理性が悪魔の破滅を望んでいても、闇の本能が悪魔の繁栄を望んでいる……私はもはや、その闇に刃は向むかうだけの光を失い始めている。悪魔に反旗をひるがえすだけの、気力がないのだ』

『ルシファー……』

『セラフィム、私はどうすればいい……どうすれば悪魔にやり返せる……？』

『もう……良いのではありませんか？』

　母さんは諭さとすように言った。

『そこまで復讐にこだわる必要は、もうないのではありませんか？　きっと、あなたがこうして数百年にも亘わたって復讐を考え続けたという事実が、あの時死した皆への手た向むけになっているはずです。皆、あなたの想おもいに救われていることでしょう』

『だとしても……！』

『ルシファー、もう休みましょうよ。ね？　もう頑がん張ばらなくていいのです。またここで皆と一いつ緒しよに暮らしませんか？　あなたの闇なら私が払はらいます。堕天を取り消すことは出来ずとも、暗黒面の力は恐らく消せるはずです』

『セラフィム……』

『私はずっと待っていましたよ、あなたが帰ってくるこの時を』

『────』

　その温かな言葉が、ルシファーの心には染しみたらしい。

　数百年ぶりに注がれた愛情は、ルシファーの目から失われていた涙なみだを流させていた。

　その後ひと晩が経たって、しかし事態はそう都合よく進まないことが判明した。

　母さんの力でも、ルシファーの闇は払えなかったのだ。

　それほどまでにルシファーの暗黒面の力は強まっていた。

　だからルシファーは隠れ里を立ち去った。

　いつ理性を失うか分からない自分が、すべてをなげうって里でこれからの日々を過ごすことなど許されない。

　母さんのぬくもりには感謝して、ルシファーは悪魔の領域に戻った。

　戻っても、当然ながら苦く悩のうは消えない。

　悪魔の破滅を望んでいるのに、暗黒面の意志がそれを阻そ害がいする。

　暗黒面の意志は悪魔の繁栄を望んでいる。

　かつての自分と正反対の欲に、ルシファーは溺おぼれかかっていた。

　悪魔を討うち滅ほろぼすために堕天し、生きてきたのに、自分ではもうどうにも出来ない。

『仲間たちの復讐を成し得ないこんな私はもはや……この世に居るべきではない』

　ルシファーはそう考え、自殺を図はかろうとしたこともあったようだ。

　しかし自殺を図ろうとした段階で、暗黒面の意志がそれさえも阻害していた。

　──悪魔の繁栄のために生きねばならない。

　呪じゆ詛そのように響ひびくその言葉が、ルシファーの自殺すら許さなかった。

　そんなある日のことだった。

『ルシファー、一年ぶりですね』

　理性と暗黒面の狭はざ間まで葛かつ藤とうするルシファーのもとに、母さんがやってきたのだ。

　天術を駆く使ししてルシファーの居城に潜もぐり込んできたらしい母さんは、その手に布にくるまれた赤子を抱かかえていた。

『その子は……？』

『あなたとの子ですよ、ルシファー』

　一年前の再会がきっかけで誕生したのが、その赤子のようだった。

　そしてその赤子はつまり……。

『テアと名付けました』

　母さんはそう言った。

『この子をどうしても見せたくて、ここまで来てしまったのです』

『なら……もう帰った方がいい。見つかればセラフィムはタダでは済まない』

『分かっています。ですが、ひとつ覚えておいてください。この子は希望です』

『……希望？』

『復讐を成し得なくなり、悪魔として邁まい進しんすることしか出来なくなったあなたを、この子ならどうにかしてくれることでしょう』

『……最高位天使と、最高位悪魔の子だからか』

『ええ。この子はいずれ、すべてを超こえた力を得るでしょう。そうなるように育てます。耐たえうる体を手に入れたら、私の力のすべてさえ与あたえます。そうすればきっと、あなたに安らぎをもたらせる存在となってくれますよ』

『……一度だけでいい。抱だかせてもらえるか？』

『もちろん』

　母さんは頷うなずいて、ルシファーに赤子の俺を抱かせた。

『テア……』

　ルシファーがぽつりと俺の名を呼ぶ。

　赤子の俺はきゃいきゃいと笑っている。

　そんな時に限って、ルシファーの暗黒面が表に出てくる周期だった。

『──ぐぅ……っ』

　理性を保っていられる時間が減りつつあった。

　闇に吞まれる割合が増えていた。

『……ルシファー？』

『は、離れろ……この子を連れて、早く……！』

　母さんに赤子の俺を預けて。

　ルシファーは黒い瘴しよう気きに包まれてしまう。

　それから起こった出来事は──




　　　　※




「私はそのままセラフィムを手にかけた」

　現実に引き戻されたのだと分かった。

　そしていきなりそんな言葉があった。

「闇やみに吞のまれ、どうしようもなかった」

「……なんだと？」

「私はすぐに正気を取り戻もどせたが、セラフィムの負った致ち命めい傷しようは紛まぎれもない現実であり、治ち癒ゆ術でも癒いやせない深手だった。死の間ま際ぎわ、セラフィムは私を責めなかった……しかし私は自分を責めた」

「お前……」

「仲間たちの復讐を成し得ないどころか、大切な者さえ守れず手にかけた自分のことが許せなかった……私は一刻も早くこんな自分もろとも悪あく魔まという種を終わらせるために、セラフィムが遺のこした希望たるお前を育てることにした」

　真相が語られていく。

「だが、お前を私のそばで育ててしまえば、暗黒面の意志がセラフィム同様お前を殺してしまうかもしれなかった。それだけは避さけたかった。それゆえに手すきのサタナキアに物心がつくまでの教育を任せた」

「……なぜサタナキアに任せた？」

「知ち恵えのある高位悪魔で子育てに向いているのがサタナキアだけだったからだ。しかしあいつは情が深過ぎるきらいがあった。だからこそ、計画の詳しよう細さいは話さなかった。話せば、テアに背負わせ過ぎだと言って抵てい抗こうされるおそれがあった」

「計画というのは……俺にお前を倒たおさせることか？」

「それ以外に何がある？」

　ルシファーは射い貫ぬくように言った。

「すべては未来のためだ。悪魔無き世界を作るための布石だ。たとえば、ある程度育ったお前を人間領に捨て置いたのは、お前に人間として過ごしてもらうためだ。せっかく将来的に私を倒せる力があったとしても、悪魔を敵視してもらわなければ意味がない。ゆえにお前には悪魔を恨うらむ人間として育ってもらう必要があった」

　そういうこと……だったのか。

　ルシファーは自分と悪魔の破は滅めつを望んでいた。

　しかし暗黒面の意志が悪魔の繁はん栄えいを望んでいる挙げ句、それに逆らうことが出来ない。

　自分では悪魔を破滅に導けない。

　だからルシファーは残された理性を総動員して、俺に託たくした。

　育った俺に終しゆう止し符ふを打たせて、悪魔の居ない未来を作るために。

　そのためだけに──すべては仕組まれていたのか。

「さあテア、私を討て」

　ルシファーは毅き然ぜんと言った。

「すべてを知っても、お前は自分の意志は揺ゆらがないと言ったな？」

「ああ……」

「ならば来るがいい。その力で悪魔の歴史を終わらせてみせろ」

「──待って！」

　その時、教官が声を張り上げた。

「ルシファー、あなたはそれでいいのっ？」

「何がだ？」

「あなたにはあまりにも救いがない！　天使の仲間を殺されて、その復ふく讐しゆうを果たすことも出来なくて、最終的には大切な人さえ殺あやめて、自分の息子むすこに殺される……。こんなの、救いがなさ過ぎる生き方ではないの？」

「哀あわれむなと言ったはずだ」

　ルシファーの体から黒い闘気のようなモノがあふれ始めていた。

「救いなどいらない。私は完全なる悪だ。暗黒面の意志にほだされた影えい響きようとはいえ、人を数え切れないほど殺して悪魔の王に上り詰つめた存在なのだ。その後は妻になり得た者を殺め、息子には重い責務を背負わせた。悪魔の繁栄を望むがゆえに、今回の大号令にしても半ば本気で人類を侵しん略りやくするつもりでいたのだ。こんな者に救いがあってはならない」

　黒い闘気はその勢いを増していく。

　禍まが々まがしいまでのうねりを伴ともなって、それはルシファーにまとわりついていく。

「それに私はもはや、永えい劫ごうの闇と同化しつつある。……限界だ。悪魔の繁栄を望む意志が抑おさえきれない」

　爆ばく発はつ的な波動があった。

　それが収まった時、ルシファーは黒い影かげと形容すべき異い形ぎようと化していた。

「テア様」

　そんな中、ずっと黙だまっていたグラシャ＝ラボラスが口を開く。

「何なに卒とぞ、我が王を鎮しずめてくだされ」

　そうとだけ言い残し、グラシャ＝ラボラスは自分の命を封ふう印いんしたのか、物言わぬ肉体となって倒れた。ルシファーの側近としてすべてを理解していたがゆえに、悪魔の破滅に先さき駆がけて逝いったということか。

「…………」

　ルシファーはもう何も言わない。側近の死さえどうでもいいと感じるほどに、その意識は闇の中に吞まれ、沈しずんでいるのだろう。

　殺気さえ放出して、俺たちに意識を向けている。

「なんだよそれ……」

　ルシファーが何を考え、何をしたがっているのかは理解した。

　自分ではどうにも出来ないからと、悪魔の破滅を俺に託して……。

「それで自分は……さっさと退場かよ」

　闇の意志だけを残して、それを俺に始末させようとしている。

「──ふざけるなっ！」

　俺にすべてを押し付けた挙げ句、恨み言のひとつも言わせないまま居なくなる。

　そんな勝手があるのかよ。

　どこまでも身勝手で。

　俺の意志は無視で。

（いや──）

　無視なんかじゃ……ないんだよな。

　むしろ俺の悲願を満たす形だからタチが悪い。

　計算されていたのだ。

　俺が人間として悪魔に嫌けん悪お感を覚え、恨みを携たずさえ、その思いを原動力に葬撃士として大成し、今こうして人類の最高戦力となることさえ見み越こしていたのだろう。

　腹立たしい。

　苛いら立だたしい。

　ルシファーの思おも惑わく通りに来ていることが。

　しかしそれでも──

「テアくん……不器用なお父さんを、せめて安らかに眠ねむらせてあげましょう」

「……分かってます」

　ルシファーは間ま違ちがいなく悪だ。

　悪だが、そうなったきっかけは善の暴走だった。

　悪魔への復讐心からすべては始まり、しかしその感情がルシファーをおかしくした。

　悪魔への復讐心が、いつしか負のエネルギーでしかなくなっていた。

　負のエネルギーはルシファーに暗黒面の意志を芽生えさせ、それどころか悪魔の繁栄を望ませるようにまでなっていた。

　そして、あらがえない暗黒面に吞まれた結果が目の前の存在なのだろう。

　もはや悪魔ですらない漆しつ黒こくの人ひと影かげ。

　この世の悪意を煮に詰つめたような闇の塊かたまり。

　何も成し得ず、堕おちに堕ちた天使の末路めがけて俺は刃やいばを差し向ける。

「行くぞ……ルシファー」

　すべてがそいつの掌てのひらの上だったとしても構わない。

　ルシファーの思惑通りに進んでいようと関係ない。

　ここに来るまで、幾いくつもの犠ぎ牲せいがあった。

　開戦からの話だけじゃない。

　悪魔の被ひ害がい者しやなんてこの世界に数え切れないほど居るし、居た。

　蔑べつ視しで苦しんできた忌いみ子ごだって、元はといえば悪魔の悪行のせいでいい目で見られてはこなかった。

　この世界のどれだけの人が悪魔に悩なやまされてきたのか。

　それを思えばここで決着をつけるべきに決まっている。

　誰だれかに託されたからやるんじゃない。

　誰かの願いだからやるんじゃない。

　争いのない平へい穏おんな未来を俺自身が望んでいるから──

（──だからこそ）

　俺が俺の意志で──

「──悪魔を終わらせるッ！」

　頼たよるのはこれで最後にしたいと思いつつ、俺は王おう翼よくを展開した。

　一いち撃げきで仕留めるつもりで、直後には踏ふみ込んでいた。

　十じゆう字じ架かを描えがくようにして二刀を振ふるい、ルシファーの体を引き裂さこうとする。

　しかしルシファーが手中に影の剣けんを生み出し、俺の二刀を受け止める。

　それでもこちらには──

「──私も居るのよっ！」

　計はかったようなタイミングで、頼たのもしい一いつ閃せんが繰くり出される。

　共に並び立つと約束し、ここまで一いつ緒しよにやってきてくれた教官の剣撃は、ルシファーのガードの隙すき間まを縫ぬって確かな傷を負わせていた。

　ルシファーが体勢を崩くずしたそのチャンスを見み逃のがさず、俺は今一度斬きり込んだ。

　ところが──影の手に剣撃が止められる。

「なんだっ……」

　その手はルシファーの手ではなかった。

　床ゆかから生えている──そうとしか形容が出来ない代しろ物ものだった。

　まるで意志を持っているかのように影の手は俺の剣撃を阻はばみ続ける。

　しかも影の手はその一本だけではなかった。気が付くと、咲さき乱れた花畑を彷ほう彿ふつとさせる勢いで、無数の影の手が俺たちに迫せまっていた。地じ獄ごくに引きずり込もうとしているかのように、俺や教官にまとわりつこうとしてくる。

「教官っ、気を付けてください！」

「大だい丈じよう夫ぶ！　問題ないわ！」

　銃じゆう剣けんで撃うち抜ぬいて。

　あるいは斬り裂いて。

　教官は影の手に対処していく。

　少し前までの教官であればきっと反応さえ出来なかったであろうほどに影の手の動きは速いものの、しかし教官はついていけている。

　それだけ強くなっていることに感動しつつ──

　俺も負けじと影の手を斬り飛ばした。

　王翼の機動力を利用して根こそぎ、完かん膚ぷなきまでに一いつ掃そうしたのち、再びルシファーへの攻せめに転じていく。

「ねえテアくん！　この戦いが終わったらどうしましょうか！」

　教官も反撃に転じてくれた。同時にそんな問いかけがあった。

　勝利後の展望を聞いてくるだなんて随ずい分ぶんと余よ裕ゆうがあるらしい。

　油断は良くないと思いつつも──

「まずは休みたいです！」

　俺は話に乗っかった。

　それくらいの気の持ちようで戦った方が変に力まなくていいかと思って。

「同感ね！　ふかふかのベッドが恋こいしいわ！」

　言いつつ、ルシファーに斬りかかるミヤ教官。

　残念ながらその一撃は防がれてしまったものの──続く俺の連撃がルシファーの剣をまず弾はじき飛ばし、それから胴どう体たいをも捉とらえた。

　──掻っ飛ぶ。

　冗じよう談だんのように壁かべまで吹ふき飛んだルシファーは、よろめきつつそれでも立ち上がる。

　その起き上がりざまを攻めようとしたところで、ルシファーが六六六枚の羽を大きく広げたのが分かった。激げき昂こうするような咆ほう吼こうさえ張り上げて、無数の魔ま方ほう陣じんが展開される。そのひとつひとつから影の弾だん丸がんが機関銃のように射出され始めてしまう。

　死の雨だった。

　それは横よこ殴なぐりの強い雨の一ひと粒つぶ一粒が途と方ほうもない威い力りよくを誇ほこっているようなモノだった。

　常識的に考えれば雨なんて避さけようがない。

　ましてやそれが超ちよう級の威力を伴っているともなれば──これを使われた相手は容よう赦しやなく死に至る……そんな攻こう撃げきだった。

　しかし──

「……っ！」

　ルシファーが動どう揺ようしたように半歩身を引く。

　俺は元より教官さえも、影の弾丸を刃で弾き続けているからだろう。

　今の俺たちにはこの程度であれば見切れてしまう。

　託たくされ、引き出された力は闇やみになど屈くつしない。

　ルシファーが更さらに影の弾丸を射出し始めるが、それさえも見切って弾いていく。

　これが最大威力の攻撃なのだとすれば、闇に吞のまれしルシファーの底が見えたような気がした。

　同時に希望の光が差してくる。

　あとは反撃のタイミングを探さぐるだけ。

　死の雨を弾きつつそう考えながら──

「俺、改めて教官と出会えて良かったな、って思います」

　ふと、口をついて出た言葉があった。

「テアくん……」

「すべてがルシファーの掌の上だったような感じがありますけど、それは違います。そうじゃないです。教官が俺を見み出いだしてくれたから、俺は頑がん張ばれたんです。そうじゃなかったらきっと、俺は冴さえないまま終わっていたと思います」

　──訓練生時代。

　忌み子への蔑視に晒さらされて、俺は孤こ独どくだった。

　孤独なままでもある程度は努力を続けたと思うが、それがここまで実を結んだかどうかは怪あやしいところがあるだろう。大して育たず、覚かく醒せいもせずに終わって、ルシファーの計画はご破算となっていた可能性は大いにあったと思う。

　でもそうはならなかったのは、教官が俺に声をかけてくれたからだ。忌み子への蔑視が世間に蔓まん延えんしていたあの頃ころに、教官はそんなことを気にせずに声をかけてくれた。

　一緒に頑張ろうって。

　いつか一緒に実際の戦場で戦おうねって。

　そう言いながらいつだって一緒に訓練に付き合ってくれる教官が居てくれたからこそ、俺はふてくされることなく努力を続けることが出来たんだと思う。

　だから──

「会えて良かったです。俺は教官に救われました」

「私もね、テアくんに救われたところがあるの」

　影かげの弾丸を引き続き弾きながら、教官もそう言った。

「葬撃士として有名になったテアくんと大体一緒に居られたおかげで、変な男がそんなに寄ってこなかったのよね」

「なんですかそれ……」

　男除よけとして救われたってことなのか……。

「というのは冗談にしても」

「ここで冗談を言いますか普ふ通つう」

「まあでも、いつも大体一緒だったおかげで、やる気をもらえていたのよね。教え子だった男の子に戦果で負けてはいられないわねって」

　教官はうっすらと笑っていた。

「でもだんだん負けるようになって、いつしか突つき放されて、これが男の子の成長速度なんだってびっくりしてた。もう二度と追い付くことも無理なんだろうな、って……諦あきらめてもいたわ」

「けれど教官は今、一緒に居ます」

「ええ、引き出された力のおかげでね」

「サラさん曰いわく、自分に宿る力はなんであれ、すべて自分の才能だそうです」

「我が姉ながら、いいことを言うわね」

「俺はそれで吹っ切れましたから」

　サラさんはここに居ないが、最上の武器を提供してくれた鍛冶かじ職人として一緒に戦ってくれている。

　サラさんだけじゃない。

　誰しもの思いを背負って俺は今ここに居る。

　それゆえに勝たなければならない。

　勝って、言わなければならないこともあるから。

「教官」

「何？」

「この戦いが終わって色々と落ち着いてきたら、聞いて欲しいことがあります」

「それ、このあと死んじゃう人が言う台詞せりふよ？」

「死にません」

「信じているわ」

　だからと、教官はちらりと俺を見て、

「絶対に聞かせてね？」

「はい。そのためにもまずは──」

「──ルシファーを倒たおしましょうか」

　死の雨が弾たま切れを起こし始めていた。ルシファーの魔力がなくなったのではなく、恐おそらくは単純に別技への移行を考えているのだと思う。

　であればこそ、その隙すきを見逃す俺たちではなかった。

　影の弾丸の撃ち終わりを察して、俺たちは斬り込んだ。

　そのさなか、俺は教官の背中にも白い羽が舞まい広がっていることに気付く。

　ルシファーを必ずや討うち果たさんとする感情が、教官に新たな力を授さずけてくれたのかもしれない。教官の力はまだ不完全で伸のび代しろがあると母さんが言っていた。その伸び代が今花開いたと考えるのはそれほど不自然なことではないはずだ。この世界で最さい凶きようの敵と戦っているのだから、その戦いのさなかであらゆる面が成長してもなんらおかしくはない。

　そして教官の開花はきっと、この戦いに終わりをもたらすきっかけとなるはず！

「──私たちはねルシファー、あなたを倒してこの世界を平和にするわっ！」

　機動力を増した教官が、滑かつ空くうしつつルシファーに迫っていく。

「それはあなたの思いを受け継ついだとかそういうことじゃなくて、ただただ私たちがひたすらに穏おだやかな明日を望んでいるから！」

　銃剣の剣撃形態で連続斬ぎりを敢かん行こうしつつ、教官は俺が攻め入る隙を作ってくれる。

　穏やかな明日。

　誰だれもが夢見る輝かがやかしい未来のために──

　俺は二刀の握にぎりを強くして、踏ふみ切った。

「これで──」

　教官の陽動を無む駄だにしないよう、一いつ瞬しゆんでルシファーの背後まで回った俺は──

「──終わりだッ！」

　込こめられる限り最大の魔力と天使の力を二刀に伝わらせ、ルシファーの胴体を十字に斬り裂さくことに成功していた。

　その瞬間、ルシファーを覆おおっていた黒い影が炸さく裂れつするかの如ごとく霧む散さんし、ルシファーの本体が外気に晒される。

　胴体を十字に分断されたルシファーは喀かつ血けつして床ゆかに倒れつつ、かすかに取り戻もどした意識で俺を捉えていた。

「……トドメを……」

「言われずとも──」

「待って！　城が崩ほう壊かいを始めているわ！」

　教官の言う通りだった。

　俺による最後の一いち撃げきはルシファーだけでなく俺の前方にあった空間をも一いつ緒しよに斬り飛ばしており、城全体を支える支柱に崩壊を招くほどのダメージを与あたえたらしい。

「急いで脱だつ出しゆつしないと崩壊に巻き込まれるわ！　ルシファーは城の崩壊で逝いけるでしょうから──」

「俺たちは脱出、ですか」

　異論はなかった。

　瀕ひん死しのルシファーの脇わきを通って、崩壊している壁かべ際ぎわから外に飛ぼうとする。

　そんな折──

「未来は……任せたぞ……」

　苦しげに発せられたルシファーの声があった。

　それに頷うなずくか迷ったが、俺は頷いた。

　ルシファーが笑ったような気がした中で、俺は教官と一緒に外へと飛び出した。




「おーい！　こっちじゃー！」

　崩壊する城から飛び出したのと同時、俺たちを呼ぶサタナキアの声が鳴り響ひびいた。

　地上を見やれば、城の敷しき地ちから少し離はなれたところでサタナキアとセイディさんが手を振ふっていた。

　そんな二人のもとに降り立つ。

　すると二人が、わっ、と沸わき立ったのが分かった。

「こうして外に出てきたということは、無事にルシファーを倒したんですね！」

「ようやったわい！」

　サタナキアが駆かけ寄ってきて、俺にぼふんと抱だきついてくる。

「怪け我がはないんかえ？　もしあるなら痛いの痛いの飛んでけ～ってやってやるんじゃが」

「無傷だからやらなくていい」

　一方で、教官はセイディさんに白い羽をいじられたりしていた。

　気の抜ぬけた雰ふん囲い気きが広がっていく。

　ついにすべてが終わったのだ。

　轟ごう々ごうと木霊こだまする城の崩ほう落らく音が、平へい穏おんの幕開けを告げる鐘かねの音ねのようでさえあった。

　しかし──直後に異変が巻き起こる。

「なんか……地面が揺ゆれとらんか？」

　ごごごご、と地鳴りのような音と共に、確かに地面が揺れていた。

　地じ震しんだろうと思った。

　あるいは城の崩壊に伴ともなう揺れだろうと思った。

　ところが、そうではないのだとすぐに思い知らされることになる。

「──あれを見てください！」

　ハッとしたように、セイディさんが崩壊中の城を指差す。

　そんな城の至るところから黒い影かげじみたモノがあふれ出していた。

　あれは……ルシファーがまとっていた永えい劫ごうの闇やみと同質のモノに見える。

「──まさか……」

　教官が恐れたような顔で呟つぶやく。

　次の瞬間だった。

『まだだ……』

　周囲一帯に響き渡わたるようなルシファーの声があった。

『まだ終わらんぞ……』

　それは終わりを求めていたルシファーが言うとは思えない台詞せりふだった。

　つまりこれは正気のルシファーではない。

　──暗黒面の意志だ。

　永劫の闇に吞のまれ、悪あく魔まの繁はん栄えいを望んでいた暗黒面のルシファーが、まだ足あ掻がくことを決めたのかもしれない。

『悪魔の未来はこれからも続く。終わるのは貴様らだ人間……』

　崩壊中の城が闇に吞まれていく。

　いや、城だけに留とどまらない。

　暗黒都市ラリヒガルド全体に黒い影の波が押し寄せようとしているのが分かって──

「飛ぶんじゃ！　吞まれたら取り込まれるぞ！」

　サタナキアがセイディさんを抱かかえて上空に逃にげ出した。

　俺と教官も自前の羽で飛び上がる。

　都市全体が黒い影に吞まれていく。

　その影えい響きようでシステムとしての魔方陣じんがやられたのか、宙域障しよう壁へきが消える。

　俺たちは更さらに上空へと逃げて、しかし──

『逃げられると思うなよ……？』

　玉座の間で見せられた無数の黒い手が再び現れ、伸び迫せまってきた。規模は先ほどの比ではない。数千、数万ではきかない量の影の手が凄すさまじい速度で迫ってくる。

　俺たちは剣撃、魔法、あらゆる手を尽つくして影の手を弾はじき返す。

　そんな中、闇に吞まれた暗黒都市の中央から巨きよ大だいな頭がぬぅっと浮ふ上じようしてきた。その頭は浮上し続ける。頭には首が付いていた。首には胴どう体たいが付いていた。それは影で作られた巨大な上半身だった。輪りん郭かくだけはルシファーをかたどった、黒く巨大な上半身。

　背中には羽さえも再現され、禍まが々まがしいにもかかわらずどこか神こう々ごうしさすら感じられた。

『この世界は我が闇に染める……永劫の闇が世界を支配するのだ……！』

　影の手を弾き返しつつ、俺はおぞましさを感じてしまう。

　玉座の間で戦った時とまったく違ちがう異質な気配。

　圧あつ倒とう的な暗黒面の力。

　都市を吞み込んでなお満足していないのか、その黒い影の波はどんどん広がり続けていた。このまま拡大し続ければいずれ本当に世界さえ吞み込みかねない。

　これが悪魔の王の本領──否いな、悪魔の王さえ凌しのぐ悪逆の塊かたまり。

　人間を破は滅めつさせんとする永劫の──闇。

　ルシファーは……こんなモノを内側に潜ひそませていたのか。

　こんな禍々しいモノにあらがいつつ、悪魔の破滅をひたすらに望んでいたのか。

（……──）

　ルシファーの精神力は偉い大だいだったのかもしれない。

　もちろんこの闇も結局はルシファー自身が生み出したモノではあるんだろう。

　ルシファーの堕天がきっかけで生まれた化け物であることに違いないのだ。

　それでも、こんなモノにあらがって悪魔の破滅計画を練っていたのだとすれば、それは単純に大したことなのだと思う。

　ルシファーがもっと早くにこの闇に吞まれていれば、この世界はもはや存在していなかったのかもしれない。

　俺たちが手を打つよりも先に、この世界は闇に覆われていたのかもしれない。

（俺たちの今日があるのは……）

　俺たちに希望が繋つなげられてきたのは──

『そうですよ、テア。ルシファーは悪逆の元げん凶きようとして、その責任を取るために今日まで耐たえてきたのです』

「──っ!?」

　不意にありえない声が聞こえてきた。

　しかしそれでも声は続いた。

『もちろん、だからといってルシファーを善として扱あつかえなどとは言いません。ルシファーのやってきたことは決して許されることではないのですから』

「かあ、さん……？」

　どこからか聞こえるその声は紛まぎれもなく母さんのモノで──

『あなたに授さずけた私の力の中に、こっそりと残留思念の一部を込こめておいたのです。緊きん急きゆう時のための、たった一度だけあなたとのみ話せる交信ですけどね』

　種を明かしつつ、母さんはなおも続けた。

『テア、まずはルシファーをここまで追い詰つめてくれたことに感謝します。永劫の闇さえ引き出せれば、あとはこれを討うつだけで世界は必ず平和を取り戻せます』

「俺たちは……敵かなうのか？」

　あのタールのような漆しつ黒こくの闇に攻こう撃げきを与えられるのだろうか。

　迫り来る影の手を斬り払はらうだけで精せい一いつ杯ぱいだというのに。

『テア、弱気になる必要はありませんよ』

　母さんは優やさしく諭さとすように言ってくれた。

『今のあなた方であれば必ず討てます。闇には光です』

「……光？」

『大いなる希望たるあなたには、私の力で増した光の力があります。ええ確かに、悪魔の血も混じっているあなたの、純度が低い光だけでは足りないかもしれません。ですがあなたには──天使のパートナーが居るでしょう？』

　天使の──パートナー。

　それはもちろん教官のことだろう。

　いつだって俺にとっての光だった、かけがえのない大切な希望であるその人と──

『さあテア──手を取り合い、放ちなさい』

　不思議と。

　これから何をすべきかが理解出来ていた。

　それは母さんの声が聞こえていないはずの教官も同じだったようで、俺たちは影の手への対処をやめて、武器を一いつ旦たん手放し、手を取り合った。

　その瞬しゆん間かんから影の手が俺たちに絡からみ合い、地上へと引きずり込もうとし始める。

「お主ら何やっとるんじゃ！　なぜ戦うことをやめる！」

　サタナキアが怒ど鳴なる中、俺たちはしかし当然ながら戦せん闘とうを放ほう棄きしたわけではなかった。

　──光。

　それを意識しながら、俺たちは集中する。

　繋ぎ合った手元に気を込める。

　イメージは剣けん。

　光の剣。

　それが脳のう裏りで再現出来たその瞬間──

　俺たちの手元が輝かがやき出す。

　闇に対たい抗こうするかのような輝きが、次し第だいに強さを増していく。

　圧力を伴うその輝きに影の手が弾き飛ばされ、浄じよう化かされていく。

　何も寄せ付けなくなった俺たちの手中には、黄金の燐りん光こうを振り撒まく光の剣が生まれていた。それは天まで届かんばかりの刃は渡わたりで、もはや光の柱のようでさえあった。

「おぉ……」

「すごいです！」

　サタナキアが表情を一転させて息を吞み、セイディさんも表情を明るくしていた。

　そんな中で俺は確信する。

　これで終わりであると。

　すべてがようやく終幕し、誰だれもが望んだ平穏な明日が訪おとずれてくれるのだと。

　だから。

　その明日を引き寄せるために──

「「────ッ!!」」

　俺と教官は共に──その光を振ふるった。

　一瞬後には、ルシファーをかたどった巨大な影の上半身もろとも、闇に吞まれた地表を切り裂さいていく。

『それでも……っ、終わらぬぅ……──終わらぬぞぉぉぉぉぉぉぉぉォォ……ッ！』

　巨大な影の上半身があらがうように腕うでを伸のばしてきたが、俺たちはその腕さえも両断したのちに連撃を与あたえ──

「もうルシファーを、眠ねむらせてやってくれ」

　そう告げて、最後の一いつ閃せんを見み舞まった。

　莫ばく大だいな光量が地表を中心に放射状に広がっていく。

　永劫の闇はそれにかき消され、──やがて消失した。

「…………」

　暗黒都市が元の風景を取り戻もどし、光の剣も収まったその一方で──

「ルシファー……」

　巨大な影の上半身が存在していた都市中央の空中に、ルシファーの体が天に召めされる途と中ちゆうであるかのように仰あお向むけで脱だつ力りよくするように漂ただよっていた。次第に粒りゆう子しと化して消え始めていくルシファーは、一応意識を保っているのか俺たちに声を届かせてくる。

「これで……悪魔無き未来は約束された……あの日殺された仲間たちも、恐おそらくは浮うかばれることだろう……」

「やっと、眠れるんだな」

「ああ……ようやくだ……」

　安心したように呟つぶやくルシファーのそばに、蛍ほたるのような光がひとつ発生していた。

　それは母さんであるように俺には思えて──

『テア、これで今度こそお別れです』

「ルシファーと……逝いくんだな？」

『ええ。今度は道をたがえないよう、きちんと先導するつもりです』

「仲良くやれよ……」

『テアこそ、パートナーを大切になさいね？』

　そんな言葉があった直後に、蛍のようなその光がルシファーの体を包み込む。

　その光と一いつ緒しよに、ルシファーが霧む散さんしていく。

　そしてもはや完全に消えかかったそのさなか──

「テア……」

　ルシファーが俺の名を呼んだ。

　そして言った。

「……ダメな父親で済まなかった」

　それが最さい期ごの言葉で、ルシファーは母さんと共に消失した。

　今度こそすべてが終わった。

　完全な終幕を迎むかえたその中で、俺は──

「今いま更さら……何謝ってんだよ……」

　……ありえない。

　お前のやったことが……そんな謝罪ひとつで消えるわけがない。

　そんな程度のことで許すわけがない……。

　だから……俺は忘れない。

　世界で一番最低最悪の、史上稀まれに見る擁よう護ごのしようもないダメな父親が居たことを。

　それでも自分の悲願を追い求め、信念を貫つらぬき続けたかっこいい父親が居たことを。








終章　訪おとずれた平へい穏おんな未来









　その後、ルシファーの死によって悪あく魔まは統制を失い、指揮系統が瓦が解かいした。

　それほど被ひ害がいが出ていなかった人類連合軍はやがて、その全軍を悪魔の領域全体に派は遣けんし、残党狩がりを開始する。俺や教官たちもそれに率そつ先せんして参加した。

　そうして反はん抗こう作戦開始から一週間が経過した頃ころには、目に見える範はん囲いでの悪魔は殲せん滅めつへと至り、この戦いは人類の完勝で閉幕となった。

　それからのことは、忙いそがし過ぎてあまりよく覚えていない。

　俺はルシファーを討とう伐ばつした英えい雄ゆうとして扱われ、各国の平和式典やパレードへと駆かり出されることになったのだ。英雄というなら俺だけでなく教官もだろう、と思ったものだが、どうやら教官自らが英雄扱あつかいを辞退していたらしいことが後々になって分かった。

　あれはテアくん一家による勝利だからと、そこに部外者の自分を割り込ませることを良しとしなかったらしい。

　律りち儀ぎというか、なんというか。

　そう思わせてしまったことが申し訳なかった。

　だから俺には──言わなければならないことがあった。




「一年ぶりか……」

　各国の平和式典やパレードのみならず、様々なイベントに呼び出されていた俺は、諸もろ々もろのスケジュールをこなし終えて帝てい都とに戻っている途中だった。

　今口に出た通り、一年ぶりの凱がい旋せんだ。列車の窓から見える景色が次し第だいに見慣れたモノへと変わってきて、あぁ帰ってきたんだな、と実感する。

「もう少し式典巡じゆん礼れいの旅が続いても良かったんじゃがな。せっかくテアと二人きりで楽しかったんじゃし」

　そう言ったのは、人に化ばけた姿で隣となりに座っているサタナキアだった。

　現存する最後の悪魔となったサタナキアは、この一年俺の旅に同行していた。基本的には姿を消して、あまり人に見られないこういう場所では姿を見せている感じだろうか。

「なあ」

「なんじゃ？」

「お前は悪魔だが、これで良かったのか？」

　同志が一人も居ない世界。

　探せばもしかするとまだ残党が居るかもしれないが、見つかり次第狩かられるであろう存在でしかない。サタナキアにはもう、同族の味方は居ないも同然なのだ。

「今更じゃな」

　しかしサタナキアはあっけらかんと言った。

「これを望んで裏切ったんじゃし、これでいいに決まっておろう」

「そうか」

「うむ。それよりぼちぼち着きそうじゃし、帽ぼう子しかぶって変装しとくんじゃな」

「ああ」

　かつて以上に無む駄だに名が知られてしまった影えい響きようで、表を歩く時は変装が必ひつ須すだった。

　俺が帽子を深くかぶり終えた頃には、列車が帝都中央駅に到とう着ちやくしていた。

　駅舎を出たあとは、速すみやかに空馬車をつかまえて市街地をあとにした。

　向かう先はもちろん、教官の家だ。

　教官と会うのも一年ぶりだった。今日のこの時間に帰られると思います、という手紙を送ってはいるので、いきなりの帰宅ではない。

「…………」

　少し緊きん張ちようしていた。それは久しぶりに会うからというのもあるが、それとは別の部分の比重の方が高いかもしれない。

　いずれにせよ、もう少しで教官と再会出来る。

　そのことに対する喜びの方が、俺の中には強く芽生えていた──やがて。

　帝都郊こう外がいにある教官の家の前に馬車が到着する。

　客車から降りると、その軒のき先さきには久しぶりに見る顔が幾いくつもあった。

「テアっ、お帰り！」

　相変わらずちんまいシャローネが俺のそばに駆け寄ってくる。

「ん。この日を待ってた。さあ早くえっちしよ？」

　そして相変わらず無表情で妙みようなことをのたまっているエルザがそんなシャローネを押しのけてしまう。押しのけられたシャローネが当然それにキレ始めた一方で──

「ほな、ウチとは解かい剖ぼうごっこしよか？」

　と、相変わらず俺を調べたがっているルミナさんが遠巻きにそう言って、

「にひひっ、じゃあ私とは何がしたい？　テアくんの要望にはなんでも応こたえたげるよ？」

　そんな中、相変わらずフレンドリーに俺の腕に絡からみついてくるサラさんの姿もあった。

　つまりはそう、親しい人たち大集合といった感じで──

（でもなんで、こんなに集まっているんだろうか……）

　俺はあくまで教官にのみ手紙を出したのだが。

「まあミヤが教えてくれたからね」

　と、俺の疑問を見み越こしたようにサラさんが応じてくれた。

「自分一人だけでテアくんを歓かん迎げいするのはなんか違ちがう気がするからって、こうやって誘さそってくれたんだよね。でもあの子、本当はテアくんを一番独どく占せんしたがっているんだよ。一年も離はなれ離ばなれでずっと寂さびしそうにしてたからさ」

「そうでしたか」

「うん。だからほら、早く行ったげて。ミヤは家の中に居るからさ。テアくんだって早く会いたいでしょ？」

　サラさんはそう言うと、俺の背後に回って背中をぽんと押してきた。

　他の面々も、後押しするような視線を向けてくる。

　俺はそれらに頷うなずき返したのち、意を決して家の中に足を踏ふみ入れた。

　懐なつかしい匂においが鼻び腔こうをつく。

　教官の香かおりだ。

　その香りにどこか癒いやされる思いで、俺は廊ろう下かを歩いて居間を目指した。

　ややあって──居間にたどり着いた時、

「────」

　そこには──

「お帰りなさい、テアくん」

　出で迎むかえてくれるように佇たたずみながら、優やさしい微笑ほほえみを浮かべる教官の姿があった。

　久しぶりに見る教官は何も変わっていなかった。

　だから安心した。

　後ろでまとめ上げた赤い髪かみの毛。いつだって俺を見守ってくれていた力強い瞳ひとみと、女性らしさの最さい高こう峰ほうと言えるような抜ばつ群ぐんのスタイル。

　最後に別れた時と何も変わらない教官がそこには居て、俺は帰ってきたのだと改めて実感した。

「ただいまです、教官」

「テアくん、少し背が伸のびた？」

「分かりません。測ってないので」

「多分伸びたんじゃないかしら。まだそういう年とし頃ごろだもんね」

「でももう一八ですよ。会わない間に成人しました」

「あぁそっか、そうよね。テアくんもついに大人になったのよね」

　どこか感かん慨がい深そうに言いながら、教官は穏おだやかに俺を見つめてくる。

　俺もその瞳を見つめ返しつつ、帽子を脱ぬいでポケットに手を入れた。

「教官」

　そしてそう──大人になったからこそ、俺には告げるべきことがある。

　もう子供じゃないし、責任が取れる。

　すべてが終わったら言うのだと約束していた。

　聞いて欲しいことがあると言っていたのだ。

　予想外に色々と行あん脚ぎやすることになった影響で一年も待たせてしまったが、だからこそ今すぐに告げなければならないことがある。

　俺は小さなケースを取り出して、それをぱかっと開けて提示する。

　中には純銀の指輪。

　教官がハッとしたように息を吞のんだのを尻しり目めに、俺は今一度教官と目を合わせる。

　教官の瞳はどこか潤うるみ始めていた。

　嬉うれし泣きだといいなと思いつつ、俺は毅き然ぜんと口を開くことにした。

「教官……──いや、ミヤさん」

「……はい」

「回りくどいことは何も言いません」

「……うん」

「ずっと、訓練生の時からずっと、ミヤさんのことが好きでした。今も想おもいは変わらないどころか、加速して膨ふくらみ続けてます」

「……うん」

「だから、その想いを胸にミヤさんを絶対に幸せにしてみせますから、俺と──結けつ婚こんしてもらえませんか？」

　まごうことなき本気の気持ちだった。

　拒きよ絶ぜつされたらどうしよう、などと不安もあったが──

　それは杞き憂ゆうに過ぎないのだと直後に理解出来た。

「はい……喜んで」

　目から光るものをつうと頬ほおに伝わせながら、ミヤさんは頷いてくれた。

　指輪にも手を伸ばし、その場ですぐに着けてくれて。

　それから俺たちは抱だき締しめ合った。

　どちらからともなくキスもして、廊下の方からなんかものすごい視線を感じつつも、俺たちはキスをやめなかった。

　なんせこの時間は誰だれにも邪じや魔ま出来ようはずがない、俺たちの最上の時間なのだから。




　それから──




　俺とミヤさんは同どう棲せいを再開し、互たがいにスケジュールを調整し合い、やがて春の季節が到とう来らいした頃ころに《それ》を執とり行なうことになった。

「ついに、この日か──」

　俺一人だけが居る、とある室内。

　壁かべ際ぎわに置かれた鏡台の手前に座りながら、俺はしみじみと呟つぶやいていた。鏡に映る自分の姿は、いつにもまして髪をきっちりと仕立てられ、白を基調とした正装に包まれている。

　今日──俺とミヤさんは正式に結ばれる。

　いや、戸こ籍せき上はもう夫ふう婦ふではあった。

　しかしやはり婚こん姻いんの儀ぎを経てこそ、新たな段階へと気分を推おし進めることが出来る。

　ようやくだった。

　この日をどれだけ待ち望んだのか分からない。

　高鳴る高こう揚よう感と共に、どこか緊張している部分も俺にはあった。

　鏡の自分とにらめっこするのをやめて、立ち上がる。テーブルに置かれている水入りの硝子ガラス瓶びんからコップに中身を注ぎ、喉のどを潤うるおす。

　豪ごう奢しやな壁かべ時計を見やると、式までにもう少しだけ時間があった。

　ミヤさんは現在、別室で綺き麗れいに着き飾かざっていることだろう。

　どれだけ綺麗になっているのだろうか。

　この目で確かく認にん出来るその時が今から楽しみだった。

「それにしても……」

　この控ひかえ室から窓の外を見やると、凄すさまじい数の来らい賓ひんが訪おとずれているのが分かった。

　招待状を送らせてもらったその大半の人々が、ありがたいことに参列を決めてくれた結果だった。平和式典等でお世話になった他国の王室まで参列を決めてくれたのは、もはや感謝という言葉だけでは足りないくらいの情念で喜びを伝えたい気分だった。

　式を執り行なうこの場所は、帝てい都とに鎮ちん座ざする皇族家の城である。会場はその敷しき地ち内に佇むチャペル式ホールとなっていた。

　今日という日は陛下の全面協力のもと成り立っていると言っても過言ではない。

　これまで帝国に貢こう献けんし続けた君へ最大級のお返しを──ということで、陛下はこうして城を会場としてお貸しくださったのだった。

　最高のバックアップがあるからこそ、気は引き締まる。

　浮うわついた気分は抑おさえて、俺は迫せまり来る婚姻までの時間をゆっくりと噛かみ締めていた。

　そんな折──

「──テアくんっ、ミヤったらもうすごいんだけど！」

　と俺の控え室にやってきたのは、色気ある黒のドレス姿のサラさんだった。

　親族としてミヤさんを着飾る手伝いをしていたサラさんは、どうやらミヤさんの準備が完かん了りようしたので俺を呼びに来たらしい。

「ほら来てよテアくん、早く見てあげてっ」

「見たいのは山々ですけど、その……新婦って式前は誰にも見られない方がいいって言いますよね？　なのでぶっつけ本番で目にした方が──」

「そんなの迷信だから！　それにさ、もうメイクさん含ふくめて私とかもジロジロ見てるわけだし、気にする必要ないってば。ね？」

「確かに……」

「大体新しん郎ろうが遅おくれて見るとかおかしいでしょ。テアくんがいの一番に見てあげなきゃ」

　サラさんが俺の手を掴つかんで、控え室から連れ出した。

　ミヤさんの控え室はすぐそばにあるので、一〇秒と歩かないうちにたどり着く。

　そして、

「────」

　言葉を失う、という経験は別に初めてではないし、むしろ幾いくらでもあったが、それでもこの時俺に降り注いだ衝しよう撃げきはこれまでの比ではなかった。

「どうよ？」

　得意げに胸を張るサラさんをよそに、俺の視線は一カ所に固定されていた。

　純白の、天使のはごろもを彷ほう彿ふつとさせるドレスに身を包ませたミヤさんは、ベールの向こう側にうっすらと見える表情を、ほんのりと微笑ませていた。

　もはやどう形容していいのか分からないほどに綺麗で美しいその姿は、俺の心を捉とらえて離さない。以前にもミヤさんは雑誌の撮さつ影えいか何かでウェディングドレスを身に着けたことがあったものの、しっかりと着飾った今回はあの時が霞かすむほどに輝かがやいていた。

「ねえ」

　するとミヤさんが、どこか恐おそる恐る口を開いて──

「この姿……テアくんのお眼鏡にかなってる？」

　見とれて呼吸さえ忘れていた俺は、ハッとしてから歩み寄り、丁てい寧ねいに告げた。

「はい、それはもう……」

　きっと、今この瞬しゆん間かんこの世界で一番華はなやかな存在は誇こ張ちよう抜ぬきにミヤさんだろう。

「……良かったわ。がっかりさせなかったみたいで」

「がっかりだなんてとんでもないです……今のミヤさんはとても綺麗で、こんな美人と俺が結ばれるんだって考えるととてつもなく幸せで、心をがっちり掴まれてますよ」

「ありがとう。私もね、テアくんの姿に骨ほね抜ぬきだわ。うん、今日のテアくんはとっても素す敵てきよ？　いつもかっこいいけどね」

「あーはいはい、目の前でのろけるのやめてもらえる？」

　これだから新婚は……、とでも言いたげにサラさんが呆あきれていた。

　しかしそれは冗じよう談だんとしての態度だったようで、次の瞬間には快活に笑って俺とミヤさんの肩かたをぱしんと叩たたいてみせた。

「そんじゃ、私はもう会場の方に行くかな。本番、楽しみにしてるから頑がん張ばんなさいね」

「ええ、手伝ってくれてありがとう、姉さん」

「ったく、何言ってんの。家族なんだからお礼なんていらないってば。いい式を見せてくれればそれで万ばん事じオッケーだから」

　そう言って手をひらひらと振ふりながら、サラさんは控え室をあとにした。

「姉さんのためにも、いい挙式にしなきゃね」

「もちろんです」

　何より俺たち自身のために──




　そうして時は進んで、ついに挙式の幕が開かれた。




　新郎として先に入場し、祭さい壇だんに向かう俺を、ゲストたちが盛せい大だいに迎むかえ入れてくれた。

　宮きゆう廷てい楽団の奏かなでる音楽も雰ふん囲い気きをより守り立て、会場を温めてくれる。

　これだけの人に祝われるだなんて、きっと幸せなことなんだと思う。

　忌いみ子ごと蔑べつ視しされて絶望していたあの頃からは想像もつかないことだった。

　まして、その絶望から引き上げてくれた人と生しよう涯がいを共に出来るのだから、もはや何も言うことはない。

　俺が祭壇に到とう達たつすると、次いで新婦の入場となった。

　音楽の音色が変わり、正面の扉とびらが開かれる。

　純白の、何度見ても美しいドレス姿のミヤさんが現れる。

　会場全体が息を吞んだのが分かった。

　恐らくミヤさんの可か憐れんさがそうさせたのだろう。

　あまりにも完かん璧ぺきなその花はな嫁よめはゆったりと、いわゆるヴァージンロードを一歩一歩踏ふみ締め始める。

　ヴァージンロードは新婦の人生を表しているのだと聞いたことがある。

　生まれたところから始まり、幸せの絶頂である現在までの道のり──。そこを一歩一歩進む中で、ミヤさんはこれまでにあったことを色々と思い出しているのかもしれない。

　幼少期の楽しい記き憶おくや、その一方で姉し妹まいで喧けん嘩かしたこと。

　俺と初めて会った時のことや、共きよう闘とうの記憶など。

　祭壇に歩み寄ってくるミヤさんを眺ながめていると、俺の中にもこれまでのことが思い起こされてくるようだった。

　本当に……色々あった。

　曖あい昧まいな記憶と共に人間領に捨て置かれた幼いあの日。

　養父に拾われ、ミヤさんに救われた少年期。

　葬そう撃げき士しとして活かつ躍やくし、けれどミヤさんを庇かばって罪悪感を植え付けてしまったあの時のことは苦い記憶として心に刻まれているけれど──

　そんな過去があればこそ、今が在るのだと思いたい。

　苦労したこと、つらいこと、様々な苦難が糧かてとなって、今日にたどり着いた。

　そして当然ながら、今日がゴールではない。

　むしろスタートだ。

　生まれ変わったこの世界で、俺はミヤさんと共に未来を歩んでいく。

　その門かど出でが、今日という日に他ほかならない。

「テアくん、おまたせ」

　やがてヴァージンロードを踏とう破はしたミヤさんが、俺の隣となりに並び立った。

　……責任重大だ。

　俺はこの瞬間、ミヤさんの人生を預かったのだから。

　しかしその覚かく悟ごはとうの昔に出来ている。

　寿じゆ命みようか何かで死ぬその日まで、ミヤさんと添そい遂とげるつもりしかない。

　だから何におびえることなく、俺は胸を張ってミヤさんと向かい合った。

「汝なんじ、健すこやかなる時も──」

　祭壇の牧師がお約束の口上を読み上げ始めたその中で、俺とミヤさんは見つめ合う。

　何百人と見守る会場ではあるものの、ここが二人だけの世界であるかのように、俺の意識は穏おだやかにミヤさんだけを捉え、ミヤさんも俺だけを捉えていた。
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　お互い、相手しか見えていない。のろけと言われようと構わないし、むしろそう言われるほどの光景を見せ付けてこそ、夫婦としての仲は深まっていくのだろう。

「──それでは、誓ちかいのキスを」

　口上が終わって、指輪を交こう換かんし合い──愛を確かめ合う時がやってきた。

　俺は臆おくせず、ミヤさんに一歩近付いた。

　綺麗な顔を覆おおい隠かくすベールを上げて、ミヤさんと目を合わせる。

「テアくん」

　ミヤさんがふと口を開いて、

「絶対、幸せな家庭を築きましょうね？」

　と誓いを求めてきた。

「当然ですよ」

　即そく座ざに頷うなずく以外の回答なんてあろうはずがない。

　俺自身、家族をろくに知らないまま大事な時期を育ってしまったから──ミヤさんとの間に子供が生まれた暁あかつきには、最大の愛情を持って接してあげたい。

　そう誓いつつ、俺たちは互たがいに顔を近付け、唇くちびるを重ね合わせた。

　幸せを呼ぶかのような鐘かねの音ねが、いつまでも鳴り響ひびいていた。








あとがき






　本当はもう少し続けたかった想おもいがありつつも、変にグダる前に終われたのは良かったのでは、という想いもあったりする中で、でもちょっと駆かけ足気味なフィナーレだったかなあ、とか色々思うところはあるのですが、まあ何はともあれ最終巻でございました。

　中ちゆう途と半はん端ぱに登場させた設定を有意義に使えなかったりしたのが若じやつ干かん心残りですが、それでも書きたかったことは書けて終われましたので、神かみ里ざとは多分幸せな部類の作家なのではないかと思っています。

　この年上教官というお話は、年上ヒロインをテーマにした物語ではありますが、裏テーマとして私が勝手に掲かかげていたのは〝親と子の物語〟でもあるということでした。

　いわゆる〝壮そう大だいな親おや子こ喧げん嘩か〟が好きでして。有名どころだとやはりスター・ウォーズでしょうか。今作は、それ＋日本ファルコム様から発売されているゲームソフト〝英雄伝説　閃せんの軌き跡せき〟シリーズの影えい響きようも受けております。親と子の話はドラマ性が豊かで面おも白しろいですよね。ちなみにミヤというキャラクターもそちらのゲームから影響を受けて誕生しました。

　とまあ、語りたいことはたくさんあるんですけれど、紙し幅ふくも限られているのでひとまずはこのへんにしときます。ここからは少し告知をば。まずひとつ目ですが、この年上教官のアフターストーリーをウェブ小説サイト「カクヨム」にて無料公開いたします。文庫本換かん算さんで一〇〇ページ弱ほどのボリュームがあります。皆みな様さまがあとがきを読んでいるこの段階ですでに公開されていると思いますので、気になる方は是ぜ非ひカクヨム上の神里のページを訪おとずれてみてください。題材は新しん婚こん旅行です。多少暴走しております。

　そしてもうひとつ告知をさせていただきますが、何事もなければ来月のファンタジア文庫六月刊にて神里の新シリーズが発売されます。もちろんテーマは年上ヒロインで、しかし今度はファンタジーではなく現代ラブコメです。年上教官とは全然雰ふん囲い気きが違ちがいますが、年上ヒロインを愛する方なら存分に楽しめるはずですので是非お買い求めくださいませ。




　いずれにせよ、ここまで付き合っていただけた読者の皆様には最大級の感謝を。

　そして担当さんや裏方の皆様もありがとうございました。何より小こ林ばやしちさとさんには頭が上がりません。準備期間も含ふくめれば一年と数ヶ月、年上教官のお話に色を添そえていただけて助かりました。本当にありがとうございました。お疲つかれ様でした。

　ではでは皆様、次のお話で再びお会い出来ましたら幸いです。


神里大和やまと





















甘あまえてくる年とし上うえ教きよう官かんに養やしなってもらうのはやり過すぎですか？４
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